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は
じ
め
に

　
『
攝
生
消
息
論
』
は
、
金
末
、
元
初
頃
の
道
教
の
道
士
、
丘
処
機
が
著
述
し
た
養

生
の
指
南
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
四
季
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）
の
項
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

の
養
生
法
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
具
体
的
に
論
述
し
て
い
る
。『
攝
生
消
息
論
』
は

八
百
年
以
上
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
生
活
の
仕
方
や
食
治
方
、
薬
治
方

な
ど
多
角
的
か
つ
総
合
的
な
養
生
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
現
代
中
国
に
お
い
て
は
、

今
な
お
実
践
的
な
養
生
書
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
こ
の
書
の
一
部

を
引
用
、
紹
介
し
た
も
の
は
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全
文
を
訳
注
し
た

も
の
は
な
い
。

　

本
稿
は
、『
攝
生
消
息
論
』
の
す
べ
て
に
現
代
語
訳
を
施
し
、
あ
わ
せ
て
原
文
、

訓
読
、
注
記
を
附
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
お
け
る
各
項
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
春
の
項
で
は
、

春
の
季
節
の
特
徴
と
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
体
調
の
管
理
法
、
生
活
環
境
を
整
え
る
た

め
に
留
意
す
べ
き
点
、
飲
食
で
注
意
す
べ
き
点
、
春
に
お
こ
る
病
の
特
性
と
そ
れ

に
留
意
し
た
体
づ
く
り
、
春
に
発
症
し
や
す
い
病
と
そ
の
防
御
策
、
万
が
一
、
病

に
な
っ
た
場
合
の
食
治
方
、
薬
治
方
な
ど
の
対
処
法
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
ご
と
に
、
同
様
の
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
伝
統
医
学
（
本
草
学
、
鍼
灸
学
な
ど
）
の
知
識
と
経

験
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
湯
薬
や
鍼
灸
の
経
絡
の
穴
位
の
名
称
な
ど
の
専
門

的
な
用
語
も
数
多
く
登
場
す
る
。
ま
た
老
年
に
な
っ
て
か
ら
特
に
留
意
す
べ
き
養

生
法
も
あ
わ
せ
て
記
し
て
い
る
。

　

本
書
の
特
色
は
中
国
伝
統
医
学
の
根
本
原
理
を
な
す
陰
陽
学
説
、
五
行
学
説
に

も
と
づ
き
、
各
季
節
の
養
生
法
を
考
察
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
春
を
木
、
夏
を
火
、
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秋
を
金
、
冬
を
水
と
し
、
季
節
の
め
ぐ
り
と
と
も
に
五
臓
（
肝
は
木
、
心
は
火
、

脾
は
土
、
肺
は
金
、
腎
は
水
）、
ほ
か
に
も
五
腑
（
六
腑
）、
五
華
、
五
官
な
ど
と

の
関
係
性
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
見
極
め
、
各
季
節
に
必
要
な
養
生
法
に
言
及
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
長
く
培
わ
れ
て
き
た
経
験
に
も
と
づ
い
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

　

本
書
の
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

春
季
攝
生
消
息
（
春
季
の
養
生
の
指
針
）、
肝
臓
春
旺
（
肝
臓
の
働
き
は
春
に
旺

盛
）、
相
肝
臓
病
法
（
肝
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）。

　

夏
季
攝
生
消
息
（
夏
季
の
養
生
の
指
針
）、
心
臓
夏
旺
（
心
臓
の
働
き
は
夏
に
旺

盛
）、
相
心
臓
病
法
（
心
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）。

　

秋
季
攝
生
消
息（
秋
季
の
養
生
の
指
針
）肺
臓
秋
旺（
肺
臓
の
働
き
は
秋
に
旺
盛
）、

相
肺
臓
病
法
（
肺
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）。

　

冬
季
攝
生
消
息
（
冬
季
の
養
生
の
指
針
）、
腎
臓
冬
旺
（
腎
臓
の
働
き
は
冬
に
旺

盛
）、
相
腎
臓
病
法
（
腎
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）。

　

こ
こ
で
『
攝
生
消
息
論
』
を
著
述
し
た
丘
処
機
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

丘
処
機
は
、
一
一
四
八
年
に
生
ま
れ
、
一
二
二
七
年
に
没
し
て
い
る
。
登
州
棲

霞 (

山
東
省
棲
霞
県) 

の
人
。
字
は
通
密
。
号
は
長
春
子
。
幼
少
の
頃
、（
人
）
相

を
観
る
者
が
お
り
、（
丘
処
機
の
）
異
彩
を
放
つ
風
貌
か
ら
、
長
じ
て
神
仙
宗
伯
と

な
る
だ
ろ
う
、
と
予
言
し
た
。
十
九
歳
の
時
か
ら
寧
海
の
崑
崙
山
で
全
真
教
の
学

を
学
ん
だ
。
全
真
教
は
儒
教
、
仏
教
、
道
教
の
三
教
を
同
源
と
し
て
お
り
、
開
祖

は
王
重
陽
で
あ
る
。
七
人
の
高
弟
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
丘
処
機
は
、西
域
に
遠
征
中
の
太
祖（
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
）の
招
請
に
応
じ
、

弟
子
十
八
人
を
伴
い
一
二
二
〇
年
に
出
発
し
た
が
、
こ
の
と
き
丘
処
機
は
す
で
に

七
〇
歳
を
超
え
て
い
た
。数
年
か
け
て
、現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ま
で
お
も
む
き
、

一
二
二
二
年
、
太
祖
に
謁
見
を
し
た
。
し
ば
ら
く
こ
の
地
に
滞
在
し
、
太
祖
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
諮
問
に
対
策
し
た
。
こ
の
旅
は
往
復
三
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
弟
子
の
李
志
常
の
『
長
春
真
人
西
遊
記
』
に
詳
述
さ

れ
て
い
る
。

　

丘
処
機
と
太
祖
の
や
り
と
り
の
な
か
で
も
、「
長
生
久
視
の
道
」
に
関
す
る
問
答

が
、
と
く
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
元
史
』
列
傳
、
第
八
十
九
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
太
祖
は
そ
の
時
ま
さ
に
西
征
し
て
、
日
々
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
丘
処
機

は
常
々
言
っ
て
い
た
、「
天
下
を
統
一
し
よ
う
と
望
ま
れ
る
な
ら
ば
、
決
し
て
人
殺

し
を
好
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
。
ま
た
政
治
の
要
諦
を
問
わ
れ
た
と
き
は
、「
天

を
敬
い
民
を
愛
す
る
こ
と
を
基
本
と
い
た
し
ま
す
」
と
対
策
し
た
。
さ
ら
に
長
生

久
視
の
道
を
問
わ
れ
た
と
き
は
、「
心
を
清
ら
か
に
し
て
、
欲
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
ま
す
」と
説
い
た
。太
祖
は
深
く
そ
の
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
言
っ
た
、

「
天
錫
仙
翁
は
、
朕
の
心
を
覚
醒
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
。
左
右
の
側
近
に
こ
れ
を
書

き
と
め
る
よ
う
に
命
じ
、
ま
た
諸
子
へ
の
訓
戒
と
し
た
」（
太
祖
時
方
西
征
、
日
事

攻
戰
。
處
機
每
言
、
欲
一
天
下
者
、
必
在
乎
不
嗜
殺
人
。
及
問
為
治
之
方
、
則
對
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以
敬
天
愛
民
為
本
。
問
長
生
久
視
之
道
、則
告
以
清
心
寡
欲
為
要
。
太
祖
深
契
其
言
、

曰
、
天
錫
仙
翁
、
以
寤
朕
志
。
命
左
右
書
之
、
且
以
訓
諸
子
焉
）。

　

太
祖
に
長
生
久
視
の
道
を
問
わ
れ
た
と
き
に
、
丘
処
機
は
「
清
心
」「
寡
欲
」
が

肝
要
だ
と
答
え
た
。
こ
う
し
た
考
え
か
た
は
本
書
に
も
随
所
に
み
ら
れ
る
。

　

な
お
底
本
と
し
て
王
雲
五
主
編
、
叢
書
集
成
初
編
『
延
壽
第
一
紳
言
及
其
他
二

種
』、
商
務
印
書
館
、
中
華
民
国
二
十
六
年
（
一
九
三
七
）
所
収
の
元
、
東
牟
邱
處

機
『
攝
生
消
息
論
』
を
用
い
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
現
代
語
訳
、
つ
い
で
原
文
、

訓
読
、
注
記
の
順
で
記
載
し
た
。

　
　

一
．
丘
処
機
『
攝
生
消
息
論
』
全
訳
注

春
季
攝
生
消
息
（
春
季
の
養
生
の
指
針
）

　（
通
釈
）
春
の
三
か
月
（
太
陰
太
陽
暦
の
一
～
三
月
）
は
、こ
れ
を
発
陳
と
い
う
。

天
地
に
あ
る
も
の
は
と
も
に
生
じ
、
万
物
は
繁
り
栄
え
る
。（
人
は
）
夜
に
な
れ
ば

寝
て
朝
は
早
く
起
き
、
広
く
庭
を
散
歩
し
、
髪
を
結
わ
ず
に
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
、（
春

の
お
だ
や
か
な
）
心
持
ち
を
育
む
。（
命
あ
る
も
の
を
）
生
か
す
こ
と
は
あ
っ
て

も
殺
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
相
手
に
）
与
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
（
相

手
か
ら
）
奪
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
人
を
）
賞
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

罰
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
（
春
の
）
気
を
養
う
対
処
法
で
あ

り
、
養
生
の
道
で
あ
る
。
こ
れ
に
さ
か
ら
え
ば
肝
を
傷
つ
け
る
。
肝
は
（
五
臓
の
）

木
に
属
し
、
味
は
（
五
味
の
）
酸
味
に
あ
た
る
。
木
は
よ
く
土
に
勝
つ
（
木
勝
土
、

木
剋
土
）。
土
は
（
五
臓
の
）
脾
に
属
し
、味
は
（
五
味
の
）
甘
味
を
つ
か
さ
ど
る
。

春
の
時
期
は
、
飲
食
の
味
は
（
五
味
の
木
の
）
酸
味
を
控
え
め
に
し
、（
五
味
の
土

の
）
甘
味
を
増
や
し
、
そ
れ
で
（
五
臓
の
土
の
）
脾
気
を
養
う
の
が
よ
ろ
し
い
。

　（
原
文
）
春
三
月
、
此
謂
發
陳
。
天
地
俱
生
、
萬
物
以
榮
。
夜
臥
早
起
。
廣
歩
於

庭
、
被
髪
緩
行
、
以
使
志
生
。
生
而
勿
殺
。
與
而
勿
奪
。
賞
而
勿
罰
。
此
養
氣
之

應
、
養
生
之
道
也
。
逆
之
則
傷
肝
。
肝
木
、
味
酸
。
木
能
勝
土
。
土
屬
脾
、
主
甘
。

當
春
之
時
、
食
味
宜
減
酸
益
甘
、
以
養
脾
氣
。

　（
訓
読
）
春は

る

の
三
か
月
、
此こ

れ
を
發は

つ
ち
ん陳
と
謂い

う
。
天
地
は
俱と

も

に
生
じ
、
萬ば

ん
ぶ
つ物
は
以も

つ

て
榮さ

か

う
。
夜
は
臥ふ

し
て
早
く
起
く
。
廣ひ

ろ

く
庭
を
歩
き
、
被ひ

は
つ髪

し
て
緩ゆ

る

や
か
に
行い

き
、

以も
つ

て
志

こ
こ
ろ
ざ

し
を
し
て
生し

よ
う

ぜ
し
む
。生い

か
し
て
殺
す
こ
と
勿
れ
。與
え
て
奪
う
こ
と
勿
れ
。

賞
し
て
罰
す
る
こ
と
勿な

か

れ
。
此
れ
養よ

う
き氣
の
應お

う

に
し
て
、
養よ

う
せ
い生
の
道
な
り
。
之こ

れ
に

逆
ら
え
ば
則
ち
肝か

ん

を
傷や

ぶ

る
。
肝
は
木も

く

、
味
は
酸さ

ん

。
木
は
能よ

く
土ど

に
勝
つ
。
土
は
脾ひ

に
屬
し
、
甘か

ん

を
主

つ
か
さ
ど

る
。
春
の
時
に
當あ

た

り
て
は
、
食
の
味
は
宜よ

ろ

し
く
酸
を
減へ

ら

し
て
甘

を
益
し
、
以
て
脾
氣
を
養
う
べ
し
。

　（
注
記
）
春
三
月
、
此
謂
発
陳
。
～

：

原
文
は
『
素
問
』
四
氣
調
神
大
論
篇
に

あ
る
。「
春
三
月
、
此
謂
發
陳
。
天
地
俱
生
、
萬
物
以
榮
。
夜
臥
早
起
。
廣
歩
於
庭
、

被
髮
緩
形
（
行
）、
以
使
志
生
。
生
而
勿
殺
、
與
而
勿
奪
、
賞
而
勿
罰
、
此
春
氣
之
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應
、
養
生
之
道
也
。
逆
之
則
傷
肝
」。

肝
木
、
味
酸
。
木
能
勝
土
。
土
屬
脾
主
甘
。
當
春
之
時
、
食
味
宜
減
酸
益
甘
、
以

養
脾
氣

：

五
行
学
説
に
も
と
づ
く
。
五
行
の
相
剋
関
係
で
は
木
が
土
を
剋
す
る（
木

剋
土
）。
春
は
木
気
が
旺
盛
に
な
る
、
す
る
と
木
が
土
を
剋
す
る
。
し
た
が
っ
て
木

の
酸
味
を
減
ら
し
て
、
剋
さ
れ
る
土
の
甘
味
を
増
や
す
、
そ
れ
に
よ
っ
て
土
の
脾

気
を
養
う
と
し
て
い
る
。

　（
通
釈
）
春
に
な
り
陽
気
が
初
め
て
上
昇
す
る
と
、
万
物
は
（
地
よ
り
）
発
生
し

て
萌
え
始
め
る
。（
け
れ
ど
も
）
正
月
、
二
月
の
間
は
、
寒
か
っ
た
り
熱
か
っ
た
り

と
陰
陽
の
気
が
不
安
定
で
あ
る
。（
す
る
と
）
高
齢
者
は
た
い
て
い
持
病
が
あ
る
も

の
で
、こ
の
春
気
（
の
変
化
）
に
（
身
体
を
）
攻
め
ら
れ
て
、精
神
が
昏
迷
し
、（
そ
の
）

持
病
が
発
症
す
る
。
ま
た
あ
わ
せ
て
去
年
の
冬
以
来
、
炉ろ

の
そ
ば
に
居
て
、
衣
を

い
ぶ
し
、炙し

や

（
あ
ぶ
り
肉
）、炊す

い

（
た
き
も
の
）、煿せ

ん

（
に
も
の
）
ば
か
り
食
べ
て
い
る
。

（
こ
う
し
た
生
活
習
慣
が
）
蓄
積
し
て
春
に
な
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
（
以
下
の
症

状
が
）
じ
わ
じ
わ
と
発
生
す
る
。
身
体
が
熱
く
、
頭
が
く
ら
む
よ
う
に
な
る
。（
気

が
）
ふ
さ
が
っ
て
咳
を
し
た
り
、
よ
だ
れ
を
流
し
た
り
、
両
手
両
足
に
倦
怠
感
が

あ
っ
た
り
、足
腰
に
力
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
。み
な
冬
に
蓄
積
し
た
病
気
で
あ
り
、

常
に
体
調
管
理
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　

も
し
少
し
で
も
（
こ
れ
ら
の
疾
病
が
）
発
症
し
た
と
感
じ
た
な
ら
、
す
ぐ
に
疏

利
（
病
状
を
消
し
流
す
）
薬
を
飲
ん
で
は
な
ら
な
い
。
臓
腑
を
傷
め
、
他
の
疾
病

を
併
発
さ
せ
る
こ
と
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
消
風
（
湿
疹
、
じ
ん
ま
し
ん

な
ど
の
風
疾
を
消
す
も
の
）、
和
気
（
陰
陽
の
気
を
調
和
さ
せ
る
も
の
）、
涼
膈
（
口

内
炎
な
ど
）、
化
疾
（
手
足
の
む
く
み
、
冷
え
）
の
た
め
の
薬
だ
け
を
用
い
る
。
あ

る
い
は
食
治
方
の
う
ち
、
性
質
の
や
や
涼
性
な
も
の
を
選
び
、
飲
食
の
生
活
を
調

整
し
て
（
身
体
を
）
整
え
、
自
然
に
気
が
通
じ
る
よ
う
に
す
る
。
も
し
疾
病
の
症

状
が
な
け
れ
ば
、
薬
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。

　（
原
文
）春
陽
初
升
、萬
物
發
萌
。
正
、二
月
閒
、乍
寒
乍
熱
。
高
年
之
人
多
有
宿
疾
。

春
氣
所
攻
、
則
精
神
昏
倦
、
宿
病
發
動
。
又
兼
去
冬
以
來
、
擁
爐
薫
衣
、
啗
炙
、
炊
、

煿
。
成
積
至
春
、
因
而
發
泄
、
致
體
熱
頭
昏
。
壅
隔
涎
嗽
、
四
肢
倦
怠
、
腰
脚
無
力
。

皆
冬
所
蓄
之
疾
、
常
當
體
候
。

　

若
稍
覺
發
動
、不
可
便
行
疏
利
之
藥
。
恐
傷
臓
腑
、別
生
餘
疾
。
惟
用
消
風
、和
氣
、

涼
膈
、
化
疾
之
劑
。
或
選
食
治
方
中
、
性
稍
涼
利
、
飲
食
調
停
以
治
、
自
然
通
暢
。

若
無
疾
狀
、
不
可
吃
藥
。

　（
訓
読
）
春
陽
は
初
め
て
升の

ぼ

り
、
萬
物
發は

つ
ほ
う萌
す
。
正し

よ
う
、
二に

げ
つ月
の
閒あ

い
だ

、
乍た

ち
ま

ち
寒
く
乍

ち
熱
し
。
高
年
の
人
は
多
く
宿

し
ゅ
く
し
つ疾
有
り
。
春し

ゅ
ん
き氣
の
攻
む
る
所
な
れ
ば
、
則す

な
わ
ち
精
神

は
昏こ

ん
け
ん倦
し
、
宿し

ゅ
く
へ
い病
は
發
動
す
。
又ま

た
兼あ

わ

せ
て
去き

よ
と
う冬
以
來
、
爐ろ

を
擁い

だ

き
て
衣こ

ろ
も
を
薫た

き
、

炙し
や

、
炊す

い

、
煿せ

ん

を
啗く

ら

う
。
積
を
成な

し
て
春
に
至
り
、
因よ

り
て
發は

つ
せ
つ泄
し
、
體か

ら
だ
の
熱
く
頭あ

た
ま

の
昏く

ら

む
を
致い

た

す
。
壅よ

う
か
く隔

し
て
涎え

ん
そ
う嗽

し
、
四し

し肢
に
倦け

ん
た
い怠

あ
り
て
、
腰よ

う
き
ゃ
く脚

に
力
無
し
。

皆　

冬
に
蓄た

く
わ
う
る
所
の
疾や

ま
い
に
し
て
、
常
に
當ま

さ

に
體た

い
こ
う候
す
べ
し
。

　

若も

し
稍や

や　

發は
つ
ど
う動

す
る
を
覺お

ぼ

う
れ
ば
、
便
ち
疏そ

り利
の
藥く

す
り

を
行も

ち

う
べ
か
ら
ず
。
臓
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腑
を
傷や

ぶ

り
、
別
に
餘
疾
を
生
ぜ
し
む
る
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
惟た

だ
消し

ょ
う
ふ
う風

、
和わ

き氣
、

涼り
よ
う
か
く膈

、
化か

し
つ疾

の
劑ざ

い

を
用も

ち

う
る
の
み
。
或あ

る

い
は
食し

よ
く
じ
ほ
う

治
方
の
中う

ち

、
性し

よ
う

の
稍や

や　

涼
り
よ
う

利り

な
る

を
選
び
、
飲
食
は
調

ち
よ
う

停て
い

し
て
以
て
治
む
れ
ば
、
自
然
に
通つ

う

暢ち
よ
うす
。
若も

し
疾し

つ

狀じ
よ
う

無
け

れ
ば
、
藥
を
吃く

ら

う
べ
か
ら
ず
。

　（
注
記
）
壅
隔

：

ふ
さ
が
っ
て
通
じ
な
い
こ
と
。

涎
嗽

：

せ
き
、
た
ん
、
よ
だ
れ
な
ど
が
で
る
こ
と
。

體
候

：

体
調
を
み
る
こ
と
。

疏
利

：

消
し
流
す
こ
と
。

涼
膈

：

口
内
炎
、
口
腔
炎
な
ど
。

化
疾

：

手
足
の
む
く
み
や
冷
え
な
ど
。

通
暢

：

気
が
通
じ
る
こ
と
。

　（
通
釈
）
春
の
日
は
（
陰
陽
の
気
が
）
ま
じ
り
あ
っ
て
温
和
で
あ
る
。
園
林
や
亭

閣
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
と
こ
ろ
を
眺
め
て
、
心
の
わ
だ
か
ま
り
を
晴
ら
し
て
、
生

の
気
を
の
び
や
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。（
一
日
中
）
じ
っ
と
坐
っ
て
い
て
余
計
な
憂

い
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
食
事
の
摂
り
過
ぎ
、
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
い
け
な

い
。
自
分
の
家
で
製
造
す
る
米
の
麺
、
団
子
餅
は
脾
胃
を
い
た
め
る
こ
と
が
多
く
、

最
も
消
化
し
が
た
い
。
老
人
は
と
く
空
腹
の
時
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
一
時
の
口

福
を
求
め
、
不
測
の
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
天
気
は
寒
暖
が
一
定
し

な
い
の
で
、（
冬
の
）
綿
衣
を
一
気
に
脱
ぎ
去
っ
て
は
な
ら
な
い
。
老
人
は
（
体
内

の
）
気
が
虚
弱
で
、
骨
は
も
ろ
く
、
身
体
が
弱
い
。（
だ
か
ら
）
冷
た
い
風
（
が
皮

膚
）
に
あ
た
る
と
、
腠
理
（
そ
う
り
、
皮
と
肉
の
間
）
を
傷
め
る
。
そ
の
時
そ
の

時
に
羽
織
る
服
を
用
意
し
、
暖
か
い
日
に
は
こ
れ
を
調
節
す
る
。（
衣
服
は
）
一
枚

一
枚
ゆ
る
や
か
に
減
ら
し
て
ゆ
く
。
一
気
に
脱
ぎ
去
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　（
原
文
）
春
日
融
和
。
當
眺
園
林
、
亭
閣
、
虚
廠
之
處
、
用
攄
滞
懐
、
以
暢
生
氣
。

不
可
兀
坐
以
生
他
鬱
。
飯
酒
不
可
過
多
。
人
家
自
造
米
麪
、
團
餅
多
傷
脾
胃
、
最

難
消
化
。
老
人
切
不
可
以
飢
腹
多
食
、
以
快
一
時
之
口
、
致
生
不
測
。
天
氣
寒
暄

不
一
。
不
可
頓
去
緜
衣
。
老
人
氣
弱
、
骨
疏
、
體
怯
。
風
冷
、
易
傷
湊
裏
。
時
備

夾
衣
、
遇
煖
易
之
。
一
重
漸
減
一
重
。
不
可
暴
去
。

　（
訓
読
）
春
の
日
は
融
和
な
り
。
當ま

さ

に
園
林
、
亭
閣
、
虚き

よ

廠し
よ
うの
處
を
眺
め
、
用も

つ

て
滞た

い

懐か
い

を
攄の

ば

し
て
、
以
て
生
氣
を
暢の

ぶ
べ
し
。
兀ご

つ

坐ざ

し
て
以
て
他た

の
鬱う

つ

を
生
ぜ
し

む
べ
か
ら
ず
。
飯は

ん

酒し
ゆ

は
過
多
な
る
べ
か
ら
ず
。
人じ

ん

家か

の
自み

ず
か

ら
造つ

く

る
米べ

い

麪め
ん

、
團だ

ん

餅へ
い

は

脾ひ

胃い

を
傷や

ぶ

る
こ
と
多
く
、
最
も
消
化
し
難か

た

し
。
老
人
は
切
に
飢き

腹ふ
く

を
以
て
多
食
し
、

以
て
一
時
の
口
を
快
く
し
て
、
不
測
を
生
ず
る
を
致い

た

さ
し
む
べ
か
ら
ず
。
天
氣
は

寒か
ん

暄け
ん　

一い
つ

な
ら
ず
。
頓に

わ
か
に
緜め

ん

衣い

を
去
る
べ
か
ら
す
。
老
人
は
氣き

弱よ
わ

く
、骨こ

つ

疏そ

に
し
て
、

體た
い

怯よ
わ

し
。
風
冷
た
け
れ
ば
、
湊そ

う

裏り

を
傷
り
易や

す

し
。
時
に
夾

き
よ
う

衣い

を
備
え
、
煖だ

ん

に
遇
え

ば
之こ

れ
を
易か

う
。
一い

つ

重じ
ゆ
うし
て
一
重
を
漸ぜ

ん

減げ
ん

す
。
暴に

わ
か
に
去さ

る
べ
か
ら
ず
。

　（
注
記
）
攄
す

：

気
を
は
ら
す
こ
と
。

兀
坐

：

じ
っ
と
す
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

寒
暄

：

寒
さ
と
暖
か
さ
。
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湊
裏

：

腠
理
に
同
じ
。
皮
膚
の
紋
理
と
皮
下
の
肌
肉
の
間
の
組
織
を
い
う
。『
素
問
』

陰
陽
應
象
大
論
篇
に
「
清
陽
發
腠
理
」
と
あ
る
。

夾
衣

：

羽
織
る
衣
。

　（
通
釈
）
劉
処
士
は
い
う
、
春
に
な
っ
て
か
か
る
病
は
、
す
で
に
冬
至
の
後
か
ら

発
症
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
、
と
。（
冬
至
の
あ
と
）
夜
半
の
刻
に
（
陰
気
が
極
ま

り
）
一
陽
が
生
じ
る
。（
こ
の
と
き
に
は
）
陽
気
を
吐
き
だ
す
こ
と
も
で
き
ず
、
陰

気
を
吸
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
心
膈
に
累
積
し
た
熱
は
、
陽
気
と
相
対
し
て
衝
突

す
る
こ
と
は
な
い
。（
け
れ
ど
も
や
が
て
）
二
匹
の
虎
が
遭
遇
す
れ
ば
、
狭
い
道
で

必
ず
戦
う
こ
と
に
な
る
。
冬
か
ら
春
に
交
替
す
る
時
期
に
い
た
っ
て
、
つ
い
に
傷

寒
（
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
る
発
熱
な
ど
）、
虚
熱
（
陰
虚
な
ど
に
よ
る
発
熱
）
の

季
節
の
患
い
に
か
か
る
。（
そ
れ
は
）
実
に
冬
の
間
に
（
身
体
が
暖
を
と
る
た
め
の
）

火
に
あ
ぶ
ら
れ
、
あ
ぶ
り
肉
を
食
べ
、
心
膈
の
体
内
に
累
積
し
た
痰
が
四
肢
に
流

入
す
る
か
ら
で
あ
る
。（
そ
の
と
き
は
）
そ
の
痰
を
と
る
薬
を
服
用
し
て
、
痰
を
出

し
、
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。（
身
体
の
）
背
中
を
寒
気

に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。（
背
中
を
）
寒
気
に
さ
ら
す
と
肺
を
傷
め
、（
鼻
汁
で
）

鼻
腔
が
ふ
さ
が
っ
て
咳
こ
む
よ
う
に
な
る
。
身
体
が
は
な
は
だ
熱
く
感
じ
た
な
ら
、

少
し
上
衣
を
脱
ぎ
去
る
。
い
さ
さ
か
冷
た
い
と
感
じ
た
な
ら
、（
そ
の
冷
た
さ
を
）

我
慢
せ
ず
、
す
ぐ
に
衣
服
を
羽
織
る
。
肺
俞
の
穴
位
（
ツ
ボ
、
足
の
太
陽
膀
胱
経

に
属
す
る
）
は
五
臓
に
連
絡
す
る
要
で
あ
り
、
胃
俞
の
穴
位
（
ツ
ボ
、
足
の
太
陽

膀
胱
経
に
属
す
る
）は
経
絡
の
流
れ
の
結
節
点
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
穴
位（
ツ
ボ
）

は
寒
熱
の
調
節
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
俚り

諺げ
ん

に
い
う
、「
風
を
避
け
る
の
は
射
ら

れ
た
矢
を
避
け
る
よ
う
に
、女
色
を
避
け
る
の
は
戦
乱
を
避
け
る
よ
う
に
せ
よ
。（
寒

暖
に
応
じ
て
）
こ
ま
め
に
衣
服
の
数
を
調
節
し
、
晩
飯
は
少
し
に
せ
よ
」
と
。
こ

れ
は
そ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　（
原
文
）劉
處
士
云
、春
來
之
病
多
自
冬
至
後
。
夜
半
一
陽
生
。
陽
無
吐
、陰
無
納
。

心
膈
宿
熱
、與
陽
氣
無
相
衝
。
兩
虎
相
逢
、狭
道
必
鬭
矣
。
至
于
春
夏（
冬
春
）之
交
、

遂
致
傷
寒
、
虛
熱
時
行
之
患
。
良
由
冬
月
焙
火
、
食
炙
、
心
膈
宿
痰
流
入
四
肢
之

故
也
。
當
服
祛
痰
之
藥
、
以
導
之
、
使
不
爲
疾
。
不
可
令
背
寒
。
寒
卽
傷
肺
、
令

鼻
塞
咳
嗽
。
身
覺
熱
甚
、少
去
上
衣
。
稍
冷
莫
強
忍
、卽
便
加
服
。
肺
俞
五
臓
之
表
、

胃
俞
経
絡
之
長
、
二
處
不
可
失
寒
熱
之
節
。
諺
云
、
避
風
如
避
箭
、
避
色
如
避
亂
、

加
減
逐
時
衣
、
少
餐
申
後
飯
。
是
也
。

　（
訓
読
）
劉
處
士
云い

わ

く
、春

し
ゆ
ん

來ら
い

の
病
は
冬
至
の
後あ

と

自よ

り
多
し
。
夜
半
に
一
陽
生
ず
。

陽
は
吐と

無
く
、
陰
は
納の

う

無
し
。
心し

ん

膈か
く

の
宿

し
ゆ
く

熱ね
つ

は
、
陽
氣
と
相あ

い
衝あ

た

る
無
し
。
兩

り
よ
う

虎こ

相
い
逢あ

わ
ば
、
狭

き
よ
う

道ど
う

に
て
必
ず
鬭た

た
か
う
。
冬
春
の
交
わ
り
に
至
り
、
遂つ

い

に
傷

し
よ
う

寒か
ん

、
虛き

よ

熱ね
つ

の
時じ

行こ
う

の
患わ

ず
ら
い
を
致
す
。
良ま

こ
と
に
冬
の
月
に
火
に
焙あ

ぶ

ら
れ
、
炙し

や

を
食く

ら
い
、
心し

ん

膈か
く

の
宿

し
ゆ
く

痰た
ん　

四し

肢し

に
流
入
す
る
に
由よ

る
が
故
な
り
。
當ま

さ

に
祛き

よ

痰た
ん

の
藥
を
服
し
て
、
以

て
之
れ
を
導み

ち
び

き
、
疾や

ま

い
と
爲な

ら
ざ
ら
し
む
べ
し
。
背
を
し
て
寒ひ

や

し
む
べ
か
ら
ず
。

寒
せ
ば
卽す

な
わ
ち
肺
を
傷や

ぶ

り
、
鼻
を
し
て
塞ふ

さ

ぎ
咳が

い

嗽そ
う

せ
し
む
。
身
に
熱
の
甚は

な
は
だ
し
き
を

覺お
ぼ

う
れ
ば
、
少す

こ

し
く
上

じ
よ
う

衣い

を
去
る
。
稍い

さ
さ

か
冷ひ

ゆ
れ
ば
強し

い
て
忍し

の

ぶ
こ
と
莫な

く
、
卽す

な
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便わ

ち
服
を
加く

わ

う
。
肺は

い

俞ゆ

は
五
臓
の
表ひ

よ
う

、
胃い

俞ゆ

は
経け

い

絡ら
く

の
長ち

よ
う

、
二
つ
の
處と

こ
ろ

は
寒
熱
の

節
を
失
す
べ
か
ら
す
。
諺

こ
と
わ
ざに

云い

わ
く
、
風
を
避さ

く
る
は
箭せ

ん

を
避
く
る
が
如ご

と

く
、
色

を
避
く
る
は
亂ら

ん

を
避
く
る
が
如
く
せ
よ
、
加
減
せ
よ
逐ち

く

時じ

の
衣
、
少
し
く
餐く

ら

え
申し

ん

の
飯
を
、
と
。
是こ

れ

な
り
。

　（
注
記
）
春
來
之
病
多
自
冬
至
後
。
夜
半
一
陽
生

：

冬
至
は
陰
気
が
極
ま
っ
た
と

き
で
、
そ
の
夜
半
に
一
陽
が
生
じ
る
と
さ
れ
た
。
夜
半
は
一
日
を
十
二
等
分
す
る

十
二
刻
の
名
称
の
ひ
と
つ
、
夜
の
十
一
～
一
時
頃
。
十
二
支
で
は
子
の
刻
。

吐
納

：

体
内
の
古
い
気
を
吐
き
だ
し
、
新
鮮
な
空
気
を
と
り
い
れ
る
こ
と
。

至
于
春
夏

：「
至
于
冬
春
」
の
誤
り
。

宿
熱

：

体
に
累
積
し
た
熱
。

傷
寒

：

外
部
環
境
の
変
化
（
寒
さ
他
）
に
よ
る
病
で
熱
な
ど
の
症
状
が
で
る
こ
と
。

虚
熱

：

陰
・
陽
・
気
・
血
が
不
足
し
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
発
熱
の
こ
と
。
臨
床
で

は
陰
虚
に
よ
る
発
熱
が
多
く
み
ら
れ
る
。

宿
痰

：

体
内
に
累
積
し
た
痰
。

肺
俞

：

俞
（
兪
）
は
穴
位
、
ツ
ボ
の
こ
と
。
足
の
太
陽
膀
胱
経
に
属
す
る
。『
鍼

灸
甲
乙
経
』
巻
三
、
諸
穴
に
は
、「
肺
俞
在
第
三
椎
下
、
兩
傍
各
一
寸
五
分
。
刺
入

三
分
、
留
七
呼
、
灸
三
壯
」
と
あ
る
。
現
代
の
経
穴
学
で
は
上
背
部
、
第
三
胸
椎

棘
突
起
下
縁
と
同
じ
高
さ
、
後
正
中
線
の
外
方
一
寸
五
分
と
あ
り
、
こ
の
ツ
ボ
を

治
療
す
れ
ば
、
咳
、
胸
痛
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

胃
俞

：

足
の
太
陽
膀
胱
経
に
属
す
る
。『
鍼
灸
甲
乙
経
』
巻
三
、
諸
穴
に
は
、「
胃

俞
在
第
十
二
椎
下
、
兩
傍
各
一
寸
五
分
。
刺
入
三
分
，
留
七
呼
，
灸
三
壯
」、
胃
俞

は
（
背
骨
の
）
第
十
二
椎
下
に
在
り
、
兩
傍
各
一
寸
五
分
に
あ
た
る
、
と
あ
る
。

こ
の
ツ
ボ
を
治
療
す
れ
ば
、腹
痛
、消
化
不
良
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

申
後
飯

：

申
の
刻
（
午
後
三
～
五
時
頃
）
以
後
の
食
事
。
晩
飯
の
こ
と
。

肝
臓
春
旺
（
肝
臓
の
働
き
は
春
に
旺
盛
）

　（
通
釈
）
肝
は
（
五
臓
の
）
木
に
属
し
、（
五
帝
の
）
青
帝
を
配
す
る
。（
易
の
）

八
卦
で
は
（
東
の
）
震
卦
に
属
す
る
。
神
の
外
形
は
青
龍
の
よ
う
で
あ
り
、
形
象

は（
ち
ょ
う
ど
）ひ
ょ
う
た
ん
を
ぶ
ら
さ
げ
る
よ
う
で
あ
る
。
肝
は
幹
で
あ
る
。（
肝

の
）
形
状
は
（
樹
木
の
）
枝
と
幹
の
よ
う
で
あ
る
。（
肝
の
）
の
位
置
は
（
体
の
）

下
方
に
あ
り
、
心
に
や
や
近
く
、
左
に
三
葉
、
右
に
四
葉
あ
る
。（
肝
は
）
生
糸
を

紺
に
染
め
た
よ
う
な
色
で
あ
る
。（
五
臓
の
木
の
）
肝
は
（
五
臓
の
火
の
）
心
の
母

で
あ
り
（
木
生
火
）、（
五
臓
の
水
の
）
腎
の
子
で
あ
る
（
水
生
木
）。
肝
の
な
か
に

三
つ
の
神
が
い
て
、
名
を
爽そ

う

靈れ
い

、
胎た

い

光こ
う

、
幽ゆ

う

精せ
い

と
い
う
。
夜
に
寝
て
平
旦
（
明
け

方
の
三
～
五
時
頃
）
に
及
ぶ
こ
ろ
、
歯
を
一
通
り
三
十
六
回
（
カ
チ
カ
チ
と
）
噛

み
合
わ
せ
、
肝
の
三
神
の
名
を
呼
ぶ
と
、
精
神
を
清
ら
か
に
し
、
気
分
を
爽
や
か

に
さ
せ
る
。

　
（
五
官
の
木
の
）
目
は
（
五
臓
の
木
の
）
肝
の
宮
で
あ
る
。
左
目
を
（
十
干
の
陽

木
の
）
甲
と
し
、
右
目
を
（
十
干
の
陰
木
の
）
乙
と
す
る
。
男
子
は
六
十
歳
に
な
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る
と
、
肝
気
は
衰
え
、
肝
葉
は
薄
く
な
り
、
胆
は
徐
々
に
減
り
、
目
は
ぼ
ん
や
り

と
す
る
よ
う
に
な
る
。（
五
臓
の
木
の
肝
は
）
形
体
に
お
い
て
は
（
五
体
の
木
の
）

筋
を
形
成
す
る
。
肝
の
脈
は
木
に
符
節
を
合
し
、（
五
神
の
木
の
）
魂
を
収
蔵
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
液
に
お
い
て
は（
五
液
の
木
の
）涙
を
形
成
す
る
。（
五
臓
の
水
の
）

腎
の
邪
が
（
五
臓
の
木
の
）
肝
に
入
る
と
涙
が
多
く
な
る
。
六
腑
（
あ
る
い
は
五

腑
の
木
の
）
の
胆
は
、（
五
臓
の
木
の
）
肝
の
府
と
し
、
胆
と
肝
と
は
（
同
じ
木
で
）

符
節
を
合
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
肝
気
が
通
ず
る
と
、（
青
、
赤
、
黄
、
白
、
黒
の
）

五
色
を
弁
別
す
る
。（
五
臓
の
木
の
）
肝
が
（
外
邪
が
身
体
に
充
満
し
て
）
実
の
状

態
に
な
る
と
、（
五
官
の
木
の
）
目
の
（
白
い
部
分
が
）
黄
色
や
赤
色
に
な
る
。（
五

臓
の
木
の
）
肝
気
が
脈
に
（
よ
く
）
合
し
て
流
れ
て
い
る
と
、（
五
華
の
木
の
）
爪

は
色
つ
や
が
よ
く
な
る
。（
五
臓
の
木
の
）肝
と
符
節
を
合
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
五
体
の
木
の
）
筋
が
緩
ん
で
弱
く
な
り
、
自
分
の
脈
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
者

は
、（
五
臓
の
木
の
）
肝
が
真
っ
先
に
死
滅
す
る
。（
木
は
）
左
右
の
目
で
は
甲
乙

に
あ
た
り
、時
を
示
す
十
二
辰
で
は
寅
の
刻
（
早
朝
の
三
～
五
時
頃
）、卯
の
刻
（
朝

の
五
～
七
時
頃
）
に
あ
た
る
。（
五
）
音
で
は
（
木
の
）
角
に
属
し
、
味
で
は
（
五

味
の
木
の
）
酸
、
そ
の
五
臭
で
は
（
木
の
）
臊そ

う

・
羶せ

ん

（
臊
は
豚
や
犬
の
な
ま
ぐ
さ

い
臭
い
。
羶
は
羊
の
肉
の
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
）
に
あ
た
る
。（
五
臓
の
火
の
）
心
邪

が
（
五
臓
の
木
の
）
肝
に
入
る
と
、
羊
の
肉
の
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
と
な
る
。

　（
原
文
）
肝
屬
木
、
爲
青
帝
。
卦
屬
震
。
神
形
青
龍
、
象
如
懸
匏
。
肝
者
幹
也
。

状
如
枝
幹
。
居
在
下
、
少
近
心
。
左
三
葉
、
右
四
葉
。
色
如
縞
映
紺
。
肝
爲
心
母
、

爲
腎
子
。
肝
中
有
三
神
。
名
曰
爽
靈
、
胎
光
、
幽
精
也
。
夜
臥
及
平
旦
、
扣
齒

三
十
六
通
、
呼
肝
神
名
、
使
神
清
、
氣
爽
。

　

目
爲
之
宮
。
左
目
爲
甲
、
右
目
爲
乙
。
男
子
至
六
十
、
肝
氣
衰
、
肝
葉
薄
、
胆

漸
減
。
卽
昏
昏
然
。
在
形
爲
筋
、
肝
脈
合
于
木
、
魂
之
藏
也
。
于
液
為
涙
、
腎
邪

入
肝
、
故
多
涙
。
六
府
胆
爲
肝
之
府
、
胆
與
肝
合
也
。
故
肝
氣
通
、
則
分
五
色
。

肝
實
、
則
目
黄
赤
。
肝
合
于
脈
、
其
榮
爪
也
。
肝
之
合
也
。
筋
緩
弱
、
脈
不
自
持
者
、

肝
先
死
也
。
目
爲
甲
乙
、
辰
為
寅
卯
。
音
屬
角
、
味
酸
、
其
嗅
臊
羶
。
心
邪
入
肝
、

則
惡
羶
。

　（
訓
読
）
肝か

ん

は
木
に
屬ぞ

く

し
、
青
帝
と
爲な

す
。
卦
は
震
に
屬
す
。
神し

ん

の
形
は
青せ

い

龍り
よ
うの

ご
と
く
、
象
は
匏ひ

さ
ご
を
懸か

く
る
が
如
し
。
肝か

ん

は
幹か

ん

な
り
。
狀じ

よ
う
は
枝し

幹か
ん

の
如
し
。
居き

よ

は

下し
た

に
在あ

り
て
、
少
し
く
心し

ん

に
近
し
。
左
に
三さ

ん

葉よ
う

、
右
に
四し

葉よ
う

あ
り
。
色
は
縞こ

う　

紺こ
ん

に
映は

ゆ
る
が
如
し
。
肝
は
心
の
母
爲た

り
、
腎じ

ん

の
子
爲
り
。
肝
中
に
三さ

ん

神し
ん

有
り
。
名

づ
け
て
爽そ

う

靈れ
い

、
胎た

い

光こ
う

、
幽ゆ

う

精せ
い

と
曰い

う
な
り
。
夜
に
臥ふ

し
て
平へ

い

旦た
ん

に
及
べ
ば
、
歯
を

扣た
た

く
こ
と
三
十
六
通つ

う

、
肝か

ん

神し
ん

の
名
を
呼
べ
ば
、
神
を
し
て
清
く
、
氣
を
し
て
爽さ

わ
や
か

な
ら
し
む
。

　

眼
は
之こ

れ
が
宮
爲
り
。
左さ

目も
く

を
甲こ

う

と
爲
し
、
右う

目も
く

を
乙お

つ

と
爲
す
。
男
子
六
十
に

至い
た

ら
ば
、
肝
氣
は
衰
え
、
肝か

ん

葉よ
う

は
薄
く
、
胆た

ん

は
漸よ

う
や
く
減
り
、
眼
は
昏こ

ん

昏こ
ん

然ぜ
ん

た
り
。

形か
た
ちに

在あ

り
て
は
筋す

じ

と
爲な

り
、
肝
の
脈み

や
く

は
木も

く

に
合が

つ

し
、
魂こ

ん

の
藏ぞ

う

な
り
。
液え

き

に
于お

い
て

は
涙
と
爲
り
、腎じ

ん

の
邪じ

や

は
肝
に
入い

る
、故
に
涙
多
し
。
六
府
の
胆
を
肝
の
府
と
爲な

し
、

胆
と
肝
と
は
合が

つ

す
。
故
に
肝
の
氣
通
ず
れ
ば
、則す

な
わ

ち
五ご

色し
き

を
分わ

か

つ
。
肝　

實じ
つ

な
れ
ば
、
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則
ち
目
は
黄こ

う

赤せ
き

な
り
。
肝
は
脈
に
合
す
れ
ば
、
其
れ
爪つ

め

を
榮さ

か

ん
に
す
。
肝
に
之こ

れ

合
す
れ
ば
な
り
。
筋き

ん　

緩か
ん

弱じ
や
くに

し
て
、
脈

み
や
く

自み
ず

か
ら
持じ

せ
ざ
る
者
は
、
肝　

先ま

ず
死

す
る
な
り
。
目め

を
甲こ

う

乙お
つ

と
爲
し
、
辰し

ん

を
寅い

ん

卯ぼ
う

と
爲
す
。
音お

と

は
角か

く

に
屬
し
、
味
は
酸さ

ん

、

其そ

の
嗅き

ゆ
う
は
臊そ

う

羶せ
ん

な
り
。
心し

ん

の
邪
は
肝
に
入い

ら
ば
、
則す

な
わ
ち
惡あ

く

羶せ
ん

あ
り
。

　（
注
記
）
肝
爲
心
母
、
爲
腎
子

：

五
行
学
説
に
も
と
づ
く
。
五
臓
（
蔵
）
の
う
ち
、

肝
は
木
、
心
は
火
、
腎
は
水
。
五
行
の
相
生
関
係
で
は
水
生
木
、
木
生
火
で
あ
り
、

肝
木
は
心
火
を
生
み
出
す
こ
と
か
ら
肝
は
心
の
母
と
し
、
腎
水
は
肝
木
を
生
み
出

す
こ
と
か
ら
肝
は
腎
の
子
と
し
て
い
る
。

状
如
枝
幹

：

現
代
医
学
の
肝
臓
に
巡
ら
さ
れ
た
胆
道
の
形
状
に
符
合
。

目
爲
之
宮

：

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、目
は
五
官
の
木
に
あ
た
る
（
火
は
舌
、土
は
口
、

金
は
鼻
、
水
は
耳
）。

左
目
爲
甲
、
右
目
爲
乙

：

陰
陽
学
説
に
よ
る
。
甲
は
陽
の
木
、
乙
は
陰
の
木
。
聖

人
が
南
面
し
た
と
き
に
左
は
東
な
の
で
陽
、
右
は
西
な
の
で
陰
と
す
る
。

在
形
爲
筋

：

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
筋
は
五
体
の
木
に
あ
た
る
（
火
は
血
脈
、
土

は
肌
肉
、
金
は
皮
毛
、
水
は
骨
髄
）。

肝
脈
合
于
木
、
魂
之
藏
也

：

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
魂
は
五
神
の
木
に
あ
た
る
。

于
液
爲
涙

：
五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、涙
は
五
液
の
木
に
あ
た
る
。
火
は
汗か

ん

（
あ
せ
）、

土
は
涎え

ん

（
よ
だ
れ
）、
金
は
涕て

い

（
な
み
だ
）、
水
は
唾す

い

（
つ
ば
）。

六
府
胆
爲
肝
之
府
、
胆
與
肝
合
也

：

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
胆
は
五
（
六
）
腑
の

木
に
あ
た
る
。
五
腑
の
木
は
胆
（
火
は
小
腸
、
土
は
胃
、
金
は
大
腸
、
水
は
膀
胱
。

こ
れ
に
三
焦
を
加
え
て
六
腑
と
す
る
）。
胆
は
五
腑
の
木
、
肝
は
五
臓
の
木
と
同
じ

木
で
あ
る
こ
と
か
ら
符
節
を
合
す
る
と
し
て
い
る
。

肝
實
、
則
目
黄
赤

：

實
（
実
）
は
充
満
の
意
。
肝
実
は
一
般
に
肝
の
実
証
を
い
う
。

肝
寒
、
肝
熱
、
肝
火
、
肝
気
な
ど
の
実
証
を
含
む
。
身
体
が
外
邪
（
外
か
ら
の
邪
）

に
お
か
さ
れ
、
充
満
し
た
状
態
に
な
っ
て
健
康
を
害
す
る
こ
と
。
反
対
は
虚
。

肝
合
于
脈
、
其
榮
爪
也

：

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
爪
は
五
華
の
木
に
あ
た
る
（
火

は
面
色
、
土
は
唇
、
金
は
毛
、
水
は
髪
）。

角

：

角
は
五
音
の
木
に
あ
た
る
（
火
は
徵
、
土
は
宮
、
金
は
商
、
水
は
羽
）。

臊
羶

：

臊
は
豚
や
犬
の
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
。
羶
は
羊
の
肉
の
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
。

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
臊
羶
は
五
臭
の
木
に
あ
た
る
（
火
は
焦
、
土
は
香
、
金
は
腥
、

水
は
腐
）。

　（
通
釈
）
肝
は
、
外
界
に
お
い
て
は
（
五
岳
の
木
の
）
東
岳
に
対
応
し
、
天
上
に

お
い
て
は
（
五
星
の
木
の
）
歳
星
の
精
に
通
じ
て
い
る
。（
五
行
の
木
の
）
春
の
三

か
月
は
常
に（
五
星
の
木
の
）歳
星
が（
天
を
）つ
か
さ
ど
る
。（
春
は
五
色
の
木
の
）

青
気
が
（
五
臓
の
木
の
）
肝
に
入
っ
て
い
く
。
ゆ
え
に
肝
が
虚
で
あ
る
者
は
、（
五

体
の
木
の
）
筋
脈
が
つ
っ
ぱ
る
。
皮
膚
が
か
さ
つ
く
者
は
、
肝
が
熱
邪
を
受
け
て

い
る
。
肌
肉
に
斑
点
が
あ
る
者
は
、
肝
が
風
邪
を
受
け
て
い
る
。
人
の
（
顔
）
色

が
（
五
色
の
木
の
）
青
味
を
帯
び
て
い
る
者
は
、（
五
臓
の
木
の
）
肝
が
盛
ん
で
あ

る
。
好
ん
で
（
五
味
の
木
の
）
酸
味
の
あ
る
も
の
を
食
べ
た
が
る
者
は
、（
五
臓
の
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木
の
）
肝
気
が
不
足
し
て
い
る
。
人
の
髪
が
ぱ
さ
つ
く
者
は
肝
に
損
傷
を
受
け
て

い
る
。
手
足
に
よ
く
汗
を
か
く
者
は
、
肝
に
は
病
が
な
い
。（
五
臓
の
金
の
）
肺
の

邪
気
が
（
五
臓
の
木
の
）
肝
に
入
る
と
、（
金
剋
木
、
五
液
の
木
は
涙
で
）
哭
泣
す

る
こ
と
が
多
い
。
肝
の
病
を
治
す
に
は
、
嘘xū

と
発
声
し
て
体
内
の
（
古
い
）
気

を
外
に
出
し
、
息
を
（
深
く
）
吸
い
こ
ん
で
（
新
し
い
）
気
を
補
う
。
そ
の
気
は

（
五
徳
の
木
の
）
仁
で
あ
る
。
よ
く
慈
し
み
や
哀
れ
み
の
情
を
め
ぐ
ら
す
。
ゆ
え
に

悲
し
い
こ
と
を
聞
く
と
、（
五
液
の
木
の
）
涙
が
出
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
春
の
三
か
月
は
木
気
が
旺
盛
と
な
り
、
天
地
は
（
生
成
の
）
気
を
生

じ
る
。
そ
の
精
神
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
望
む
者
は
、
そ
の
い
つ
く
し
み
を
動
物
た

ち
に
も
及
ぼ
し
、
そ
の
め
ぐ
み
を
生
き
も
の
た
ち
を
も
潤
す
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。
川
や
沢
の
水
を
干
あ
が
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
池
の
土
手
や
堤
に
水
を
流
し

て
は
な
ら
な
い
。
生
き
も
の
の
萌
芽
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。
い
の
ち
を
大
切

に
し
て
、
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
太
清
に
合
し
て
、
天
地
の
生
育
の
気

に
合
す
る
の
で
あ
る
。
夜
に
な
れ
ば
寝
て
朝
は
早
く
起
き
て
、
自
然
の
道
に
合
す

る
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
に
逆
ら
う
な
ら
ば
、
毛
や
骨
が
丈
夫
に
な
ら
な
い
。（
そ

う
す
る
と
）
金
と
木
が
相
い
剋
し
、
も
ろ
も
ろ
の
病
気
が
生
じ
る
。

　（
原
文
）
肝
之
外
應
東
岳
、上
通
歳
星
之
精
。
春
三
月
常
存
歳
星
。
青
氣
入
于
肝
。

故
肝
虛
者
筋
急
也
。
皮
枯
者
肝
熱
也
。
肌
肉
斑
點
者
肝
風
也
。
人
之
色
青
者
肝
盛

也
。
人
好
食
酸
味
者
肝
不
足
也
。
人
之
髪
枯
者
肝
傷
也
。
人
之
手
足
多
汗
者
肝
方

無
病
。
肺
邪
入
肝
則
多
哭
。
治
肝
病
、
當
用
嘘
爲
瀉
、
吸
爲
補
。
其
氣
仁
。
好
行

仁
惠
、
傷
憫
之
情
。
故
聞
悲
、
則
涙
出
也
。

　

故
春
三
月
木
旺
、
天
地
氣
生
。
欲
安
其
神
者
、
當
澤
及
群
芻
、
恩
霑
庶
類
。
無

竭
川
澤
。
毋
灑
陂
塘
。
毋
傷
萌
芽
。
好
生
勿
殺
。
以
合
太
淸
、以
合
天
地
生
育
之
氣
。

夜
臥
早
起
、
以
合
乎
道
。
若
逆
之
、
則
毛
骨
不
榮
。
金
木
相
剋
而
諸
病
生
矣
。

　（
訓
読
）
肝
は
、
外
は
東
岳
に
應
じ
、
上
は
歳
星
の
精
に
通
ず
。
春
の
三さ

ん

月げ
つ

は

常
に
歳
星
に
存
す
。
青
氣
は
肝
に
入い

る
。
故
に
肝
の
虛
な
る
者
は
筋
に
急
あ
り
。

皮ひ

の
枯
る
る
者
は
肝
に
熱
あ
り
。
肌き

肉に
く

に
斑は

ん

點て
ん

あ
る
者
は
肝
に
風
あ
り
。
人
の
色

青
き
者
は
肝
盛
ん
な
り
。
人
の
好
ん
で
酸
味
を
食
す
る
者
は
肝
足
ら
ず
。
人
の
髪

枯
る
る
者
は
肝
に
傷し

よ
う
あ
り
。
人
の
手
足
多
汗
な
る
者
は
肝
方ま

さ

に
病
無
し
。
肺
の
邪　

肝
に
入
ら
ば
則
ち
哭
す
る
こ
と
多
し
。
肝
の
病
を
治
す
に
は
、
當ま

さ

に
嘘き

よ

を
用も

て
瀉し

や

を
爲
し
、
吸き

ゆ
う
も
て
補
を
爲
す
べ
し
。
其
の
氣
は
仁
な
り
。
好よ

く
仁じ

ん

惠け
い

、
傷

し
よ
う

憫び
ん

の
情

じ
よ
う

を
行め

ぐ

ら
す
。
故ゆ

え

に
悲
し
き
を
聞
か
ば
、
則
ち
涙
出
づ
る
な
り
。

　

故
に
春
の
三
月
は
木
旺さ

か

ん
に
し
て
、
天
地
の
氣　

生
ず
。
其そ

の
神
を
安や

す

ん
ぜ
ん

と
欲
す
る
者
は
、
當ま

さ

に
澤た

く

は
群ぐ

ん

芻す
う

に
及
ぼ
し
、
恩お

ん

は
庶し

よ

類る
い

を
霑う

る
お
す
べ
し
。
川せ

ん

澤た
く

を

竭つ

く
す
無な

か
れ
。
陂は

塘と
う

に
灑そ

そ

ぐ
毋な

か

れ
。
萌ほ

う

芽が

を
傷や

ぶ

る
毋
れ
。
生
を
好
み
て
殺
す
勿な

か

れ
。

以も
つ

て
太た

い

淸せ
い

に
合
し
、
以
て
天
地
生
育
の
氣
に
合
す
。
夜
は
臥ふ

し
早
く
起
き
、
以
て

道
に
合
す
。
若も

し
之こ

れ
に
逆さ

か

ら
わ
ば
、
則
ち
毛も

う

骨こ
つ

榮さ
か

え
ず
。
金
木
相
剋
し
て
諸
病

生
ず
。

　（
注
記
）
東
岳

：

五
岳
の
木
は
東
岳
。
五
岳
は
木
の
東
岳
（
泰
山
）、
火
の
南
岳

（
衡
山
）、
土
の
中
岳
（
嵩す

う

山
）、
金
の
西
岳
（
華
山
）、
水
の
北
岳
（
恒
山
）。
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歳
星

：

五
星
の
木
は
歳
星
（
木
星
）。
五
星
の
火
は
熒
惑
星
（
火
星
）、
土
は
鎮
星

（
土
星
）、
金
は
太
白
星
（
金
星
）、
水
は
辰
星
（
水
星
）。

肝
虛
者

：

虚
は
空
虚
、
う
つ
ろ
な
意
。
肝
虚
は
肝
の
気
血
の
不
足
の
総
称
。
臨
床

的
に
は
視
力
障
害
、
聴
力
減
退
な
ど
を
あ
ら
わ
す
。

嘘

：xū

と
発
声
す
る
。
六
字
訣
の
一
つ
。
春
に
配
当
さ
れ
る
気
功
法
。
陶
弘
景
の

『
養
性
延
命
録
』
服
氣
療
病
篇
に
は
、「
吐
氣
六
者
、
謂
吹
、
呼
、
唏
、
呵
、
噓
、
呬
、

皆
出
氣
也
。
凡
人
之
息
、一
呼
一
吸
、元
有
此
數
。
欲
為
長
息
吐
氣
之
法
、時
寒
可
吹
、

溫
可
呼
、委
曲
治
病
、吹
以
去
熱
、呼
以
去
風
、唏
以
去
煩
、呵
以
下
氣
、噓
以
散
滯
、

呬
以
解
極
」
と
あ
る
。

太
淸

：

天
道
。
自
然
の
法
則
。

金
木
相
剋

：

五
行
学
説
に
よ
れ
ば
、
金
と
木
は
相
剋
関
係
に
あ
り
、
通
常
は
金
が

木
を
剋
す
る
（
金
剋
木
）。
相
剋
関
係
の
全
体
は
木
剋
土
、
火
剋
金
、
土
剋
水
、
金

剋
木
、
水
剋
火
で
あ
り
、
相
生
関
係
は
木
生
火
、
火
生
土
、
土
生
金
、
金
生
水
、

水
生
木
で
あ
る
。

相
肝
臓
病
法
（
肝
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）

　（
通
釈
）（
五
臓
の
木
の
）
肝
に
熱
が
あ
れ
ば
左
の
頬
が
赤
い
。
肝
に
病
が
あ
る

と
視
力
が
奪
わ
れ
て
肋
骨
の
下
に
痛
み
が
あ
る
。
腹
の
上
部
を
ひ
き
つ
ら
せ
、
喜

怒
の
感
情
の
起
伏
が
大
き
く
な
る
。
肝
が
虚
で
あ
る
と
恐
れ
の
感
情
を
お
こ
し
、

あ
た
か
も
誰
か
に
捕
ま
え
ら
れ
そ
う
な
（
恐
怖
感
に
）
お
そ
わ
れ
る
。（
肝
が
）
実

で
あ
れ
ば
怒
り
や
す
く
な
り
、（
肝
が
）
虚
で
あ
れ
ば
、
ま
た
体
が
冷
え
て
寒
く
な

る
。
寒
く
な
る
の
は
陰
気
が
さ
か
ん
で
あ
る
か
ら
で
、
夢
に
山
林
の
景
色
を
み
る

こ
と
が
あ
る
。
肝
気
が
逆
上
す
れ
ば
頭
痛
が
し
、
耳
は
き
こ
え
な
く
な
り
、
頬
に

浮
腫
が
で
き
る
。
肝
の
病
を
消
散
さ
せ
よ
う
す
る
な
ら
ば
、す
ぐ
に（
五
味
の
金
の
）

辛
味
（
か
ら
味
）
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
発
散
さ
せ
る
（
金
剋
木
）。（
さ
ら
に
五

味
の
木
の
）
酸
味
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
（
滋
養
を
）
補
う
。（
肝
の
病
は
）
風
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
肝
は
（
五
気
の
木
の
）
風
を
嫌
う
か
ら
で
あ
る
。
肝

の
病
は
へ
そ
の
左
に
動
く
気
が
あ
る
。
し
こ
り
が
あ
る
箇
所
を
お
さ
え
る
と
、
四

肢
に
痛
み
が
広
が
っ
て
い
く
感
じ
が
す
る
。
頻
尿
に
な
り
、
大
小
便
の
排
泄
が
困

難
に
な
り
、
よ
く
（
五
体
の
木
の
）
筋
が
ひ
き
つ
る
よ
う
に
な
る
。
肝
に
病
が
あ

る
と
よ
く
昏
々
と
眠
る
よ
う
に
な
り
、（
五
官
の
木
の
）
目
に
膜
を
は
っ
た
よ
う
に

な
り
、
も
の
を
み
て
も
は
っ
き
り
み
え
な
い
。
蠅
が
上
下
に
飛
ぶ
よ
う
に
み
え
る
。

眼
球
の
肉
状
突
起
が
黒
い
瞳
を
白
く
お
お
う
。
あ
る
い
は
光
の
輪
が
み
え
た
り
し
、

涙
が
流
れ
出
る
。
目
の
両
方
の
角
が
赤
く
て
痒
み
が
あ
る
な
ら
ば
、
升
麻
疏
散
の

薬
剤
を
服
用
す
べ
き
で
あ
る
。

　（
原
文
）
肝
熱
者
左
頬
赤
。
肝
病
者
目
奪
而
脅
下
痛
、
引
小
腹
令
人
喜
怒
。
肝

虛
則
恐
、
如
人
將
捕
之
。
實
則
怒
、
虛
則
寒
。
寒
則
陰
氣
壯
、
夢
見
山
林
。
肝
氣

逆
則
頭
痛
、
耳
聾
、
頬
腫
。
肝
病
欲
散
、
急
食
辛
以
散
。
用
酸
以
補
之
。
當
避
風
。

肝
惡
風
也
。
肝
病
臍
左
有
動
氣
。
按
之
牢
若
痛
支
滿
。
淋
溲
、大
小
便
難
、好
轉
筋
。
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肝
有
病
則
昏
昏
好
睡
、眼
生
膜
、視
物
不
明
。
飛
蠅
上
下
、努
肉
攀
睛
、或
生
暈
映
涙
。

兩
角
赤
痒
、
當
服
升
麻
疏
散
之
劑
。

　（
訓
読
）
肝
に
熱
あ
る
者
は
左
の
頬
赤
し
。
肝
に
病
あ
る
者
は
目
奪
わ
れ
て
脅

き
よ
う

下か

痛
く
、
小

し
よ
う

腹ふ
く

を
引
き
て
人
を
し
て
喜き

怒ど

せ
し
む
。
肝
は
虛き

よ

な
れ
ば
則
ち
恐
る
る
こ

と
、
人
の
將ま

さ

に
之こ

れ
を
捕と

ら

え
ん
と
す
る
が
如
し
。
實
な
れ
ば
則
ち
怒
り
、
虛
な
れ

ば
則
ち
寒
し
。
寒
な
れ
ば
則
ち
陰
氣
壯さ

か

ん
に
し
て
、
夢
に
山
林
を
見
る
。
肝
氣
逆さ

か

ら
え
ば
則
ち
頭
は
痛
み
、
耳
は
聾ろ

う

し
、
頬ほ

お

は
腫ば

る
。
肝
の
病
は
散
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、

急
い
で
辛し

ん

を
食く

ら
い
て
以
て
散
ぜ
し
む
。
酸
を
用
い
て
以
て
之
れ
を
補
う
。
當
に

風
を
避
く
べ
し
。
肝
は
風
を
惡に

く

め
ば
な
り
。
肝
の
病
は
臍へ

そ

の
左
に
動
氣
有
り
。
之こ

れ
が
牢ろ

う

を
按あ

ん

ず
れ
ば
痛い

た

み
支し

に
滿み

つ
る
が
若ご

と

し
。
淋り

ん

溲そ
う

に
し
て
、
大
小
便
難か

た

し
。

好
く
筋す

じ

を
轉て

ん

ず
。
肝
に
病
あ
ら
ば
則
ち
昏こ

ん

昏こ
ん

と
し
て
好
く
睡ね

む

る
。
眼
に
膜
を
生
じ
、

物
を
視
る
も
明
ら
か
な
ら
ず
。
蠅は

え

の
上
下
に
飛
ぶ
が
ご
と
く
、
努ど

肉に
く　

睛せ
い

に
攀と

り
つ

き
、

或あ
る

い
は
暈う

ん

映え
い

を
生
じ
て
涙な

み
だ
す
。
兩

り
よ
う

角か
く

に
赤せ

き

痒よ
う

あ
ら
ば
、
當ま

さ

に
升

し
よ
う

麻ま

疏そ

散さ
ん

の
劑
を
服

す
べ
し
。

　（
注
記
）
肝
病
欲
散
、
急
食
辛
以
散

：五
行
学
説
に
も
と
づ
く
。
肝
は
五
臓
の
木
。

辛
は
五
味
の
金
。
相
剋
関
係
で
は
金
剋
木
と
な
る
の
で
、
五
味
の
金
に
あ
た
る
辛

味
の
も
の
を
食
べ
て
、
五
臓
の
木
で
あ
る
肝
の
病
を
お
さ
え
る
（
金
剋
木
）
と
し

て
い
る
。

飛
蠅
上
下

：

現
代
医
学
（
眼
科
）
で
も
視
界
の
な
か
に
虫
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
に

み
え
る
病
状
を
「
飛
蚊
症
」
と
称
し
、
そ
の
多
く
が
加
齢
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
す

生
理
現
象
と
さ
れ
て
い
る
。

胬
肉
（
努
肉
）：

眼
球
に
で
き
る
肉
状
突
起
の
こ
と
。

攀
睛

：
黒
瞳
を
お
お
っ
た
状
態
の
こ
と
。

升
麻

：

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
。
発
汗
と
解
熱
、
解
毒
作
用
が
あ
る
。『
神
農

本
草
經
』
草
部
上
品
に
は
「
味
甘
平
。
主
解
百
毒
、
殺
百
精
、
老
物
、
殃
鬼
、
闢

溫
疫
、
瘴
邪
、
蠱
毒
。
久
服
不
夭
、
輕
身
長
年
。
一
名
周
升
麻
。
生
山
谷
」
と
あ
る
。

夏
季
攝
生
消
息
（
夏
季
の
養
生
の
指
針
）

　（
通
釈
）
夏
の
三
か
月
（
太
陰
太
陽
暦
の
四
～
六
月
）
は
（
五
行
の
）
火
に
属
す

る
。（
五
臓
の
火
の
）
心
の
気
を
長
く
養
う
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。（
夏
は
）
火
が

旺
盛
と
な
り
、（
五
味
で
は
火
の
）
苦
味
（
に
が
味
）
に
属
す
る
。
火
は
能
く
金
を

剋
す
（
火
剋
金
）。（
五
臓
で
は
）
金
は
肺
に
属
し
、肺
は
（
五
味
の
金
の
）
辛
味
（
か

ら
味
）
を
つ
か
さ
ど
る
。
夏
の
時
期
は
、
飲
食
の
味
は
（
五
味
の
火
の
）
苦
味
を

控
え
め
に
し
、（
五
味
の
金
の
）
辛
味
を
増
や
し
、
そ
れ
で
（
五
臓
の
金
の
）
肺
と

（
五
臓
の
火
の
）
心
の
気
（
の
両
方
）
を
養
う
の
が
よ
い(

火
と
金
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る)

。
呵kē

と
発
声
し
て
滞
っ
て
い
る
も
の
を
通
し
、嘘xū

と
発
声
し
て
肺（
土
）

と
心
（
火
）
の
働
き
を
順
調
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

三
伏
の
暑
い
盛
り
の
期
間
、
腹
の
な
か
を
常
に
冷
た
く
し
て
い
る
と
、
と
き
に

下
痢
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
陰
気
が
外
に
漏
れ
る
の
を
お
そ
れ
戒
め
る
。
だ
か
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ら
針
灸
を
す
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
た
だ
汗
を
か
く
の
は
よ
い
。
夏
至
の
後
の

夜
半
よ
り
一
陰
が
生
じ
る
。（
こ
の
頃
に
は
）
熱
い
も
の
を
服
用
し
て
、
あ
わ
せ
て

（
五
臓
の
水
の
）
腎
を
補
う
湯
薬
を
服
用
す
る
の
が
よ
い
。
夏
季
は
（
五
臓
の
火
の
）

心
が
旺
盛
に
な
り
、（
五
臓
の
水
の
）
腎
が
衰
弱
す
る
。
は
な
は
だ
熱
い
頃
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
、
冷
た
い
麺
の
類
、
か
き
氷
、
甘
蜜
の
か
き
氷
、
緑
豆
な
ど
の
冷
た

い
食
べ
も
の
、
冷
た
い
粥
な
ど
を
食
べ
る
の
は
よ
く
な
い
。（
暑
気
の
な
か
に
）
満

腹
の
状
態
で
冷
寒
の
気
を
受
け
る
と
、
必
ず
急
な
下
痢
な
ど
を
ひ
き
お
こ
す
。
う

り
や
茄
子
の
た
ぐ
い
を
生
の
ま
ま
で
食
べ
て
は
い
け
な
い
。（
冷
た
い
も
の
を
食
べ

て
）
も
と
も
と
腹
の
な
か
に
陰
気
を
受
け
て
い
て
、
さ
ら
に
（
こ
の
よ
う
な
消
化

の
悪
い
）固
い
も
の
を
食
べ
る
と
、多
く
は
腹
部
の
し
こ
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。

も
し
冷
え
性
で
激
し
い
咳
を
す
る
人
は
、
切
に
こ
れ
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
原
文
）
夏
三
月
屬
火
。
主
于
長
養
心
氣
。
火
旺
、
味
屬
苦
。
火
能
剋
金
。
金
屬

肺
、
肺
主
辛
。
當
夏
、
飲
食
之
味
宜
減
苦
、
增
辛
、
以
養
肺
、
心
氣
。
當
呵
以
疏
之
、

嘘
以
順
之
。

　

三
伏
内
、
腹
中
常
冷
、
時
忌
下
利
、
恐
泄
陰
氣
。
故
不
宜
針
灸
。
惟
宜
發
汗
。

夏
至
後
、
夜
半
一
陰
生
。
宜
服
熱
物
、
兼
服
補
腎
湯
藥
。
夏
季
心
旺
、
腎
衰
。
雖

大
熱
、
不
宜
吃
冷
淘
、
冰
雪
、
蜜
冰
、
凉
粉
、
冷
粥
。
飽
腹
受
寒
、
必
起
霍
亂
。

莫
食
瓜
茄
生
菜
。
原
腹
中
方
受
陰
氣
、
食
此
凝
滞
之
物
、
多
爲
癥
塊
。
若
患
冷
氣

痰
火
之
人
、
切
宜
忌
之
。

　（
訓
読
）
夏
の
三
か
月
は
火
に
屬
す
。
長
く
心
の
氣
を
養
う
を
主

つ
か
さ
どる

。
火
は
旺さ

か

ん

に
し
て
、
味
は
苦く

に
屬
す
。
火
は
能
く
金
を
剋こ

く

す
。
金
は
肺
に
屬
し
、
肺
は
辛し

ん

を

主
る
。
夏
に
當あ

た

り
て
は
、
飲
食
の
味
は
宜よ

ろ

し
く
苦
を
減へ

ら

し
て
辛
を
增
し
、
以も

つ

て
肺
、

心し
ん

の
氣
を
養
う
べ
し
。
當ま

さ

に
呵か

し
て
以
て
之
れ
を
疏と

お

し
、
嘘き

よ

し
て
以
て
之
れ
を
順

し
た
が

わ
し
む
べ
し
。

　

三さ
ん

伏ふ
く

の
内
、
腹ふ

く

中ち
ゆ
う

常
に
冷ひ

や

さ
ば
、
時
に
下げ

利り

す
る
を
忌い

み
、
陰
氣
を
泄も

ら

す
を
恐

る
。
故
に
宜
し
く
針
灸
す
べ
か
ら
ず
。
惟た

だ
宜
し
く
汗
を
發は

つ

す
べ
し
。
夏
至
の
後
、

夜
半
に
一
陰
生
ず
。
宜
し
く
熱
き
物
を
服
し
、
兼あ

わ

せ
て
補ほ

腎じ
ん

の
湯と

う

藥や
く

を
服
す
べ
し
。

夏
季
は
心し

ん

旺さ
か

ん
に
し
て
、
腎じ

ん

は
衰お

と
ろ
う
。
大
い
に
熱
し
と
雖い

え
ど
も
、
宜
し
く
冷れ

い

淘と
う

、
冰

ひ
よ
う

雪せ
つ

、
蜜み

つ

冰ひ
よ
う、
凉

り
よ
う

粉ふ
ん

、
冷れ

い

粥し
ゆ
くを
吃く

ら
う
べ
か
ら
ず
。
飽ほ

う

腹ふ
く

に
し
て
寒か

ん

を
受
く
れ
ば
、

必
ず
霍か

く

亂ら
ん

を
起お

こ
す
。
瓜か

茄か

の
生せ

い

菜さ
い

を
食く

ら
う
莫な

か
れ
。
原も

と

も
と
腹ふ

く

中ち
ゆ
うに
方ま

さ

に
陰

氣
を
受
け
、
此こ

の
凝

ぎ
よ
う

滞た
い

の
物
を
食
ら
わ
ば
、
多
く
癥

ち
よ
う

塊か
い

を
爲つ

く

る
。
冷れ

い

氣き

と
痰た

ん

火か

を

患
う
人
の
若ご

と

き
は
、
切せ

つ

に
宜
し
く
之
れ
を
忌い

む
べ
し
。

　（
注
記
）
當
夏
、
飲
食
之
味
宜
減
苦
、
增
辛
、
以
養
肺
、
心
氣

：

五
行
学
説
に
お

け
る
相
剋
関
係
で
は
火
剋
金
、
火
が
金
を
剋
す
る
。
夏
は
火
気
が
旺
盛
と
な
る
と

火
が
金
を
剋
す
る
。
し
た
が
っ
て
（
五
味
の
火
の
）
苦
味
を
減
ら
し
て
、
火
に
剋

さ
れ
る
（
五
味
の
金
の
）
辛
味
を
増
や
す
、
そ
れ
に
よ
っ
て
金
の
肺
、
火
の
心
の

気
を
と
も
に
養
う
と
す
る
。

呵

：

呵kē

と
発
声
す
る
。
六
字
訣
の
一
つ
。
夏
に
配
当
さ
れ
る
。

疏

：

滞
っ
た
も
の
を
通
す
こ
と
、
疏
通
。（「
疏
泄
」
は
発
散
、
気
血
の
流
れ
を
円

滑
に
す
る
働
き
を
い
う
）。
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嘘

：

口
を
す
ぼ
め
て
息
を
長
く
吐
き
だ
す
こ
と
（
春
季
の
項
に
も
記
載
有
り
）。

三
伏

：

暑
い
盛
り
の
頃
。

夏
至
後
夜
半
一
陰
生

：

夏
至
は
陽
気
が
極
ま
る
、
そ
の
夜
半
に
一
陰
が
生
じ
る
と

し
て
い
る
。

冷
淘

：

冷
麺
の
た
ぐ
い
。

冰
雪

：

氷
雪
、
か
き
氷
の
た
ぐ
い
。

涼
粉

：

緑
豆
な
ど
で
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
て
ん
状
の
も
の
。
そ
の
上
に
酢
や
し
ょ
う

ゆ
な
ど
を
ま
ぶ
し
て
食
べ
る
。

霍
亂

：

暑
気
に
あ
た
り
急
に
下
痢
し
た
り
す
る
こ
と
。

癥
塊

：

主
に
腹
部
の
腫
瘤
。
し
こ
り
の
こ
と
。

　（
通
釈
）
老
人
は
も
っ
と
も
（
冷
気
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
）
慎
重
に
（
身
体
を
）

保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
日
常
は
、
軒
の
下
、
渡
り
廊
下
、
通
り
に
面
し
た
座
敷
、

破
れ
窓
、
そ
の
よ
う
な
場
所
で
は
い
ず
れ
も
納
凉
を
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
ら

の
場
所
は
涼
し
い
け
れ
ど
も
、
賊
風
が
も
っ
と
も
激
し
く
人
に
当
た
る
場
所
だ
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、
が
ら
ん
と
し
た
大
堂
、
清
浄
な
部
屋
、
水
の
ほ
と
り
の
亭
、

木
の
蔭
な
ど
、
清
潔
で
（
雑
然
と
し
た
）
も
の
の
な
い
と
こ
ろ
が
よ
い
。
す
る
と

自
然
に
清
凉
に
な
る
。
さ
ら
に
息
を
調
え
、
心
を
清
ら
か
に
に
す
る
の
が
よ
い
。

常
に
心
に
氷
雪
が
あ
る
か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
と
、
炎
熱
も
我
が
心
の
な
か
で

は
少
し
は
や
わ
ら
ぐ
。
暑
い
暑
い
と
思
っ
て
、
さ
ら
に
暑
さ
を
募
ら
せ
て
は
い
け

な
い
。

　（
原
文
）
老
人
尤
當
愼
護
。
平
居
、
簷
下
、
過
廊
、
衖
堂
、
破
窗
、
皆
不
可
納
凉
。

此
等
所
在
雖
凉
、
賊
風
中
人
最
暴
。
惟
宜
、
虚
堂
、
淨
室
、
水
亭
、
木
陰
、
潔
淨

空
廠
之
處
。
自
然
清
凉
。
更
宜
調
息
淨
心
。
常
如
冰
雪
在
心
、炎
熱
亦
于
吾
心
少
減
。

不
可
以
熱
爲
熱
、
更
生
熱
矣
。

　（
訓
読
）
老
人
は
尤も

つ
と

も
當ま

さ

に
愼つ

つ
し

み
護ま

も

る
べ
し
。
平へ

い

居き
よ

は
、
簷え

ん

下か

、
過か

廊ろ
う

、
衖こ

う

堂ど
う

、

破は

窗そ
う

に
て
、
皆
納
凉
す
べ
か
ら
ず
。
此こ

れ
等ら

の
所し

よ

在ざ
い

は
涼す

ず

し
と
雖い

え
ど
も
、
賊
風　

人

に
中あ

た

る
こ
と
最
も
暴は

げ

し
。
惟た

だ
宜
し
き
は
、
虚き

よ

堂ど
う

、
淨

じ
よ
う

室し
つ

、
水す

い

亭て
い

、
木ぼ

く

陰い
ん

な
ど
、

潔け
つ

淨じ
よ
う

空く
う

廠し
よ
うの
處
な
り
。
自
然
に
清
凉
な
り
。
更
に
宜
し
く
息
を
調と

と
の
え
心
を
淨き

よ

ら
か

に
す
べ
し
。
常
に
冰
雪
の
心
に
在
る
が
如
く
す
れ
ば
、
炎
熱
亦ま

た
吾わ

が
心
に
于お

い

て
少
し
く
減
ず
。
熱あ

つ

き
を
以
て
熱
し
と
爲な

し
、
更さ

ら

に
熱
さ
を
生
ぜ
し
む
べ
か
ら
ず
。

　（
通
釈
）
毎
日
、温
補
や
平
順
の
丸
薬
、散
薬
を
服
用
す
べ
き
で
あ
る
。（
夏
で
も
）

温
か
い
も
の
を
飲
食
し
て
、
過
度
に
飽
食
し
て
は
い
け
な
い
。
い
つ
も
こ
の
方
法

を
ま
も
り
進
め
て
い
く
の
が
よ
ろ
し
い
。
桂
の
枝
皮
な
ど
を
用
い
た
湯
薬
や
豆
蔻

を
お
湯
で
煮
だ
し
た
も
の
も
よ
い
。

　

太
り
す
ぎ
に
は
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
星
や
月
が
見
え
る
露
天
で
寝
て

は
い
け
な
い
。
う
っ
か
り
眠
り
に
お
ち
い
る
す
き
に
乗
じ
、
風
に
ふ
か
れ
て
涼
を

と
る
と
、一
時
的
に
は
心
地
よ
い
け
れ
ど
も
、風
が
皮
膜
に
入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
て
、

そ
の
患
い
は
も
っ
と
も
深
い
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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涼
し
さ
ば
か
り
求
め
て
、
あ
わ
せ
て
汗
を
か
き
続
け
、
体
を
風
に
あ
て
て
寝
て

い
る
と
、
風
痺
の
病
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
手
足
が
麻
痺
し
て
思
う
ま
ま
に
な
ら

ず
、
言
葉
は
も
つ
れ
、
手
足
が
中
風
に
か
か
り
麻
痺
す
る
よ
う
に
な
る
。
誰
も
が

こ
の
よ
う
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
す
ぐ
に
発
症
す
る
者
も
い
れ
ば
、
す
ぐ
に

は
発
症
し
な
い
者
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
説
く
の
は
ど
う
し
て
か
。
そ
れ
は
年
齢

が
ま
さ
に
壮
年
に
さ
し
か
か
り
、
月
の
満
ち
る
時
に
め
ぐ
り
合
い
、
時
の
温
和
の

気
を
得
れ
ば
、
幸
い
に
し
て
免
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
の
ち
の
ち
に
は
発
症
す
る
。

も
し
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
体
力
が
衰
え
て
い
き
、
月
が
（
満
ち
て
の
ち
に
）
か
け

る
時
に
遭
い
、
時
の
温
和
の
気
を
失
う
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
症
状
が
き
ま
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

頭
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
陽
気
の
総
も
と
締
め
で
あ
り
、
も
っ
と
も
風
を
あ
て
て
は

い
け
な
い
部
分
で
あ
る
。
寝
る
場
所
は
密
閉
し
て
、
小
さ
な
す
き
間
や
小
さ
な
穴

も
ふ
さ
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
脳
戸
を
傷
つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。

夏
の
三
か
月
間
（
太
陰
太
陽
暦
の
四
～
六
月
）
は
、
毎
日
、
頭
髪
を
百
回
二
百
回

と
す
き
続
け
る
の
が
よ
い
が
、
く
し
を
頭
皮
に
つ
け
て
は
い
け
な
い
。
風
の
な
い

と
こ
ろ
で
す
き
、
自
然
に
ま
か
せ
て
風
（
風
邪
）
を
去
ら
せ
、
目
を
は
っ
き
り
と

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
原
文
）
每
日
宜
進
温
補
、
平
順
丸
散
。
飮
食
温
暖
、
不
令
大
飽
。
常
常
進
之
。

宜
桂
湯
豆
蔻
熟
水
。

　

其
于
肥
膩
當
戒
。
不
得
于
星
月
下
露
臥
。
乗
便
睡
著
、
使
人
扇
風
取
凉
、
一
時

雖
快
、
風
入
腠
裏
、
其
患
最
深
。
貧
凉
兼
汗
、
身
當
風
而
臥
、
多
風
痺
。
手
足
不

仁
、
語
言
蹇
澀
、
四
肢
癱
瘓
。
雖
不
人
人
如
此
、
亦
有
當
時
中
者
、
亦
有
不
便
中

者
。
其
説
何
也
。
逢
年
歳
方
壯
、
遇
月
之
滿
。
得
時
之
和
、
卽
幸
而
免
、
至
後
還
發
。

若
或
年
力
衰
邁
、
值
月
之
空
、
失
時
之
和
、
無
不
中
者
。

　

頭
爲
諸
陽
之
總
、尤
不
可
風
。
臥
處
宜
密
防
小
隙
、微
孔
、以
傷
其
腦
戸
。
夏
三
月
、

毎
日
梳
頭
一
二
百
下
、
不
得
梳
著
頭
皮
。
當
在
無
風
處
梳
之
、
自
然
去
風
明
目
矣
。

　（
訓
読
）
每
日
宜よ

ろ
しく
温お

ん

補ほ

、
平へ

い

順じ
ゆ
んの
丸が

ん

散さ
ん

を
進
む
べ
し
。
温
暖
な
る
を
飮
食
し
、

大お
お

い
に
飽あ

か
し
め
ず
。
常つ

ね

常づ
ね

之こ

れ
を
進
む
。
宜よ

ろ
し
き
は
桂け

い

湯と
う

、
豆と

う

蔻こ
う

の
熟
水
な
り
。

　

其
れ
肥ひ

膩に

に
お
い
て
は
當ま

さ

に
戒い

ま
し
む
べ
し
。
星せ

い

月げ
つ

の
下し

た

に
露ろ

臥が

す
る
を
得
ず
。
便

す
な
わ

ち
睡す

い

著ち
や
くす
る
に
乗じ

よ
う
じ
て
、
人
を
し
て
風
を
扇あ

お

ぎ
涼り

よ
う
を
取
ら
し
め
ば
、
一い

つ

時じ

は
快か

い

な

り
と
雖い

え
ど
も
、風か

ぜ　

腠そ
う

裏り

に
入い

り
、其そ

の
患わ

ず
ら
い
は
最
も
深
し
。
凉
を
貪む

さ
ぼ
り
兼か

ね
て
汗あ

せ

し
、

身
は
風
に
當
た
り
て
臥
さ
ば
、
風ふ

う

痺ひ

多
し
。
手
足
は
不ふ

仁じ
ん

に
し
、
語
言
は
蹇け

ん

澀じ
ゆ
うし

、

四し

肢し

は
癱た

ん

瘓か
ん

す
。
人に

ん

人に
ん

此か

く
の
如ご

と

く
な
ら
ざ
る
と
雖い

え
ど
も
、
亦ま

た
時
に
當あ

た

り
て
中あ

た

る

者
有
り
、
亦
た
便
ち
中あ

た

ら
ざ
る
者
有
り
。
其そ

の
説
は
何
ぞ
や
。
年ね

ん

歳さ
い

方ま
さ

に
壯さ

か

ん
な

る
に
逢
い
、月
の
滿み

つ
る
に
遇あ

う
。
時
の
和
を
得え

ば
、卽す

な
わ
ち
幸
い
に
し
て
免
る
る
も
、

後の
ち

に
至
り
て
還ま

た
發は

つ

す
。
若も

し
或あ

る

い
は
年
ご
と
に
力
衰
え
邁ゆ

か
ば
、
月
の
空む

な

し
き

に
值あ

い
、
時
の
和
を
失
わ
ば
、
中あ

た

ら
ざ
る
者
無
し
。

　

頭こ
う
べ

は
諸も

ろ

も
ろ
の
陽
の
總そ

う

為た

り
て
、
尤も

つ
と

も
風
に
あ
つ
べ
か
ら
ず
。
臥が

す
る
處と

こ
ろ

は
宜よ

ろ

し
く
密み

つ

に
し
て
小

し
よ
う

隙げ
き

、
微び

孔こ
う

を
も
防
ぐ
べ
し
。
以も

つ

て
其
の
腦の

う

戸こ

を
傷や

ぶ

れ
ば
な
り
。

夏
の
三
か
月
は
、
毎
日
頭こ

う
べを

梳す

く
こ
と
一
二
百
下
、
頭
皮
を
梳す

き
著つ

く

る
を
得
ず
。
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當ま
さ

に
風
無
き
處
に
在
り
て
之
れ
を
梳す

き
、
自
然
と
風
を
去
ら
せ
目
を
明
ら
か
に
せ

し
む
べ
し
。

　（
注
記
）
温
補

：

虚
寒
な
ど
の
証
に
対
し
て
身
体
を
温
め
て
陽
気
を
補
う
方
法
。

身
体
が
弱
り
、
代
謝
が
低
下
し
た
と
き
な
ど
、
温
性
（
身
体
を
温
め
る
）
の
食
材

や
薬
を
用
い
、外
部
環
境
に
留
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、人
体
の
陽
気
を
補
う
方
法
。

た
と
え
ば
、「
温
補
脾
腎
」
は
脾
腎
陽
虚
証
を
適
用
さ
れ
る
方
法
。

平
順

：

体
内
の
気
を
平
ら
か
に
滞
り
な
く
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
。

桂
湯

：

桂
湯
は
桂
枝
や
肉
桂
（
樹
木
の
皮
）
を
用
い
た
湯
薬
。『
神
農
本
草
経
』
木

部
上
品
、
菌
桂
に
は
「
味
辛
温
、
主
百
病
養
精
神
、
和
顔
色
、
為
諸
薬
先
聘
通
使
」、

牡
桂
に
は
「
味
辛
温
、
主
上
気
咳
逆
、
結
気
喉
痺
吐
吸
、
利
関
節
、
補
中
益
気
」、

と
あ
る
。

豆
蔻

：

シ
ョ
ウ
ガ
科
の
草
本
類
。
明
の
『
本
草
綱
目
』
草
之
三
に
は
「
時
珍
曰
、

豆
蔻
治
病
、取
其
辛
熱
浮
散
。
能
入
太
陰
陽
明
、除
寒
燥
濕
」
と
し
、「
草
豆
蔻
」「
白

豆
蔻
」
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。
白
豆
蔻
は
シ
ョ
ウ
ガ
科
、
カ
ル
ダ
モ
ン
の
こ
と
。

風
痺

：

風
痺
は
行
痺
と
も
い
う
。
風
寒
湿
の
邪
が
引
き
起
こ
す
痺
証
の
ひ
と
つ
で

あ
る
が
、
主
に
風
邪
が
要
因
と
な
る
の
が
風
痺
で
、
手
足
の
関
節
な
ど
の
疼
痛
、

麻
痺
の
病
状
を
引
き
起
こ
す
。『
素
問
』
痺
論
篇
に
は
「
黃
帝
問
曰
、
痺
之
安
生
。

歧
伯
對
曰
、
風
寒
濕
三
氣
雜
至
、
合
而
為
痺
也
。
其
風
氣
勝
者
為
行
痺
、
寒
氣
勝

者
為
痛
痺
、
濕
氣
勝
者
為
著
痺
也
」
と
あ
る
。
ま
た
明
の
『
景
岳
全
書
』
巻
十
二

に
は
「
風
痺
一
證
、
即
今
人
所
謂
痛
風
也
。
蓋
痺
者
閉
也
。
以
血
氣
為
邪
、
所
閉

不
得
通
行
而
病
也
」
と
あ
る
。

蹇
澀
（
渋
）：
思
う
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
。
不
随
。

癱
瘓

：
中
風
、
麻
痺
。

腦
戸

：「
の
う
こ
」
は
頭
部
に
あ
る
督
脈
の
経
穴
の
名
。『
素
問
』
至
真
要
大
論
篇

に
は
「
頭
項
囟
頂
腦
戶
中
痛
」
と
あ
る
。

梳

：

く
し
で
髪
を
す
く
こ
と
。

　（
通
釈
）
養
生
論
に
い
う
、
夏
は
蕃
秀
（
し
げ
り
の
び
る
）
と
い
う
。
天
地
の
氣

は
交
わ
り
、萬
物
は
花
開
い
て
実
を
結
ぶ
。夜
に
な
れ
ば
寝
て
朝
は
早
く
起
き
、日
々

う
む
こ
と
な
く
、心
も
ち
を
怒
ら
せ
る
こ
と
な
く
、花
を
咲
か
せ（
そ
れ
を
）実
ら
せ
、

身
体
の
邪
気
を
外
に
排
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
夏
の
気
に
対
応
し
、
長

く
養
生
す
る
道
で
あ
る
。
こ
れ
に
逆
ら
え
ば
、（
夏
の
五
臓
の
火
に
あ
た
る
）
心
を

傷
つ
け
、
秋
に
悪
寒
と
発
熱
を
繰
り
返
す
お
こ
り
を
発
病
す
る
。（
秋
の
）
収
穫
の

気
を
享
受
で
き
る
者
は
少
な
く
、
冬
に
な
る
と
病
い
が
重
く
な
る
、
と
。
ま
た
（
養

生
論
に
）
い
う
、
夏
の
気
は
熱
い
の
で
、（
緑
豆
な
ど
の
寒
涼
性
の
）
豆
類
を
食
べ

て
身
体
の
熱
を
さ
げ
、熱
を
身
体
に
た
め
て
は
い
け
な
い
。（
身
体
に
熱
を
た
め
る
）

湯
（
ス
ー
プ
）
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
食
べ
も
の
は
飽
き
る
ほ
ど
の
過
食
を
し

て
は
い
け
な
い
。
湿
気
の
あ
る
と
こ
ろ
に
寝
て
は
い
け
な
い
。
な
ら
び
に
濡
れ
た

衣
服
を
着
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

　（
原
文
）養
生
論
曰
、夏
謂
蕃
秀
。
天
地
氣
交
、萬
物
華
實
。
夜
臥
早
起
、無
厭
于
日
、
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使
志
無
怒
、
使
華
成
實
、
使
氣
得
泄
。
此
夏
氣
之
應
、
長
養
之
道
也
。
逆
之
則
傷
心
、

秋
發
痎
瘧
。
奉
收
者
少
、
冬
至
病
重
。
又
曰
、
夏
氣
熱
。
宜
食
菽
以
寒
之
。
不
可

一
于
熱
也
。
禁
飮
食
湯
。
禁
食
過
飽
。
禁
湿
地
臥
、
并
穿
湿
衣
。

　（
訓
読
）
養
生
論
に
曰
く
、
夏
は
蕃ば

ん

秀し
ゆ
うと
謂い

う
。
天
地
の
氣
は
交
わ
り
、
萬
物
は

華は
な

さ
き
實み

の

る
。
夜
は
臥ふ

し
朝
は
早
く
起
き
、
日ひ

び
に
厭う

む
こ
と
無
く
、
志こ

こ
ろ
ざ
し
を

し
て
怒い

か

る
こ
と
無
か
ら
し
め
、
華は

な

を
し
て
實み

と
成な

ら
し
め
、
氣
を
し
て
泄も

ら

す
を
得

し
む
。
此こ

れ
夏
の
氣
の
應お

う

に
し
て
、
長
養
の
道
な
り
。
之こ

れ
に
逆さ

か
ら
わ
ば
則
ち
心
を

傷や
ぶ

り
、
秋
に
痎が

い

瘧ぎ
や
くを
發
す
。
收し

ゆ
う
を
奉ほ

う

ず
る
者
少
な
く
、
冬
至
れ
ば
病

や
ま
い

重
し
。
又ま

た

曰い

わ
く
、
夏
の
氣
は
熱あ

つ

し
。
宜よ

ろ

し
く
菽し

ゆ
く
を
食く

ら

い
て
以も

つ

て
之
れ
を
寒ひ

や

す
べ
し
。
熱
を

一い
つ

に
す
べ
か
ら
ず
。
飮い

ん

の
湯と

う

を
食し

よ
く
す
る
を
禁
ず
。
食
の
飽ほ

う

に
過す

ぐ
る
を
禁
ず
。
湿

地
に
臥
し
、
并な

ら

び
に
湿し

つ

衣い

を
穿う

が

つ
を
禁
ず
。

　（
注
記
）養
生
論
曰
～

：『
黄
帝
内
経
』を
い
う
か
。『
素
問
』四
氣
調
神
大
論
篇
に
、

「
夏
三
月
、
此
為
蕃
秀
。
天
地
氣
交
、
萬
物
華
實
。
夜
臥
早
起
、
無
厭
於
日
、
使
志

勿
怒
、
使
華
英
成
秀
、
使
氣
得
洩
、
若
所
愛
在
外
。
此
夏
氣
之
應
、
養
長
之
道
也
。

逆
之
則
傷
心
、
秋
為
痎
瘧
、
奉
收
者
少
、
冬
至
重
病
」
と
あ
る
。

痎
瘧

：

瘧
疾
の
総
称
。
瘧
疾
（
瘧
に
同
じ
）
は
病
名
で
、
間
歇
性
の
悪
寒
戦
慄
・

高
熱
・
出
汗
を
特
徴
と
す
る
疾
病
。『
素
問
』
生
気
通
天
論
篇
に
は
、「
夏
傷
於
暑
、

秋
為
痎
瘧
」、
同
、
瘧
論
篇
に
は
、「
黃
帝
問
曰
、
夫
痎
瘧
皆
生
於
風
。
其
蓋
作
有

時
者
、
何
也
。
歧
伯
對
曰
、
瘧
之
始
發
也
、
先
起
於
毫
毛
、
伸
欠
乃
作
。
寒
慄
鼓
頷
、

腰
脊
俱
痛
。
寒
去
則
內
外
皆
熱
、
頭
痛
如
破
、
渴
欲
冷
飲
」
と
あ
る
。

菽

：

マ
メ
科
の
植
物
（
ダ
イ
ズ
、
ア
ズ
キ
、
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
）
の
総
称
。

心
臓
夏
旺
（
心
臓
の
働
き
は
夏
に
旺
盛
）

　（
通
釈
）（
五
臓
の
火
の
）
心
は
（
五
方
の
）
南
方
に
属
す
。
火
は
（
五
帝
で
は
）

赤
帝
で
あ
る
。（
南
方
の
）
神
の
形
は
（
四
神
の
火
の
）
朱
雀
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
形
象
は
蓮
の
蕊
を
逆
さ
ま
に
か
け
た
よ
う
で
繊
細
で
あ
る
。
そ
の
繊
微
を
納
め

る
と
こ
ろ
は
（
体
中
に
）
く
ま
な
く
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、（
腎
の
）
水
を
変
じ

て
血
と
な
す
の
で
あ
る
。
重
さ
は
十
二
両
、
肺
の
下
、
肝
の
上
に
あ
る
。
尾
鳩
（
鳩

尾
）
の
真
下
一
寸
に
位
置
し
て
い
る
。（
注
に
い
う
、
胞
の
中
心
の
口
は
、
鳩
尾
に

覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。）（
火
の
心
の
）
色
は
生
糸
を
深
紅
に
染
め
た
よ
う
で
あ

る
。
中
に
七
つ
の
穴
が
あ
り
、
三
本
の
毛
が
あ
る
。「
上
智
」
の
人
は
、
そ
の
心
穴

に
は
明
が
通
じ
て
い
る
。「
中
智
」
の
人
は
、
五
つ
の
穴
の
心
穴
に
は
気
が
通
じ
て

い
る
。「
下
智
」
の
人
は
穴
が
な
く
、気
と
明
が
通
じ
て
い
な
い
。「
無
智
」
の
人
は
、

ず
る
が
し
こ
く
て
人
を
だ
ま
す
。

　
（
五
臓
の
火
の
）
心
は
（
五
臓
の
木
の
）
肝
の
子
で
あ
り
（
木
生
火
）、（
五
臓
の

土
の
）
脾
の
母
で
あ
る
（
火
生
土
）。（
五
官
の
火
の
）
舌
は
（
五
臓
の
火
の
）
心

の
宮
殿
で
あ
る
。（
心
の
）
竅
穴
は
（
五
官
の
水
の
）
耳
に
通
じ
て
い
る
。
左
の
耳

を
（
陽
の
火
の
）
丙
と
し
、右
の
耳
を
（
陰
の
火
の
）
丁
と
す
る
。（
五
液
の
火
の
）

液
は
汗
と
な
る
。（
五
臓
の
水
の
）腎
の
邪
気
が（
五
臓
の
火
の
）心
に
は
い
る
と
、（
五
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液
の
火
の
）
汗
が
あ
ふ
れ
出
る
。（
五
味
の
火
の
）
味
は
苦
味
（
に
が
味
）。（
五
腑

の
火
の
）
小
腸
は
（
五
臓
の
火
の
）
心
に
対
応
す
る
腑
で
あ
り
、心
と
合
し
て
い
る
。

　
『
黄
庭
経
』
に
い
う
、
心
部
の
居
宅
は
蓮
が
花
を
抱
く
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
下
に

童
子
が
い
る
丹
田
の
家
が
あ
る
。（
そ
の
働
き
は
）寒
熱
を
適
切
に
調
節
し
、営
気（
栄

気
）
と
衛
気
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。（
そ
の
色
と
形
状
は
）
丹
赤
色
の
錦
が

緋
赤
色
の
嚢
（
ふ
く
ろ
）
に
包
ま
れ
、
さ
ら
に
玉
の
羅
（
う
す
ぎ
ぬ
）
に
お
お
わ

れ
て
い
る
、
と
。

　

そ
の
声
は（
五
音
の
火
の
）徴ち

、そ
の
臭
い
は（
五
臭
の
火
の
）燋（
こ
げ
た
臭
い
）。

ゆ
え
に
順
調
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、心
は
焦
燥
す
る
。心
の
気
が
通
じ
る
と
、

五
味
が
（
は
っ
き
り
）
わ
か
る
。
心
が
病
む
と
、（
五
官
の
火
の
）
舌
が
焦
げ
、
捲

き
あ
が
っ
て
短
く
な
り
、
五
味
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
そ
の
性
は
（
五
常
の
火
の
）

礼
、
そ
の
情
は
楽
で
あ
る
。

　（
原
文
）
心
屬
南
方
。
火
爲
赤
帝
。
神
形
如
朱
雀
。
象
如
倒
懸
蓮
蕊
者
繊
也
。
所

納
繊
微
、無
不
貫
注
、變
水
為
血
也
。
重
十
二
两
、居
肺
下
、肝
上
。
對
尾
鳩
下
一
寸
。

（
注
曰
、胞
中
心
口
掩
下
尾
鳩
也
。）
色
如
縞
映
絳
。
中
有
七
孔
、三
毛
。
上
智
之
人
、

心
孔
通
明
。
中
智
之
人
、
五
孔
心
穴
通
氣
。
下
智
無
孔
、
氣
明
不
通
。
無
智
狡
詐
。

　

心
爲
肝
子
、爲
脾
母
。
舌
爲
之
宮
闕
。
竅
通
耳
。
左
耳
爲
丙
、右
耳
爲
丁
。
液
為
汗
。

腎
邪
入
心
、
則
汗
溢
。
其
味
苦
。
小
腸
爲
心
之
腑
、
與
心
合
。

　

黄
庭
經
曰
、
心
部
之
宅
蓮
含
花
、
下
有
童
子
丹
元
家
。
主
適
寒
熱
、
榮
衛
和
。

丹
錦
緋
嚢
披
玉
羅
。

　

其
聲
徵
。
其
嗅
燋
。
故
人
有
不
暢
事
、
心
卽
燋
燥
。
心
氣
通
則
知
五
味
。
心
病

則
舌
燋
、
捲
而
短
、
不
知
五
味
也
。
其
性
禮
。
其
情
樂
。

　（
訓
読
）
心し

ん

は
南
方
に
屬
す
。
火
は
赤
帝
爲た

り
。
神し

ん

の
形
は
朱す

雀ざ
く

の
如ご

と

し
。
象し

よ
う
は

蓮は
す

の
蕊ず

い

を
倒と

う

懸け
ん

す
る
者
の
如
く
繊せ

ん

な
り
。繊せ

ん

微び

を
納お

さ

む
る
所と

こ
ろ
は
、貫か

ん

注ち
ゅ
うせ
ざ
る
無
く
、

水
を
變
じ
て
血
と
為
す
。
重
さ
は
十
二
两り

よ
う、
肺
の
下
、
肝
の
上
に
居あ

り
。
尾び

鳩き
ゆ
うに

對た
い

し
て
下く

だ

る
こ
と
一
寸
。（
注
に
曰
く
、胞ほ

う

の
中
心
の
口こ

う

は
尾
鳩
を
掩え

ん

下か

す
る
な
り
。）

色
は
縞こ

う

の
絳こ

う

を
映う

つ

す
が
如
し
。
中な

か

に
七し

ち

孔こ
う

、
三さ

ん

毛も
う

有
り
。
上

じ
よ
う

智ち

の
人
、
心し

ん

孔こ
う

は
明

に
通
ず
。
中
智
の
人
、五ご

孔こ
う

の
心し

ん

穴け
つ

は
氣
に
通
ず
。
下
智
は
孔
無
く
、氣
明
通
ぜ
ず
。

無
智
は
狡こ

う

詐さ

な
り
。

　

心
は
肝
の
子
爲た

り
て
、脾ひ

の
母
爲
り
。
舌
は
之こ

れ
が
宮

き
ゆ
う

闕け
つ

爲
り
。
竅き

よ
う
は
耳
に
通
ず
。

左
の
耳
を
丙へ

い

と
爲な

し
、
右
の
耳
を
丁て

い

と
爲
す
。
液
は
汗あ

せ

と
爲な

る
。
腎
邪
は
心
に
入

ら
ば
、
則
ち
汗
溢あ

ふ

る
。
其
の
味
は
苦に

が

し
。
小
腸
は
心
の
腑
爲た

り
て
、
心
と
合が

つ

す
。

　

黄こ
う

庭て
い

經け
い

に
曰い

わ
く
、
心
部
の
宅た

く

は
蓮は

す

の
花
を
含
む
が
ご
と
く
、
下し

た

に
は
童ど

う

子じ

の

丹た
ん

元げ
ん

の
家
有
り
。
寒
熱
を
適て

き

に
し
、
榮え

い

衛え

の
和
を
主つ

か
さ
ど
る
。
丹た

ん

錦き
ん

緋ひ

嚢の
う

に
し
て
玉

ぎ
よ
く

羅ら

を
披き

る
、
と
。

　

其
の
聲せ

い

は
徵ち

。
其
の
嗅き

ゆ
う
は
燋し

よ
う
。
故
に
人　

暢の

び
ざ
る
事
有
ら
ば
、
心
は
即
ち
燋

し
よ
う

燥そ
う

す
。
心
氣
通
ず
れ
ば
則
ち
五
味
を
知
る
。
心
病や

め
ば
卽す

な
わ
ち
舌
は
燋こ

げ

て
、捲ま

き

て
短
く
、

五
味
を
知
ら
ず
。
其
の
性
は
禮
。
其
の
情
は
樂
。

　（
注
記
）
竅

：

身
体
の
狭
い
穴
の
こ
と
。

蕊

：

お
し
べ
と
め
し
べ
の
こ
と
。
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尾
鳩

：

鳩
尾
の
こ
と
。
身
体
の
正
中
線
を
通
る
任
脈
の
穴
位
。『
素
問
』
氣
府
論
篇

に
は「
任
脈
之
氣
所
發
者
二
十
八
穴
。喉
中
央
二
、膺
中
骨
陷
中
各
一
、鳩
尾
下
三
寸
、

胃
脘
五
寸
、
胃
脘
以
下
至
橫
骨
六
寸
半
一
、
腹
脈
法
也
」
と
あ
る
。
俗
に
み
ぞ
お

ち
を
い
う
。

黄
庭
經

：『
黄
庭
内
景
経
』『
黄
庭
外
景
経
』
な
ど
。

栄
（
営
）
衛

：

営
気
と
衛
気
の
こ
と
。
両
気
と
も
水
穀
の
精
気
の
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
営
（
栄
と
同
じ
）
は
脈
中
を
め
ぐ
り
全
身
を
栄
養
す
る
作
用
が
あ
り
、
衛

は
脈
外
を
め
ぐ
り
身
体
を
防
衛
す
る
働
き
が
あ
る
。『
霊
枢
』
營
衛
生
會
篇
は
「
營

在
脈
中
、
衛
在
脈
外
。
營
週
不
休
、
五
十
而
復
大
會
。
陰
陽
相
貫
、
如
環
無
端
」

と
あ
る
。

 

（
通
釈
）
人
は
六
十
歳
と
も
な
る
と
、
心
気
は
衰
弱
し
、
言
葉
は
す
ら
っ
と
出
て

こ
な
く
な
る
。
心
脈
は
（
中
指
の
爪
甲
の
根
部
、
橈と

う

側そ
く

（
拇
指
に
近
い
））
中
衝
か

ら
出
て
い
る
。
こ
れ
は
生
命
の
本
源
、
心
の
神
の
居
所
で
あ
る
。（
ま
た
）
心
の
明

知
の
運
用
を
つ
か
さ
ど
る
。
心
は
血
脈
に
合
し
、
そ
の
色
は
あ
か
あ
か
と
し
て
い

る
。
血
脈
の
気
が
虚
少
で
あ
り
、
臓
腑
を
さ
か
ん
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
は
、

心
が
先
ず
死
ん
で
い
る
。（
五
臓
の
火
の
）
心
は
十
二
辰
で
は
（
十
二
支
の
陰
火
の
）

巳
の
刻（
午
後
一
～
三
時
頃
）、（
十
二
支
の
陽
火
の
）午
の
刻（
午
前
十
一
～
一
時
頃
）

に
合
し
て
い
る
。
外
界
は
（
五
岳
の
火
の
）
南
岳
に
対
応
し
、
天
上
は
（
五
星
の

火
の
）
熒
惑
星
の
精
に
通
じ
て
い
る
。
ゆ
え
に
心
に
中
風
（
麻
痺
）
が
あ
る
者
は
、

（
五
官
の
火
の
）
舌
の
先
が
委
縮
し
て
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
血
の
流
れ
が

ふ
さ
が
っ
て
い
る
者
は
心
が
驚
い
て
（
動
悸
が
は
げ
し
く
な
る
）。
舌
が
味
を
感
じ

な
い
者
は
心
が
虚
で
あ
る
。
よ
く
物
忘
れ
を
す
る
者
は
、
心
と
精
神
が
乖
離
し
て

い
る
。
同
じ
話
を
繰
り
返
す
者
は
、
心
が
錯
乱
し
て
い
る
。
悲
し
み
の
多
い
者
は
、

傷
心
し
て
い
る
。
好
ん
で
（
五
味
の
火
の
）
苦
味
（
に
が
味
）
を
食
べ
る
者
は
、（
五

臓
の
火
の
）
心
の
気
が
不
足
し
て
い
る
。
顔
色
が
青
黒
い
者
は
、
心
の
気
が
冷
え

て
い
る
。
顔
色
が
と
て
も
つ
や
つ
や
し
て
、
赤
く
生
き
生
き
と
し
て
光
沢
が
あ
る

な
ら
ば
、
心
に
病
は
な
い
。（
五
臓
の
金
の
）
肺
の
邪
気
が
心
に
入
る
と
、
多
弁
に

な
る
。（
五
臓
の
火
の
）
心
は
（
五
音
の
火
の
）
徴
に
関
連
し
て
い
る
の
で
、
も
し

心
に
疾
病
が
あ
る
な
ら
ば
、
呵
呵kēkē

と
発
声
し
て
、
心
の
邪
気
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ゆ
え
に
夏
の
三
か
月
、心
の
神
を
安
静
に
し
た
い
者
は
、心
に
は
忠
（
ま
ご
こ
ろ
）

を
抱
き
、
外
に
は
親
孝
行
の
道
を
実
践
し
、
正
義
を
助
け
、
仁
に
安
ん
じ
、（
こ
れ

に
よ
っ
て
）
さ
か
ん
な
火
を
安
息
さ
せ
、心
の
神
を
澄
み
な
ご
ま
せ
る
。（
身
体
の
）

外
は
（
心
を
惑
わ
す
）
声
や
色
欲
を
断
ち
、（
身
体
の
）
内
は
（
食
事
の
）
滋
味
を

薄
く
し
、
明
る
い
高
台
に
身
を
置
い
て
暮
ら
し
、
遠
く
を
眺
め
、
早
め
に
寝
て
早

め
に
起
き
、
毎
日
毎
日
を
倦う

む
こ
と
な
く
、
夏
の
陽
気
に
順
応
し
、
暑
気
を
消
散

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
さ
か
ら
え
ば
（
五
臓
の
水
の
）
腎
と
（
五
臓
の
火
の
）

心
は
（
水
剋
火
で
）
争
い
、
火
と
水
は
せ
め
ぎ
あ
う
。
火
の
病
は
こ
こ
か
ら
生
じ

る
の
で
あ
る
。
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　（
原
文
）
人
年
六
十
、
心
氣
衰
弱
、
言
多
錯
忘
。
心
脈
出
于
中
衝
。
生
之
本
、
神

之
處
也
。
主
明
運
用
。
心
合
于
脈
、
其
色
榮
也
。
血
脈
虛
少
、
不
能
榮
臓
腑
者
、

心
先
死
也
。
心
合
辰
之
巳
午
。
外
應
南
岳
、
上
通
熒
惑
之
精
。
故
心
風
者
、
舌
縮

不
能
言
也
。
血
壅
者
、
心
驚
也
。
舌
無
味
者
、
心
虛
也
。
善
忘
者
、
心
神
離
也
。

重
語
者
、
心
亂
也
。
多
悲
者
、
心
傷
也
。
好
食
苦
者
、
心
不
足
也
。
面
青
黑
者
、

心
氣
冷
也
。
容
色
鮮
好
、
紅
活
有
光
、
心
無
病
也
。
肺
邪
入
心
、
則
多
言
。
心
通

微
（
徴
）、
心
有
疾
、
當
用
呵
呵
者
、
出
心
之
邪
氣
也
。

　

故
夏
三
月
、
欲
安
其
神
者
、
則
含
忠
履
孝
、
輔
義
安
仁
、
安
息
火
熾
、
澄
和
心

神
。
外
絶
聲
色
、
内
薄
滋
味
、
可
以
居
高
朗
、
遠
眺
望
、
早
臥
早
起
、
無
厭
于
日
、

順
于
正
陽
、
以
消
暑
氣
。
逆
之
則
腎
心
相
争
、
火
水
相
剋
、
火
病
由
此
而
作
矣
。

　（
訓
読
）
人　

年
六
十
な
れ
ば
、
心し

ん

氣き

は
衰
弱
し
、
言げ

ん

は
錯さ

く

忘ぼ
う

多
し
。
心
脈
は

中ち
ゆ
う

衝し
よ
うよ

り
出い

づ
。
生せ

い

の
本も

と

、
神し

ん

の
處と

こ
ろ

な
り
。
明め

い

の
運
用
を
主
る
。
心
は
脈
に
合が

つ

し
、

其そ

の
色　

榮さ
か

ん
な
り
。
血
脈
虚き

よ

少し
よ
うに
し
て
、
臓
腑
を
榮さ

か

ん
に
す
る
能あ

た

わ
ざ
る
者
は
、

心　

先ま

ず
死
す
。
心
は
辰し

ん

の
巳し

午ご

に
合
す
。
外
は
南
岳
に
應
じ
、
上
は
熒け

い

惑わ
く

の
精せ

い

に
通
ず
。
故ゆ

え

に
心
に
風
あ
る
者
は
、
舌
縮ち

ぢ

ま
り
て
言
う
こ
と
能あ

た

わ
ざ
る
な
り
。
血　

壅ふ
さ

が
る
者
は
、
心　

驚お
ど
ろ
く
。
舌
に
味
無
き
者
は
心　

虚
な
り
。
善
く
忘
る
る
者
は
、

心
神　

離は
な

る
。
語ご

を
重
ぬ
る
者
は
、
心　

亂み
だ

る
。
悲
し
み
多
き
者
は
、
心　

傷や
ぶ

る
。

好
ん
で
苦
を
食く

ら
う
者
は
、
心　

足
ら
ず
。
面め

ん　

青
黑
き
者
は
心
氣
冷ひ

ゆ
。
容よ

う

色
し
よ
く

鮮せ
ん

好こ
う

に
し
て
、
紅あ

か

く
活い

き
い
き
と
し
て
光

ひ
か
り

有あ

ら
ば
、
心
に
病

や
ま
い

無
し
。
肺
の
邪　

心

に
入い

ら
ば
、
則す

な
わ

ち
言げ

ん

多
し
。
心　

徴ち

に
通
じ
、
心　

疾し
つ

有
ら
ば
、
當ま

さ

に
呵か

呵か

を
用
い
、

心
の
邪
氣
を
出
だ
す
べ
し
。　

　

故
に
夏
の
三さ

ん

月げ
つ

、
其そ

の
神
を
安や

す

ん
ぜ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
則
ち
忠
を
含
み
孝
を

履ふ

み
、
義
を
輔た

す

け
仁
に
安や

す

ん
じ
、
火
の
熾さ

か

ん
な
る
を
安
息
さ
せ
、
心
神
を
澄す

ま

し
和わ

す
。

外
は
聲せ

い

色し
よ
くを
絶た

ち
、
内
は
滋じ

味み

を
薄う

す

く
し
、
以も

て
高こ

う

朗ろ
う

に
居
り
、
眺
望
を
遠
く
し
、

早
く
臥ふ

し
早
く
起
き
、
日
び
に
厭い

と

う
こ
と
無
く
、
正
陽
に
順し

た
が
い
、
以
て
暑
氣
を
消

す
べ
し
。
之こ

れ
に
逆さ

か
ら

え
ば
則
ち
腎
心
相
い
争
い
、
火
水
相
い
剋こ

く

す
。
火
の
病
は
此こ

れ
に
由よ

り
て
作お

こ

る
。

　（
注
記
）中
衝

：

穴
位
。
中
指
の
爪
甲
の
根
部
、橈と

う

側そ
く（
拇
指
に
近
い
側
）
に
あ
る
。

元
の『
十
四
経
發
揮
』に
は「
中
衝
。
在
手
中
指
端
、去
爪
甲
如
韭
葉
陷
中
」と
あ
る
。

熒
惑
星

：

五
星
の
火
の
星
、
火
星
の
こ
と
。
赤
く
み
え
る
こ
の
星
は
、
古
来
戦
乱

の
兆
し
を
示
す
不
吉
な
星
と
さ
れ
た
。

南
岳

：

五
岳
の
火
の
衡
山
の
こ
と
。

心
通
微

：「
微
」
は
「
徴
」
で
あ
ろ
う
。「
徴
」
は
五
音
の
火
に
あ
た
る
。

相
心
臓
病
法
（
心
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）

　（
通
釈
）
心
に
熱
が
あ
る
人
は
、（
顔
）
色
が
ほ
て
っ
て
赤
く
脈
溢
（
搏は

く

動ど
う

）
し
て
、

口
の
な
か
に
で
き
も
の
が
生
じ
、腐
っ
て
た
だ
れ
て
異
臭
を
放
つ
。胸
隔（
横
隔
膜
）、

肩
・
背
、
左
右
の
わ
き
腹
、
両
腕
が
み
な
痛
む
。
心
が
虚
に
な
る
と
、
心
と
腹
が

ひ
き
合
っ
て
痛
む
。
あ
る
い
は
刀
や
杖
、
火
炎
、
赤
い
衣
、
紅
色
の
も
の
、
鍛
冶
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の
事
な
ど
の
夢
を
み
て
、
人
に
対
し
て
恐
怖
心
を
つ
の
ら
せ
る
。
心
の
病
は
う
る

お
い
を
求
め
る
。（
そ
ん
な
時
は
）
い
そ
い
で
（
五
行
の
水
の
）
鹹
味
（
し
お
か
ら

い
味
）
の
も
の
を
食
べ
て
（
五
臓
の
火
の
）
心
を
う
る
お
わ
せ
（
火
の
旺
盛
を
水

剋
火
で
お
さ
え
る
）、（
五
行
の
火
の
）
苦
味
（
に
が
味
）
の
あ
る
食
べ
も
の
を
用

い
て
こ
れ
を
補
う
（
火
の
気
を
補
う
）。（
ま
た
五
行
の
土
の
）
甘
味
で
こ
れ
を
外

へ
出
す
（
火
生
土
で
火
の
気
を
出
す
）。
湿
っ
た
衣
服
、
熱
い
飲
食
を
禁
じ
る
。
心

は
熱
し
た
水
を
憎
み
嫌
う
か
ら
で
あ
る
。
心
臓
が
病
む
と
、
へ
そ
の
上
に
動
脈
が

あ
る
が
、
こ
れ
を
圧
す
と
固
く
て
痛
む
。
さ
ら
に
熱
が
出
て
頭
痛
が
し
、
手
と
足

に
心
の
熱
が
あ
り
、
口
が
渇
い
て
舌
は
固
く
な
り
、
咽
頭
（
の
ど
）
が
痛
み
、
も

の
を
の
み
こ
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
前
後
不
覚
に
お
ち
い
る
。

　（
原
文
）
心
熱
者
、
色
赤
而
脈
溢
、
口
中
生
瘡
、
腐
爛
作
臭
。
胸
膈
、
肩
背
、
两
脋
、

两
臂
、
皆
痛
。
心
虚
則
心
腹
相
引
而
痛
。
或
夢
刀
杖
、
火
焰
、
赤
衣
、
紅
色
之
物
、

爐
冶
之
事
、
以
恍
怖
人
。
心
病
欲
濡
。
急
食
鹹
、
以
濡
之
、
用
苦
以
補
之
、
甘
以

瀉
之
。
禁
湿
衣
、
熱
食
。
心
惡
熱
及
水
。
心
病
、
當
臍
上
有
動
脈
、
按
之
、
牢
若
痛
。

更
苦
煩
煎
、
手
足
心
熱
。
口
乾
舌
強
、
咽
喉
痛
、
嚥
不
上
、
忘
前
失
後
。

　（
訓
読
）
心
に
熱
あ
る
者
は
、
色
赤
く
し
て
脈

み
や
く

溢い
つ

し
、
口
中
に
瘡そ

う

生
じ
、
腐ふ

爛ら
ん

し

て
臭し

ゅ
う
を
作な

す
。
胸

き
よ
う

膈か
く

、
肩け

ん

背は
い

、
两

り
よ
う

脋き
よ
う、

两
り
よ
う

臂ひ

、
皆
痛
む
。
心
虚
な
れ
ば
則す

な
わ
ち
心
と

腹　

相あ

い
引
き
痛
む
。
或あ

る

い
は
刀と

う

杖じ
よ
う、

火か

焰え
ん

、
赤せ

き

衣い

、
紅こ

う

色し
よ
くの

物
、
爐ろ

冶や

の
事
を

夢
み
、
以も

つ

て
人
を
恍こ

う

怖ふ

せ
し
む
。
心
の
病や

ま
い
は
濡う

る
お
す
を
欲ほ

つ

す
。
急
ぎ
鹹か

ん

を
食
ら
い
て
、

以
て
之
れ
を
濡
し
、苦く

を
用も

ち

い
以
て
之こ

れ
を
補
い
、甘か

ん

を
ば
以
て
之
れ
を
瀉し

や

せ
し
む
。

湿し
つ

衣い

、
熱ね

つ

食し
よ
くを

禁
ず
。
心
は
熱　

水
に
及
ぶ
を
惡に

く

め
ば
な
り
。
心
病や

め
ば
、
臍せ

い

上
じ
よ
う

に
當あ

た
り
て
動
脈
有
り
、
之こ

れ
を
按あ

ん

ず
る
も
、
牢か

た

く
し
て
痛
む
若ご

と

し
。
更
に
煩は

ん

煎せ
ん

に
苦
し
み
、
手
と
足
に
心
の
熱
あ
り
。
口
乾か

わ

き
舌
強こ

わ
ばり
、
咽い

ん

喉と
う

痛
み
、
嚥え

ん

し
て
上の

ぼ

ら
ず
、
前ま

え

を
忘
れ
後あ

と

を
失
う
。

　（
注
記
）（
脈
）
溢

：

中
手
指
の
魚
際
の
穴
位
ま
で
搏は

く

動ど
う

（
脈
を
打
つ
）
が
あ
ら

わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
脈
の
陰
気
が
強
く
陽
の
部
位
に
ま
で
溢
れ
乗
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
陰
乗
の
脈
と
称
す
る
。『
難
經
』
經
脈
診
候
に
は
「
三
難
曰
、
脈
有
大
過
、

有
不
及
、
有
陰
陽
相
乘
、
有
覆
有
溢
有
關
有
格
、
何
謂
也
。
然
。
關
之
前
者
、
陽

之
動
、
脈
當
見
九
分
而
浮
。
過
者
、
法
曰
大
過
。
減
者
、
法
曰
不
及
。
遂
上
魚
為

溢
、
為
外
關
內
格
、
此
陰
乘
之
脈
也
。
關
以
後
者
、
陰
之
動
也
。
脈
當
見
一
寸
而
沉
。

過
者
、
法
曰
大
過
。
減
者
、
法
曰
不
及
。
遂
入
尺
為
覆
、
為
內
關
外
格
、
此
陽
乘

之
脈
也
。
故
曰
覆
溢
、
是
其
真
藏
之
脈
、
人
不
病
而
死
也
」
と
あ
る
。

瘡

：

で
き
も
の
。

腐
爛
（
乱
）：

く
さ
り
た
だ
れ
る
こ
と
。

胸
膈

：

横
隔
膜
の
こ
と
。

两
脋

： 
左
右
の
わ
き
腹
。

两
臂

：

左
右
の
肩
の
付
け
根
か
ら
手
首
ま
で
の
部
分
。
前ぜ

ん

膊は
く

と
上
膊
（
二
の
腕
）。

爐
冶

：

炉
で
金
属
を
溶
か
す
こ
と
。

恍
怖

：

得
体
の
し
れ
な
い
恐
怖
を
い
う
。

瀉

：

体
の
外
に
出
す
こ
と
。
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強

：

か
た
い
こ
と
。
こ
わ
ば
る
こ
と
。

煩
煎

：

煩
は
熱
が
あ
っ
て
頭
痛
が
す
る
、
煎
は
こ
が
す
こ
と
。

嚥

：

の
み
こ
む
こ
と
。

秋
季
攝
生
消
息
（
秋
季
の
養
生
の
指
針
）

　（
通
釈
）
秋
の
三
か
月
（
太
陰
太
陽
暦
の
十
～
十
二
月
）
は
、
肅
殺
（
寒
涼
の
気

で
草
木
が
枯
れ
、
葉
が
落
ち
る
こ
と
）
を
つ
か
さ
ど
る
。（
五
臓
の
金
の
）
肺
気
が

旺
盛
と
な
る
。
五
味
は
（
金
の
）
辛
味
（
か
ら
味
）
に
属
す
る
。
金
は
よ
く
木
を

剋
す
る
（
金
剋
木
）。
木
は
（
五
臓
の
）
肝
に
属
し
、（
五
味
の
）
酸
味
を
つ
か
さ

ど
る
。
秋
の
季
節
に
あ
た
っ
て
は
、飲
食
の
味
は
（
五
味
の
金
の
）
辛
味
（
か
ら
味
）

を
減
ら
し
て
（
五
味
の
木
の
）
酸
味
を
増
や
し
、（
五
臓
の
木
の
）
肝
気
を
養
う
の

が
よ
い
（
金
剋
木
で
剋
さ
れ
る
木
を
補
う
）。（
五
臓
の
金
の
）
肺
が
旺
盛
す
ぎ
る

な
ら
ば
、
呬sì

と
発
声
し
て
そ
れ
を
外
に
お
し
だ
す
。
立
秋
以
後
は
、
や
や
穏
や

か
で
静
か
な
方
法
で
保
養
に
努
め
る
が
よ
い
。
た
だ
し
お
よ
そ
春
か
ら
秋
の
か
け

て
の
古
い
病
が
ま
た
発
病
す
る
と
き
な
の
で
、
切
に
安
静
に
し
て
養
生
し
、
自
身

の
保
養
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

秋
の
期
間
は
（
外
に
気
を
）
吐
き
だ
し
た
り
、発
汗
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
な
い
。

（
そ
れ
は
）
人
の
身
体
の
気
を
消
滅
、
減
損
さ
せ
て
し
ま
い
、
臓
腑
の
働
き
を
不
安

定
に
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
鍼
灸
を
す
る
と
よ
い
。
下
痢
を

す
る
と
き
は
、
湯
薬
を
用
い
て
陽
気
の
回
復
を
助
け
る
。
ま
た
も
し
疲
労
の
蓄
積
、

五
痔
（
牡
痔
、
牝
痔
、
脈
痔
、
腸
痔
，
血
痔
）、
消
渇
（
の
ど
が
渇
い
て
尿
が
で
な

い
病
気
）
な
ど
の
病
を
患
っ
た
な
ら
ば
、
干
し
飯
（
い
い
）、
油
で
揚
げ
炒
め
た
肉
、

な
ら
び
に
み
ず
か
ら
死
ん
だ
牛
の
肉
、
生
魚
、
鶏
や
豚
の
肉
、
濁
り
酒
、
古
く
て

臭
い
が
あ
る
も
の
、
発
酵
し
て
し
お
か
ら
い
も
の
、
粘
り
が
あ
っ
て
消
化
の
悪
い

も
の
、
生
の
も
の
、
瓜
や
果
物
、
魚
醤
な
ど
、
こ
れ
ら
の
物
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。

風
気
の
病
、
冷
え
症
、
脇
肋
部
と
臍
腹
部
の
し
こ
り
が
あ
る
人
も
、
ま
た
食
べ
て

は
な
ら
な
い
。

　（
原
文
）
秋
三
月
主
肅
殺
。
肺
氣
旺
。
味
屬
辛
。
金
能
剋
木
。
木
屬
肝
、肝
主
酸
。

當
秋
之
時
、
飮
食
之
味
、
宜
減
辛
增
酸
、
以
養
肝
氣
。
肺
盛
、
則
用
呬
以
泄
之
。

立
秋
以
後
、
稍
宜
和
平
將
攝
。
但
凡
春
秋
之
故
疾
發
之
時
、
切
須
安
養
、
量
其
自

性
將
養
。

　

秋
間
不
宜
吐
、并
發
汗
。
令
人
消
爍
、以
致
臓
腑
不
安
。
惟
宜
針
灸
。
下
痢
進
湯
散
、

以
助
陽
氣
。
又
若
患
積
勞
、五
痔
、消
渴
等
病
、不
宜
吃
乾
飯
、炙
煿
、并
自
死
牛
肉
、

生
鱠
、
雞
猪
、
濁
酒
、
陳
臭
、
鹹
醋
、
粘
滑
難
消
之
物
、
及
生
菜
、
瓜
果
、
鮓
醤
之
類
。

若
風
氣
、
冷
病
、
痃
癖
之
人
、
亦
不
宜
食
。

　（
訓
読
）
秋
の
三
か
月
は
肅

し
ゆ
く

殺さ
つ

を
主

つ
か
さ
どる
。
肺
氣
旺さ

か

ん
な
り
。
味
は
辛し

ん

に
屬
す
。
金

は
能
く
木
を
剋こ

く

す
。
木
は
肝
に
屬ぞ

く

し
、
肝
は
酸
を
主
る
。
秋
に
當あ

た
る
の
時
、
飮

食
の
味
は
、
宜よ

ろ

し
く
辛
を
減
じ
て
酸
を
增
し
、
以
て
肝
氣
を
養
う
べ
し
。
肺
盛さ

か

ん

な
ら
ば
、
則
ち
呬
を
用
い
以
て
之こ

れ
を
泄せ

つ

す
。
立
秋
以
後
、
稍や

や　

宜
し
く
將

し
よ
う

攝せ
つ

を
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和
平
す
べ
し
。但た

だ

し
凡お

よ

そ
春

し
ゆ
ん

秋じ
ゆ
うの

故こ

疾し
つ

を
發は

つ

す
る
の
時
に
し
て
、切せ

つ

に
須

す
べ
か
らく

安
養
し
、

其そ

の
自じ

性せ
い

の
將

し
よ
う

養よ
う

を
量は

か

る
べ
し
。

　

秋
の
間
は
宜よ

ろ

し
く
吐は

き
て
、并な

ら

び
に
汗あ

せ

を
發は

つ

す
べ
か
ら
ず
。人
を
し
て
消

し
よ
う

爍れ
き

し
て
、

以も
つ

て
臓
腑
の
不
安
を
致い

た

さ
し
め
ば
な
り
。
惟た

だ
宜
し
く
針
灸
す
べ
し
。
下
痢
す
れ

ば
湯と

う

散さ
ん

を
進
め
て
、
以
て
陽
氣
を
助た

す

く
。
又ま

た
若も

し
積せ

き

勞ろ
う

、
五ご

痔じ

、
消

し
よ
う

渴か
つ

等
の
病

や
ま
い

を
患
わ
ば
、
宜
し
く
乾か

ん

飯ぱ
ん

、
炙
煿
、
并な

ら

び
に
自じ

死し

の
牛
肉
、
生せ

い

鱠か
い

、
雞け

い

猪ち
よ

、
濁だ

く

酒し
ゆ

、

陳ち
ん

臭し
ゆ
う、
鹹か

ん

醋さ
く

、
粘ね

ん

滑か
つ

の
消し

よ
う
し
難が

た

き
物
、
及
び
生せ

い

菜さ
い

、
瓜か

果か

、
鮓さ

く

醤し
よ
うの
類た

ぐ
い
を
吃く

ら

う
べ

か
ら
ず
。
風
氣
、
冷
病
、
痃げ

ん

癖ぺ
き

の
人
の
若ご

と

き
は
、
亦ま

た
宜
し
く
食
ら
う
べ
か
ら
ず
。

　（
注
記
）
將
攝

：

將
は
養
う
こ
と
、
攝
は
摂
生
す
る
こ
と
。

呬

：sì

と
発
声
す
る
。
六
字
訣
の
一
つ
。
秋
に
配
当
さ
れ
る
。

消
爍

：

消
滅
、
減
損
さ
せ
る
意
。
た
と
え
ば
「
消
爍
津
液
」
は
（
旺
盛
な
火
熱
が
）

津
液
を
傷
め
る
こ
と
を
い
う
。「
消
爍
」
は
腕
の
臂
（
ひ
じ
）
側
に
あ
る
穴
位
の
名

称
。『
素
問
』
示
從
容
論
篇
に
は
、「
帝
曰
、夫
從
容
之
謂
也
。
夫
年
長
則
求
之
於
府
、

年
少
則
求
之
於
經
、
年
壯
則
求
之
於
藏
。
今
子
所
言
、
皆
失
八
風
菀
熱
、
五
藏
消
爍
、

傳
邪
相
受
」
と
あ
る
。

五
痔

：

牡
痔
、
牝
痔
、
脈
痔
、
腸
痔
，
血
痔
の
こ
と
。
孫
思
邈
の
『
備
急
千
金
要
方
』

巻
七
十
一
に
は
「
論
曰
、夫
五
痔
者
一
曰
牡
痔
、二
曰
牝
痔
、三
曰
脈
痔
、四
曰
腸
痔
、

五
曰
血
痔
」
と
あ
る
。

消
渴

：
の
ど
が
渇
い
て
尿
が
出
な
い
こ
と
。

痃
癖

：

脇
肋
部
と
臍
腹
部
の
し
こ
り
の
こ
と
。

　（
通
釈
）
も
し
夏
の
月
に
好
ん
で
冷
た
い
食
べ
も
の
を
食
べ
過
ぎ
て
、
秋
に
な
っ

て
赤
痢
（
血
便
）、
白
痢
（
白
色
便
）
の
疾
病
と
お
こ
り
を
患
っ
た
人
は
、
子
供
の

小
便
二
升
と
大だ

い
ふ
く
び
ん
ろ
う

腹
檳
榔
（
種
子
）
五
個
を
細
か
く
刻
ん
だ
も
の
を
、
合
わ
せ
て
す

ぐ
に
煎
じ
て
八
合
を
取
り
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
汁
を
一
合
た
ら
し
入
れ
、
十
二
月
の
雪

ど
け
水
一
鍾
（
升
）
と
混
ぜ
合
わ
す
と
よ
い
。
早
朝
の
空
腹
時
に
、
分
け
て
二
、三

服
す
れ
ば
、
夏
の
月
に
食
べ
た
冷
た
い
も
の
を
（
外
に
）
排
出
す
る
。
あ
る
い
は

胸
部
に
突
然
の
異
変
が
あ
っ
て
、
た
ま
っ
た
胸
水
や
冷
た
い
膿
が
あ
る
な
ら
ば
、

こ
と
ご
と
く
こ
の
薬
を
作
っ
て
と
り
除
け
ば
、（
お
も
い
）
患
い
と
な
る
こ
と
は
な

い
。

　

こ
の
湯
薬
は
承
気
と
い
う
。
老
人
で
あ
っ
て
も
ま
た
こ
れ
を
服
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
元
気
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
。
ま
し
て
や
秋
の
下
痢
に
お
い
て
は
（
有
効

で
あ
る
）。
ま
た
そ
の
時
に
あ
た
っ
て
こ
の
薬
は
脚
気
に
も
有
効
で
あ
り
、
こ
と
ご

と
く
薬
効
が
あ
る
。
成
人
の
男
子
は
（
こ
の
薬
で
病
を
）
と
り
除
き
、
薤が

い
は
く白
を
用

い
て
粥
を
煮
て
、
さ
ら
に
羊
の
腎
臓
を
加
え
て
煮
る
。
空
腹
時
に
こ
れ
を
服
用
す

れ
ば
、
こ
と
に
補
薬
に
ま
さ
る
（
効
果
が
あ
る
）。
ま
た
早
朝
に
目
覚
め
た
と
き
、

眼
を
閉
じ
た
ま
ま
歯
を
二
十
一
回
（
カ
チ
カ
チ
と
）
噛
み
合
わ
せ
て
、
つ
ば
を
の

み
こ
む
。
両
手
で
眼
の
上
を
熱
く
な
る
ま
で
さ
す
っ
て
数
回
押
さ
え
る
。
秋
の
三

か
月
に
こ
れ
を
行
え
ば
、
極
め
て
よ
く
眼
が
み
え
る
よ
う
に
な
る
。

　（
原
文
）
若
夏
月
好
吃
冷
物
過
多
、
至
秋
患
赤
白
痢
疾
兼
瘧
疾
者
、
宜
以
童
子
小
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便
二
升
、
并
大
腹
檳
榔
五
箇
細
刻
、
同
便
煎
取
八
合
、
下
生
薑
汁
一
合
、
和
收
起

臘
雪
水
一
鐘
。
早
朝
空
心
、
分
爲
二
服
、
瀉
出
三
两
行
、
夏
月
所
食
冷
物
。
或
胸

脱
有
宿
水
、
冷
膿
、
悉
為
此
藥
祛
逐
、
不
能
爲
患
。

　

此
湯
名
承
氣
、
雖
老
人
亦
可
服
之
、
損
元
氣
。
况
秋
痢
。
又
當
其
時
、
此
藥
又

理
脚
氣
、
悉
可
取
効
。
丈
夫
瀉
後
两
三
日
、
以
薤
白
煮
粥
、
加
羊
腎
同
煮
。
空
心

服
之
、
殊
勝
補
藥
。
又
當
清
晨
睡
覺
、
閉
目
叩
齒
二
十
一
下
、
嚥
津
、
以
两
手
搓

熱
熨
眼
數
次
。
于
秋
三
月
行
此
、
極
能
明
目
。

　（
訓
読
）
若も

し
夏
の
月
に
好
ん
で
冷
た
き
物
を
吃く

ら

う
こ
と
過
多
な
れ
ば
、
秋
に
至

り
て
赤せ

き

白は
く

の
痢り

疾し
つ

兼あ

わ
せ
て
瘧

ぎ
や
く

疾し
つ

を
患
う
者
、
宜よ

ろ

し
く
童ど

う

子し

の
小
便
二
升
、
并な

ら

び

に
大だ

い

腹ふ
く

檳び
ん

榔ろ
う　

五ご

箇こ

を
以も

つ

て
細こ

ま
か
く
刻き

ざ

み
、
同と

も

に
便す

な
わ
ち
煎せ

ん

じ
て
八
合
を
取
り
、
生せ

い

薑
き
よ
う

の
汁し

る

一
合
を
下た

ら

し
、
收

し
ゆ
う

起き

せ
し
臘ろ

う

の
雪せ

つ

水す
い

一い
つ

鐘し
よ
うに
和わ

す
べ
し
。
早
朝
の
空く

う

心し
ん

に
、

分わ

け
て
二に

服ふ
く

と
爲な

し
、
瀉し

や

出し
ゆ
つす

る
こ
と
三さ

ん

両り
よ
う

行こ
う

、
夏か

月げ
つ

食く

ら
う
所
の
冷
た
き
物
を

瀉
出
す
。
或あ

る

い
は
胸

き
よ
う

脱だ
つ

し
て
宿

し
ゆ
く

水す
い

、
冷れ

い

膿の
う

有あ

ら
ば
、
悉

こ
と
ご
とく
此こ

の
藥く

す
り
を
為つ

く

り
て
祛き

よ

逐ち
く

せ
ば
、
患わ

ず
ら
い
を
爲
す
こ
と
能あ

た

わ
ず
。

　

此こ

の
湯と

う

は
承

し
よ
う

氣き

と
名な

づ
く
。
老
人
と
雖い

え
ど
も
亦ま

た
之こ

れ
を
服
す
べ
く
、
元
氣
を
損そ

こ

な
わ
ず
。
况い

わ
ん
ん
や
秋

し
ゆ
う

痢り

を
や
。
又ま

た
其そ

の
時
に
當あ

た

り
、
此
の
藥
は
又
た
脚か

つ

氣け

を
理お

さ

め
、悉

こ
と
ご
とく
効こ

う

を
取
る
べ
し
。
丈

じ
よ
う

夫ふ

は
瀉し

や

し
て
後の

ち

の
两

り
よ
う

三さ
ん

日に
ち

、薤か
い

白は
く

を
以も

つ

て
粥か

ゆ

を
煮
て
、

羊よ
う

腎じ
ん

を
加
え
て
同と

も

に
煮
る
。
空く

う

心し
ん

に
之
れ
を
服
さ
ば
、
殊こ

と

に
補
藥
に
勝ま

さ

る
。
又
た

清せ
い

晨し
ん

の
睡す

い

覺か
く

に
當あ

た

り
て
、
目
を
閉
じ
て
齒は

を
叩た

た

く
こ
と
二
十
一
下か

、
津し

ん

を
嚥の

み
、

两
手
を
以も

つ

て
搓さ

熱ね
つ

し
て
眼
を
熨お

さ

え
る
こ
と
數す

う

次じ

。
秋
の
三
か
月
に
于お

い

て
此こ

れ
を
行

わ
ば
、
極き

わ

め
て
能
く
目
を
明
ら
か
に
す
。

　（
注
記
）
大
腹
檳
榔

：

大
腹
皮
は
ビ
ン
ロ
ウ
ヤ
シ
の
成
熟
果
実
の
果
皮
を
乾
燥
し

た
も
の
で
、
種
子
を
檳
榔
子
と
い
う
。『
圖
經
衍
義
本
草
』
巻
二
十
二
に
は
「
大
腹

檳
榔
」
の
記
載
が
あ
る
。 

承
気

：

承
気
は
気
分
を
落
ち
着
け
る
こ
と
。
承
気
湯
は
寒
性
の
瀉
下
薬
の
ひ
と
つ

と
さ
れ
る
。『
傷
寒
論
』
辨
太
陽
病
脈
證
并
治
に
は
、「
調
胃
承
気
湯
」「
桃
核
承
気

湯
」
の
名
が
記
さ
れ
る
。

薤
白

：

薤
白
頭
、
ユ
リ
科 

の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
地
下
鱗
茎
。『
本
草
綱
目
』
菜
之
一

に
「
詵
曰
、
薤
、
白
色
者
最
好
。
雖
有
辛
、
不
葷
五
臟
。
學
道
人
長
服
之
。
可
通

神
安
魂
魄
。
益
氣
續
筋
力
」
と
あ
る
。

　（
通
釈
）
ま
た
い
う
、
季
秋
は
こ
れ
を
容
平
（
平
静
を
容
れ
る
）
と
い
う
。
天
の

気
は
急
変
し
や
す
く
、
地
の
気
は
（
ま
だ
）
明
る
い
。
早
く
寝
て
早
く
起
き
、
に

わ
と
り
の
（
鳴
き
声
）
と
と
も
に
起
き
、
そ
の
心
持
ち
を
安
ら
か
に
さ
せ
、
秋
に

ふ
さ
わ
し
く
そ
の
身
体
を
ゆ
る
や
か
に
し
、
精
神
の
た
た
ず
ま
い
を
収
斂
し
、
秋

の
気
を
平
ら
か
に
さ
せ
る
。
そ
の
心
持
ち
を
外
に
は
せ
る
こ
と
な
く
、
肺
の
気
を

清
新
に
さ
せ
る
。
こ
れ
が
秋
の
気
へ
の
順
応
で
あ
り
、（
心
身
を
）
養
い
修
め
る
道

で
あ
る
。
こ
れ
に
逆
ら
う
な
ら
ば
、（
五
臓
の
金
の
）
肺
を
傷
つ
け
、
冬
に
な
る
と

（
気
が
）
し
み
出
て
外
に
も
れ
て
、（
心
身
に
気
を
）
収
蔵
す
る
者
は
少
な
い
。
秋

の
気
は
乾
燥
し
て
お
り
、
麻
（
胡
麻
）
を
食
し
て
、
秋
の
乾
燥
を
潤
す
の
が
よ
い
。
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冷
え
た
物
を
飲
ん
だ
り
、湿
っ
て
冷
め
た
い
下
着
を
着
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。（
孫

思
邈
の
）『
千
金
方
』
に
い
う
、「
秋
の
三
か
月
は
黄
蓍
等
の
丸
薬
を
一
、二
錠
服
用

す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
病
は
生
じ
な
い
」
と
。

　（
原
文
）
又
曰
、
季
秋
謂
之
容
平
。
天
氣
以
急
、
地
氣
以
明
。
早
臥
早
起
、
與
雞

俱
興
、
使
志
安
甯
、
以
緩
秋
形
、
収
斂
神
氣
、
使
秋
氣
平
。
無
外
其
志
、
使
肺
氣
清
。

此
秋
氣
之
應
、
養
收
之
道
也
。
逆
之
則
傷
肺
、
冬
渗
爲
泄
、
奉
藏
者
少
。
秋
氣
燥
、

宜
食
麻
、以
潤
其
燥
。
禁
寒
飮
、并
穿
寒
湿
内
衣
。
千
金
方
曰
、三
秋
服
黄
蓍
等
丸
一
、

二
劑
、
則
百
病
不
生
。

　（
訓
読
）
又ま

た
曰い

わ
く
、季
秋
は
之こ

れ
を
容よ

う

平へ
い

と
謂
う
。
天
氣
は
以も

つ

て
急
に
し
て
、

地
氣
は
以
て
明め

い

な
り
。
早
く
臥ふ

し
て
早
く
起
き
、
雞

に
わ
と
りと

俱と
も

に
興お

き
、
志こ

こ
ろ
ざ
し
を
し

て
安あ

ん

甯ね
い

な
ら
し
め
、
以
て
秋
形
を
緩ゆ

る

め
、
神
氣
を
収

し
ゆ
う

斂れ
ん

し
、
秋

し
ゆ
う

氣き

を
し
て
平た

い
ら
か
に

せ
し
む
。
其そ

の
志
ざ
し
を
外そ

と

に
す
る
無
く
、
肺
氣
を
し
て
清き

よ

か
ら
し
む
。
此こ

れ
秋

氣
の
應お

う

に
し
て
、
養や

し
な
い
收お

さ

む
る
の
道
な
り
。
之こ

れ
に
逆さ

か

ら
わ
ば
則
ち
肺
を
傷や

ぶ

り
、

冬
に
は
渗に

じ

み
て
泄せ

つ

を
爲
し
、
奉ほ

う

藏ぞ
う

す
る
者
少
な
し
。
秋
氣
は
燥そ

う

な
れ
ば
、
宜よ

ろ

し
く

麻ま

を
食く

ら

い
て
、
以
て
其
の
燥
を
潤う

る
お
す
べ
し
。
寒か

ん

飲い
ん

、
并な

ら

び
に
寒か

ん

湿し
つ

の
内な

い

衣い

を
穿う

が

つ

を
禁
ず
。
千
金
方
に
曰
わ
く
、
三
秋
は
黄お

う

蓍ぎ

等
の
丸
一
、二
劑
を
服
さ
ば
則
ち
百
病

生
ぜ
ず
、
と
。

　（
注
記
）
麻

：

胡
麻
の
こ
と
。『
禮
記
』
月
令
に
「
仲
秋
…
食
麻
與
犬
」（
仲
秋

に
は
…
胡
麻
と
犬
肉
を
食
べ
る
）
と
あ
る
。 

千
金
方

：

唐
の
孫
思
邈
の
著
。『
千
金
要
方
』『
備
急
千
金
要
方
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
千
金
方
曰
、
三
秋
服
黄
蓍
等
丸
一
、二
剤
、
則
百
病
不
生
」
の
記
載
箇
所
は
未
詳
。

黄
蓍

：
お
う
ぎ
。
マ
メ
科
の
植
物
。
性
は
温
。

肺
臓
秋
旺
（
肺
臓
の
働
き
は
秋
に
旺
盛
）

　（
通
釈
）（
五
臓
の
金
の
）
肺
は
（
五
方
の
）
西
方
に
属
し
、（
五
行
の
）
金
は
（
五

帝
の
）
白
帝
で
あ
る
。
そ
の
神
の
形
は
（
四
神
の
）
白
虎
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の

形
象
は
懸
磬
（
か
け
て
鳴
ら
す
石
の
楽
器
）
の
よ
う
で
あ
る
。
色
は
生
糸
を
紅
色

に
染
め
た
よ
う
で
あ
る
。（
肺
は
）
五
臓
の
上
に
あ
り
、
胸
に
対
し
て
覆
う
蓋
（
ふ

た
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
故
に
華
蓋
（
花
の
形
を
し
た
天
蓋
）
と
い
う
。
肺

は
た
ち
の
ぼ
る
意
で
あ
る
。
そ
の
気
が
た
ち
の
ぼ
っ
た
り
、
鬱う

つ

屈く
つ

し
た
り
す
る
こ

と
を
い
う
。

　

肺
の
重
さ
は
三
斤
三
両
、
六
葉
か
ら
な
り
、
両
方
に
耳
が
あ
る
の
で
、
総
計
八

葉
で
で
き
て
い
る
。（
五
臓
の
金
の
）
肺
は
（
五
臓
の
土
の
）
脾
の
子
で
あ
り
（
土

生
金
）、（
五
蔵
の
水
の
）
腎
の
母
で
あ
る
（
金
生
水
）。（
肺
の
）
下
に
は
七
魄
が

い
て
、
嬰
児
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
尸し

狗く

、
伏ふ

く

尸し

、
雀

じ
や
く

陰い
ん

、
吞ど

ん

賊ぞ
く

、
非ひ

毒ど
く

、

除じ
よ

穢わ
い

、辟へ
き

臭し
ゆ
う、と
名
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
七
つ
の
名
が
あ
る
。
夜
寝
て
夜
明
け
前
、

平
旦
の
刻
（
午
前
三
～
五
時
頃
）
に
、
歯
を
ひ
と
通
り
三
十
六
回
（
カ
チ
カ
チ
と
）

噛
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
肺
の
神
及
び
七
魄
の
名
を
呼
ぶ
と
、
五
臓
は
安
定
す
る
。

　
（
五
官
の
金
の
）
鼻
は
（
五
臓
の
金
の
）
肺
の
宮
で
あ
る
。
左
の
鼻
孔
を
（
十
干
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の
陽
の
）
庚
、
右
の
鼻
孔
を
（
十
干
の
陰
の
）
辛
と
す
る
。（
肺
は
）
気
に
お
い
て

は
咳
と
な
り
、
液
に
お
い
て
は
（
五
液
の
金
の
）
涕て

い

（
涙
）
と
な
り
、
形
に
お
い

て
は
（
五
体
の
金
の
）
皮
と
毛
と
な
る
。
身
体
の
上
部
に
お
い
て
は
、
肺
か
ら
気

を
通
じ
て
（
頭
部
に
あ
る
督
脈
の
経
穴
で
あ
る
）
腦
戸
に
至
り
、
身
体
の
下
部
に

お
い
て
は
、
肺
か
ら
気
を
通
じ
て
脾
の
中
に
至
る
。
こ
う
し
て
諸
々
の
気
は
肺
に

属
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
肺
は
呼
吸
の
根
源
で
あ
り
、（
身
体
に
気
を
お
く
る
）
伝
送

の
宮
殿
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
肺
の
脈
は
（
親
指
の
橈
側
の
爪
甲
の
付
け
根
あ
た

り
に
あ
る
経
穴
の
）
少
商
に
由
来
し
、
ま
た
魄
の
門
で
あ
る
。
長
く
寝
て
い
る
と

肺
の
気
を
傷
つ
け
る
。（
五
臓
の
水
の
）
腎
の
邪
気
が
（
五
臓
の
金
の
）
肺
に
入
る

と
（
五
液
の
金
の
）
涕
（
涙
）
が
多
く
で
る
。
肺
は
（
邪
気
が
）
右
に
生
ず
る
と
、

喘
息
を
ひ
き
起
こ
す
。（
五
腑
の
金
の
）
大
腸
は
（
五
臓
の
金
の
）
肺
に
対
応
す
る

府
で
あ
る
。
大
腸
は
肺
と
合
し
、
伝
送
と
瀉
出
（
流
し
出
す
）
を
つ
か
さ
ど
る
府

と
な
る
。（
五
官
の
金
の
）
鼻
は
（
五
臓
の
金
の
）
肺
の
宮
で
あ
る
。
肺
の
気
が

通
じ
て
い
る
と
、
鼻
は
香
り
や
臭
い
を
知
覚
す
る
。（
五
臓
の
金
の
）
肺
は
（
五
体

の
金
の
）
皮
と
合
す
る
と
、（
同
じ
五
体
の
金
の
）
毛
を
伸
ば
す
。（
五
体
の
金
の
）

皮
が
か
さ
か
さ
に
な
っ
て
毛
が
抜
け
落
ち
る
の
は
、（
五
臓
の
金
の
）
肺
が
ま
ず
死

滅
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　（
原
文
）
肺
屬
西
方
、
金
爲
白
帝
。
神
形
如
白
虎
、
象
如
懸
磬
。
色
如
縞
映
紅
。

居
五
臓
之
上
、
對
胸
若
覆
蓋
然
。
故
為
華
蓋
。
肺
者
勃
也
。
言
其
氣
勃
鬱
也
。

　

重
三
觔
三
两
、
六
葉
两
耳
、
總
計
八
葉
。
肺
爲
脾
子
、
爲
腎
母
。
下
有
七
魄
、

如
嬰
児
。
名
尸
狗
、
伏
尸
、
雀
陰
、
吞
賊
、
非
毒
、
除
穢
、
辟
臭
。
乃
七
名
也
。

夜
臥
及
平
旦
時
、
叩
齒
三
十
六
通
、
呼
肺
神
及
七
魄
名
、
以
安
五
臓
。

　

鼻
爲
之
宮
。
左
爲
庚
、
右
爲
辛
。
在
氣
爲
咳
、
在
液
爲
涕
、
在
形
爲
皮
毛
也
。

上
通
氣
至
腦
戸
、
下
通
氣
至
脾
中
。
是
以
諸
氣
屬
肺
。
故
肺
為
呼
吸
之
根
源
、
爲

傳
送
之
宮
殿
也
。
肺
之
脈
出
于
少
商
、又
爲
魄
門
。
久
臥
傷
氣
。
腎
邪
入
肺
則
多
涕
、

肺
生
于
右
爲
喘
咳
。
大
腸
爲
肺
之
府
。
大
腸
與
肺
合
、
爲
傳
瀉
行
導
之
府
。
鼻
爲

肺
之
宮
。
肺
氣
通
則
鼻
知
香
臭
。
肺
合
于
皮
、
其
榮
毛
也
。
皮
枯
而
毛
落
者
、
肺

先
死
也
。

　（
訓
読
）
肺
は
西
方
に
屬
し
、
金
を
白は

く

帝て
い

と
爲
す
。
神し

ん

の
形
は
白

び
や
く

虎こ

の
如ご

と

く
、
象

し
よ
う

は
懸け

ん

磬け
い

の
如
し
。
色
は
縞こ

う

の
紅こ

う

に
映は

ゆ
る
が
如
し
。
五
臓
の
上
に
居
り
、
胸
に
對

し
て
覆ふ

く

蓋が
い

す
る
が
若ご

と

く
然し

か

り
。
故ゆ

え

に
華か

蓋が
い

と
爲
す
。
肺
は
勃ぼ

つ

な
り
。
其そ

の
氣
の
勃ぼ

つ

鬱う
つ

す
る
を
言
う
な
り
。

　

重
さ
は
三さ

ん

觔き
ん

三さ
ん

两り
よ
う、
六り

く

葉よ
う

两
り
よ
う

耳じ

あ
り
、
總そ

う

計け
い

八は
ち

葉よ
う

な
り
。
肺
は
脾
の
子
爲た

り
て
、

腎
の
母
爲
り
。
下し

た

に
は
七し

ち

魄は
く

有
り
て
、
嬰え

い

児じ

の
如ご

と

し
。
尸し

狗く

、
伏ふ

く

尸し

、
雀

じ
や
く

陰い
ん

、
吞ど

ん

賊ぞ
く

、非ひ

毒ど
く

、除じ
よ

穢わ
い

、辟へ
き

臭し
ゆ
うと
名な

づ
く
。
乃す

な
わ
ち
七し

ち

名め
い

な
り
。
夜
臥ふ

し
て
平へ

い

旦た
ん

に
及お

よ

ぶ
の
時
、

齒は

を
叩た

た

く
こ
と
三
十
六
通
、
肺
の
神
及
び
七
魄
の
名
を
呼
べ
ば
、
以
て
五
臓
を
安

ん
ず
。

　

鼻
は
之こ

れ
が
宮
爲た

り
。
左
を
庚こ

う

と
爲な

し
、
右
を
辛し

ん

と
爲
す
。
氣
に
在
り
て
は
咳せ

き

と
爲な

り
、
液
に
在
り
て
は
涕て

い

と
爲
り
、
形
に
在
り
て
は
皮
毛
と
爲
る
。
上
は
氣
を

通
じ
て
腦の

う

戸こ

に
至
り
、
下
は
氣
を
通
じ
て
脾ひ

中ち
ゆ
うに

至
る
。
是こ

こ

を
以も

つ

て
諸も

ろ

も
ろ
の
氣
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は
肺
に
屬
す
。
故
に
肺
は
呼
吸
の
根
源
爲た

り
て
、
傳で

ん

送そ
う

の
宮
殿
爲
る
な
り
。
肺
の

脈
は
少

し
よ
う

商し
よ
うよ

り
出い

で
、
又ま

た
魄は

く

の
門
爲
り
。
久
し
く
臥ふ

さ
ば
氣
を
傷や

ぶ

る
。
腎
の
邪

は
肺
に
入い

れ
ば
則す

な
わ
ち
涕

な
み
だ

多
く
、
肺
は
右
に
生
ず
れ
ば
、
喘ぜ

ん

咳が
い

を
爲な

す
。
大
腸
は
肺

の
府
爲た

り
。
大
腸
は
肺
と
合が

つ

し
、
傳で

ん

瀉し
や　

行こ
う

導ど
う

の
府
爲
り
。
鼻
は
肺
の
宮
爲
り
。

肺
氣
通
ず
れ
ば
則
ち
鼻
は
香
臭
を
知
る
。肺
は
皮
と
合
す
れ
ば
、其
れ
毛
を
榮し

げ

ら
す
。

皮
枯
れ
て
毛
落
つ
る
者
は
、
肺
先
ず
死
す
。

　（
注
記
）懸
磬

：

磬
は
く
の
字
の
形
を
し
た
石
の
楽
器
。
木
枠
に
懸
け
て
鳴
ら
す
。

華
蓋

：

天
子
の
御
車
の
花
の
形
を
し
た
天
蓋
。
肺
が
臓
腑
の
な
か
で
も
上
部
に
あ

る
こ
と
で
「
華
蓋
」
と
称
さ
れ
た
。
明
の
『
難
経
集
注
』、
巻
之
三
「
肺
為
華
蓋
。

位
亦
居
膈
」、『
霊
枢
』
九
針
論
篇
に
は
「
肺
者
、
五
藏
六
府
之
蓋
也
」
と
あ
る
。

七
魄

：

道
教
で
い
う
三
魂
七
魄
に
よ
る
。
北
宋
の
張
君
房
編
『
雲
笈
七
籤
』
巻

五
十
四
に
は
、
三
魂
は
「
正
一
真
人
居
鶴
鳴
山
洞
、
告
趙
升
曰
、
夫
人
身
有
三
魂
。

一
名
胎
光
、
太
清
陽
和
之
氣
也
。
一
名
爽
靈
、
陰
氣
之
變
也
。
一
名
幽
精
、
陰
氣

之
雜
也
」
と
し
、
七
魄
は
「
其
第
一
魄
名
尸
狗
、
其
第
二
魄
名
伏
矢
、
其
第
三
魄

名
雀
陰
、
其
第
四
魄
名
吞
賊
、
其
第
五
魄
名
非
毒
、
其
第
六
魄
名
除
穢
、
其
第
七

魄
名
臭
肺
」（
制
七
魄
法
）
と
あ
る
。

鼻
為
之
宮

：
鼻
は
五
官
の
金
に
あ
た
る
。

少
商

：
手
の
太
陰
肺
経
に
属
す
る
経
穴
。
親
指
の
橈と

う

側そ
く

の
爪
甲
の
付
け
根
、
角
か

ら
一
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
商
は
五
音
の
金
。
少
商
の
位
置
に
つ
い
て
、『
霊
枢
』

本
輸
篇
に
は
「
肺
出
於
少
商
。
少
商
者
、
手
大
指
端
内
側
也
」、
淸
の
『
針
灸
集
成
』

巻
一
に
は
、「
爪
甲
角
距
肉
三
分
許
、
與
第
一
節
橫
紋
頭
相
直
」
と
あ
る
。

　（
通
釈
）
肺
は
（
五
行
の
）
金
を
納
め
る
。
金
は
（
十
二
支
の
陽
木
の
）
寅
に
気

を
受
け
、（
十
二
支
の
陰
火
の
）巳
に
生
じ
、（
十
二
支
の
陰
金
の
）酉
に
旺
盛
と
な
り
、

（
十
二
支
の
陰
水
の
）
亥
に
疲
弊
し
、（
十
二
支
の
陽
水
の
）
子
に
死
し
、（
十
二
支

の
陰
水
の
）
丑
に
墓
に
埋
葬
さ
れ
る
。（
五
行
の
金
は
）
秋
日
に
あ
た
り
、（
十
干

の
金
は
）
庚
辛
と
し
、（
十
二
支
の
金
は
）
申
酉
と
す
る
。
そ
の
声
は
（
五
音
の
金
の
）

商
、そ
の
色
は
（
五
色
の
金
の
）
白
色
、そ
の
味
は
（
五
味
の
金
の
）
辛
味
（
か
ら
味
）、

そ
の
臭
は
（
五
臭
の
金
の
）
腥せ

い

で
あ
る
。（
五
臓
の
火
の
）
心
の
邪
は
（
五
臓
の
金

の
）
肺
に
入
る
と
（
五
臭
の
金
の
）
腥
で
悪
臭
と
な
る
。
そ
の
性
は
（
五
常
の
金
の
）

義
、
そ
の
情
は
慮
に
あ
た
る
。
肺
は
外
界
で
は
五
嶽
（
の
金
に
）
対
応
し
て
い
る
。

天
上
に
お
い
て
は
（
五
星
の
金
の
）
太
白
星
の
精
に
通
じ
て
い
る
。
秋
の
壬
日
に

は
太
白
の
気
を
備
え
て
い
る
。（
そ
れ
が
五
臓
の
金
の
）
肺
に
入
り
、
肺
の
神
を
助

け
る
。

　
（
五
臓
の
金
の
）
肺
に
風
邪
の
気
が
あ
る
と
、（
五
官
の
金
の
）
鼻
の
孔
が
ふ
さ

が
る
。
顔
色
が
や
つ
れ
て
い
る
者
は
、
肺
が
乾
燥
し
て
い
る
（
五
気
の
金
は
燥
）。

鼻
に
か
ゆ
み
が
あ
る
者
は
、
肺
に
虫
が
い
る
。
恐
れ
を
感
じ
や
す
い
者
は
、（
五
神

の
金
の
）
魄
が
肺
か
ら
離
れ
て
い
る
。
身
体
（
の
色
）
が
ど
す
黒
い
者
は
、
肺
の

気
が
微
弱
で
あ
る
。
怒
り
っ
ぽ
い
者
は
、
肺
の
働
き
が
盛
ん
で
あ
る
。
寒
さ
に
耐

え
ら
れ
な
い
者
は
、
肺
が
疲
労
し
て
い
る
。
肺
が
疲
労
し
て
い
る
と
よ
く
眠
る
。
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好
ん
で
辛
辣
の
味
（
辛
く
て
舌
が
ひ
り
ひ
り
す
る
）
の
も
の
を
食
べ
る
者
は
、
肺

の
気
が
足
り
な
い
。
腸
が
鳴
る
者
は
、
肺
の
気
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
。
肺
の
邪
気

が
自
然
と
身
体
に
入
る
者
は
、
よ
く
笑
う
。
も
と
も
と
者
の
顔
色
に
つ
や
が
あ
っ

て
白
い
者
は
、
肺
に
病
は
な
い
。
肺
に
疾
病
が
あ
れ
ば
、
呬sì

と
発
声
し
て
こ
れ

を
除
け
。
わ
け
も
な
く
呬sì

と
発
声
す
る
の
は
よ
く
な
い
。

　

秋
の
三
か
月
（
太
陰
太
陽
暦
の
十
月
～
十
二
月
）
は
金
の
気
が
旺
盛
で
あ
り
、

肅
殺
（
万
物
を
枯
死
さ
せ
る
）
を
つ
か
さ
ど
る
。
万
物
は
枯
れ
て
死
滅
す
る
。
肺

の
七
魄
を
安
定
さ
せ
、
そ
の
形
状
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
は
、
仁
を
心
に
持
っ

て
万
物
を
は
ぐ
く
み
、
恩
恵
を
（
他
に
）
施
し
、
姿
か
た
ち
を
引
き
締
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
陰
陽
は
形
を
分
け
、
万
物
は
収
斂
し
て
肅
殺
す
る
。
雀
の
よ
う
に

（
早
く
）
寝
て
、
鶏
の
よ
う
に
（
早
く
）
起
き
る
。
草
木
を
伐
採
し
て
、
秋
の
気
に

し
た
が
う
。
肺
の
剛
の
気
を
増
強
す
れ
ば
、（
身
体
を
）
邪
気
は
侵
さ
な
い
。
こ
れ

に
さ
か
ら
え
ば
、
五
臓
が
乖
離
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
病
が
発
症
す
る
。

　（
原
文
）
肺
納
金
。
金
氣
受
于
寅
、
生
于
巳
、
旺
于
酉
、
病
于
亥
、
死
于
午
（
子
）、

墓
于
丑
。
爲
秋
日
、
爲
庚
辛
、
爲
申
酉
。
其
聲
商
、
其
色
白
、
其
味
辛
、
其
臭
腥
。

心
邪
入
肺
則
惡
腥
也
。
其
性
義
、
其
情
慮
。
肺
之
外
應
五
嶽
、
上
通
太
白
之
精
。

于
秋
之
壬
日
、
存
太
白
之
氣
。
入
于
肺
、
以
助
肺
神
。

　

肺
風
者
、
鼻
卽
塞
也
。
容
色
枯
者
、
肺
乾
也
。
鼻
痒
者
、
肺
有
蠱
也
。
多
恐
懼

者
、
魄
離
于
肺
也
。
身
体
黧
黑
者
、
肺
氣
微
也
。
多
怒
氣
者
、
肺
盛
也
。
不
耐
寒

者
、
肺
勞
也
。
肺
勞
、
則
多
睡
。
好
食
辛
辣
者
、
肺
不
足
也
。
腸
鳴
者
、
肺
氣
壅

也
。
肺
邪
自
入
者
、
則
好
笑
。
故
人
之
顔
色
瑩
者
、
則
肺
無
病
也
。
肺
有
疾
、
用
呬
、

以
抽
之
。
無
故
而
呬
不
祥
也
。

　

秋
三
月
金
旺
、
主
殺
。
萬
物
枯
損
。
欲
安
其
魄
、
而
存
其
形
者
、
當
含
仁
育
物
、

施
恩
斂
容
。
陰
陽
分
形
、
萬
物
收
殺
。
雀
臥
、
雞
起
。
斬
伐
草
木
、
以
順
秋
氣
。

長
肺
之
剛
、
則
邪
氣
不
侵
。
逆
之
則
五
臓
乖
、
而
諸
病
作
矣
。

　（
訓
読
）肺
は
金
を
納
む
。
金
は
氣
を
寅い

ん

に
受
け
、巳し

に
生し

よ
う

じ
、酉ゆ

う

に
旺さ

か

ん
に
し
て
、

亥が
い

に
病へ

い

し
、
子し

に
死
し
、
丑ち

ゆ
う
に
墓は

か

す
。
秋

し
ゆ
う

日じ
つ

と
爲な

し
、
庚こ

う

辛し
ん

と
爲
し
、
申し

ん

酉ゆ
う

と
爲
す
。

其そ

の
聲せ

い

は
商し

よ
う
、
其
の
色
は
白
、
其
の
味
は
辛
、
其
の
臭し

ゆ
う
は
腥せ

い

。
心
の
邪
は
肺
に
入い

れ
ば
則
ち
惡あ

く

腥せ
い

た
り
。
其
の
性
は
義ぎ

、其
の
情
は
慮り

よ

。
肺
は
之こ

れ
外
は
五ご

嶽が
く

に
應お

う

じ
、

上
は
太た

い

白は
く

の
精
に
通
ず
。
秋
の
壬じ

ん

日じ
つ

に
お
い
て
は
、
太
白
の
氣
を
存
す
。
肺
に
入

り
て
、
以
て
肺
の
神し

ん

を
助た

す

く
。

　

肺
に
風
あ
る
者
は
、鼻は

な

は
卽す

な
わ

ち
塞ふ

さ

が
る
。
容よ

う

色し
よ
く

枯か

る
る
者
は
、肺
の
乾か

わ

け
ば
な
り
。

鼻
痒か

ゆ

き
者
は
、
肺
に
蠱こ

有
り
。
恐

き
よ
う

懼く

多
き
者
は
、
魄は

く　

肺
を
離
る
。
身
体
黧れ

い

黑こ
く

な

る
者
は
、
肺
氣
微か

す

か
な
り
。
怒ど

氣き

多
き
者
は
、
肺
盛
ん
な
り
。
寒か

ん

に
耐
え
ざ
る
者

は
、肺　

勞つ
か

る
。
肺
勞
る
れ
ば
、則
ち
睡ね

む

る
こ
と
多
し
。
好
く
辛し

ん

辣ら
つ

を
食
ら
う
者
は
、

肺
足
ら
ず
。
腸

ち
よ
う

鳴
る
者
は
、
肺
氣
壅ふ

さ

が
る
。
肺
邪　

自
お
の
づ
から
入い

る
者
は
、
則す

な
わ
ち
好
く

笑
う
。
故も

と

よ
り
人
の
顔
色　

瑩え
い

白は
く

な
る
者
は
、則
ち
肺
に
病
無
し
。
肺
に
疾し

つ

有
ら
ば
、

呬
を
用も

ち

い
て
、
以も

つ

て
之こ

れ
を
抽ひ

く
。
故ゆ

え

無
く
し
て
呬
す
る
は
不
祥
な
り
。

　

秋
の
三
か
月
は
金
旺さ

か

ん
に
し
て
、
殺さ

つ

を
主

つ
か
さ
どる
。
萬
物
枯こ

損そ
ん

す
。
其
の
魄は

く

を
安や

す

ん

じ
て
、
其
の
形
を
存
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
當ま

さ

に
仁
を
含
み
て
物
を
育は

ぐ
く

み
、
恩お

ん

を
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施ほ
ど
こし

て
容か

た
ち

を
斂お

さ

む
べ
し
。
陰
陽
は
形
を
分わ

か
ち
、
萬ば

ん

物ぶ
つ

は
收

し
ゆ
う

殺さ
つ

す
。
雀じ

や
く

の
ご
と
く

臥ふ

し
、
雞け

い

の
ご
と
く
起お

く
。
草そ

う

木も
く

を
斬ざ

ん

伐ば
つ

し
、
以
て
秋
氣
に
順し

た
が

う
。
肺
の
剛ご

う

を
長

ち
よ
う

ず
れ
ば
、
則
ち
邪
氣
侵
さ
ず
。
之
れ
に
逆
え
ば
、
則
ち
五
臓
乖は

な

れ
て
、
諸し

よ

病び
よ
う

作お
こ

る
。

　（
注
記
）
死
于
午

：

午
は
子
の
誤
り
。
十
二
支
に
よ
る
十
二
運
（
長
生
、
沐
浴
、

冠
帯
、
建
禄
、
帝
旺
、
衰
、
病
、
死
、
墓
、
絶
、
胎
、
養
）
に
も
と
づ
く
。
酉
が

旺
で
あ
れ
ば
、
巳
は
長
生
、
午
は
沐
浴
、
未
は
冠
帯
、
申
は
建
禄
、
酉
は
帝
旺
、

戌
は
衰
、
亥
は
病
、
子
は
死
、
丑
は
墓
、
寅
は
絶
、
卯
は
胎
、
辰
は
養
、
と
な
る
。

腥

：

豚
肉
の
な
ま
ぐ
さ
さ
を
い
う
。

黧
黑

：

黄
黒
味
を
帯
び
た
黒
の
こ
と
。

相
肺
臓
病
法
（
肺
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）

　（
通
釈
）
肺
の
病
は
熱
を
持
つ
と
、
右
の
頬
が
赤
く
な
る
。
肺
の
病
は
顔
色
が
青

白
く
、
毛
髪
は
枯
れ
て
ぱ
さ
ぱ
さ
に
な
る
。
息
切
れ
が
し
て
咳
を
し
、
気
が
逆
流

す
る
と
、
胸
、
背
中
、
両
方
の
手
足
が
し
き
り
に
痛
む
。
あ
る
い
は
美
人
と
交
合

す
る
夢
を
み
る
。
あ
る
い
は
花
旗
、
衣
甲
、
日
月
、
雲
鶴
で
飾
っ
た
貴
人
と
あ
い

交
わ
る
夢
を
み
る
。
肺
が
虚
で
あ
る
と
、
気
が
短
く
な
り
、
息
を
調
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
肺
に
燥
邪
が
は
い
る
と
、
の
ど
が
渇
く
。
肺
に
風
邪
が
は
い
る
と
、

た
く
さ
ん
汗
を
か
き
、
風
に
吹
か
れ
る
の
を
畏
れ
る
。
咳
を
し
て
気
息
が
た
え
だ

え
に
な
る
と
、
あ
け
方
は
お
さ
ま
っ
て
も
、
夕
方
に
は
ひ
ど
く
な
る
。(

金
気
の)

気
息
の
病
が
逆
上
し
た
な
ら
ば
、
急
い
で
（
五
味
の
火
の
）
苦
味
（
に
が
味
）
の

も
の
を
食
べ
て
こ
れ
を
外
へ
出
す
（
火
剋
金
）。
ま
た
い
う
、（
五
味
の
木
の
）
酸

味
の
も
の
を
食
べ
て
（
金
の
気
息
の
病
を
）
お
さ
め
、（
五
味
の
金
の
）
辛
味
を
用

い
て
こ
れ
を
補
い
、（
五
味
の
火
の
）
苦
味
を
用
い
て
こ
れ
を
外
へ
出
す
、
と
。
冷

た
い
も
の
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。
肺
は
寒
気
を
嫌
う
か
ら
で
あ
る
。

　

肺
に
病
が
あ
る
と
、
香
り
や
臭
い
な
ど
が
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
。
鼻
に
ポ
リ
ー

プ
が
生
じ
、
あ
る
い
は
か
さ
や
皮
膚
病
が
生
じ
る
と
、
皮
膚
は
乾
燥
し
て
痒
み
が

出
る
。
肺
の
気
が
旺
盛
と
な
り
、
咳
が
逆
上
し
て
、
膿
み
や
血
を
吐
き
出
す
。（
そ

ん
な
時
は
）
排
風
散
を
服
用
す
る
の
が
よ
い
。

　（
原
文
）
肺
病
熱
、右
頬
赤
。
肺
病
色
白
、而
毛
槁
。
喘
欬
氣
逆
、胸
背
四
肢
煩
痛
。

或
夢
美
人
交
合
、或
見
花
旛
衣
甲
、日
月
雲
鶴
貴
人
相
臨
。肺
虛
、則
氣
短
不
能
調
息
。

肺
燥
、
則
喉
乾
。
肺
風
、
則
多
汗
畏
風
。
欬
如
氣
喘
、
旦
善
、
暮
甚
。
氣
病
上
逆
、

急
食
苦
、
以
泄
之
。
又
曰
、
宜
酸
以
收
之
、
用
辛
以
補
之
、
苦
以
瀉
之
。
禁
食
寒
。

肺
惡
寒
也
。

　

肺
有
病
、
不
聞
香
臭
。
鼻
生
瘜
肉
、
或
生
瘡
疥
、
皮
膚
燥
痒
。
氣
盛
咳
逆
、
唾

吐
膿
血
。
宜
服
排
風
散
。

　（
訓
読
）
肺
の
病や

ま
い
は
熱
あ
ら
ば
、
右
の
頬ほ

お

赤
し
。
肺
の
病
は
色
白
く
し
て
、
毛け　

槁か

れ
る
。
喘ぜ

ん

欬が
い

の
氣
逆ぎ

や
くな

れ
ば
、
胸

き
よ
う

背は
い

四し

肢し

は
煩し

き

り
に
痛
む
。
或あ

る

い
は
美
人
交こ

う

合ご
う

す
る
を
夢ゆ

め

む
、
或
い
は
花か

旛は
ん

衣い

甲こ
う

、
日に

ち

月げ
つ

雲う
ん

鶴か
く

の
貴
人
相あ

い
臨の

ぞ

む
を
見
る
。
肺　

虚き
よ

な
れ
ば
、
則す

な
わ

ち
氣
短
く
調

ち
よ
う

息そ
く

す
る
こ
と
能
わ
ず
。
肺　

燥そ
う

な
れ
ば
、
則
ち
喉の

ど

乾か
わ
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く
。
肺
に
風
あ
ら
ば
、
則
ち
汗あ

せ

多
く
し
て
風
を
畏お

そ

る
。
欬が

い

し
て
氣き

喘ぜ
ん

な
る
が
如
き

は
、
旦あ

し
た

は
善よ

き
も
、
暮く

れ

は
甚は

な
は

だ
し
。
氣
の
病　

上
じ
よ
う

逆ぎ
や
くせ

ば
、
急
ぎ
苦く

を
食
ら
い
て
、

以も
つ

て
之こ

れ
を
泄せ

つ

す
。
又ま

た
曰い

わ
く
、
宜よ

ろ

し
く
酸さ

ん

以
て
之
れ
を
收お

さ

め
、
辛し

ん

を
用も

ち

い
て

以
て
之
れ
を
補お

ぎ
な
い
、
苦
以
て
之
れ
を
瀉し

や

す
べ
し
。
寒か

ん

を
食く

ら
う
を
禁
ず
。
肺
は
寒

を
惡に

く

め
ば
な
り
。

　

肺
に
病
有
ら
ば
、香こ

う

臭し
ゆ
う

聞
か
ず
。
鼻
に
瘜そ

く

肉に
く

を
生
じ
、或あ

る

い
は
瘡そ

う

疥か
い

を
生
ず
れ
ば
、

皮
膚
は
燥か

わ

き
て
痒か

ゆ

し
。
氣
盛さ

か

ん
に
し
て
咳が

い

逆ぎ
や
くす
れ
ば
、
膿の

う

血け
つ

を
唾だ

吐と

す
。
宜よ

ろ

し
く

排は
い

風ふ
う

散さ
ん

を
服
す
べ
し
。

　（
注
記
）
瘜
肉

：

瘜
は
ポ
リ
ー
プ
。

瘜
疥

：

瘡
は
か
さ
、
で
き
も
の
。
疥
は
白
い
斑
紋
が
で
き
る
皮
膚
病
。

排
風
散

：

た
と
え
ば
明
の
『
遵
生
八
牋
』
巻
五
に
は
相
肺
臓
病
法
と
し
て
同
様
の

文
が
記
さ
れ
、
つ
い
で
排
風
散
の
配
合
と
し
て
「
人
參
、
丹
參
、
防
風
、
天
雄
、

秦
艽
、
山
茱
萸
、
沙
參
、
虎
骨
酥
炙
、
山
藥
、
天
麻
、
羌
活
」（
分
量
は
省
略
）
と

あ
る
。
風
は
体
表
を
お
か
す
病
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
風
を
薬
に
よ
っ
て

消
す
こ
と
で
皮
膚
病
を
治
す
の
で
あ
る
。

冬
季
攝
生
消
息
（
冬
季
の
養
生
の
指
針
）

　（
通
釈
）
冬
の
三
か
月
は
天
地
（
の
気
）
が
閉
塞
し
て
陽
気
が
伏
蔵
し
、水
は
凍
り
、

地
は
裂
け
る
。
陽
気
を
乱
し
て
は
な
ら
な
い
。（
夜
は
）
早
く
寝
て
（
朝
は
）
遅
く

起
き
、
太
陽
が
昇
る
の
を
待
つ
。
寒
さ
を
避
け
て
暖
か
く
し
、（
む
や
み
に
）
皮
膚

を
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
さ
か
ら
え
ば
腎
を
傷
つ
け
る
。（
ま
た
）
春
に

な
っ
て
か
ら
下
肢
が
な
え
て
暖
ま
ら
ず
、（
春
の
）
生
気
を
享
受
で
き
る
者
は
少
な

い
。こ
の（
冬
の
）時
期
は
陽
が
体
内
に
あ
っ
て
伏
蔵
し
て
い
る
。疾
病
が
あ
る
な
ら
、

外
に
吐
き
出
す
と
よ
い
。

　

心
と
膈
膜
の
間
に
高
熱
が
あ
れ
ば
、
発
汗
を
避
け
る
。
陽
気
を
も
ら
す
こ
と
を

恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
酒
に
浸
し
た
補
薬
、あ
る
い
は
薬
酒
を
一
、二
杯
服
用
し
て
、

陽
気
を
迎
え
る
の
が
よ
い
。
寝
る
時
に
は
、（
そ
の
前
に
）
少
し
休
憩
し
て
ゆ
っ
く

り
す
る
の
が
よ
い
。寒
さ
が
極
ま
っ
た
と
き
は
、は
じ
め
て
綿
の
衣
を
加
え
て
、徐
々

に
厚
さ
を
加
え
て
、
一
度
に
多
く
の
衣
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
。
寒
く
な
け
れ
ば
、

（
加
え
る
の
を
）
や
め
る
。
し
き
り
に
大
き
な
火
を
用
い
て
、（
体
を
）
あ
ぶ
っ
て

は
い
け
な
い
。
も
っ
と
も
激
し
く
人
の
身
体
を
そ
こ
な
う
か
ら
で
あ
る
。
手
足
は

心
に
対
応
し
て
お
り
、
火
で
手
を
あ
ぶ
り
、
火
を
ひ
い
て
心
に
入
れ
る
と
、（
そ
の

火
が
）
人
を
煩
わ
せ
乾
燥
さ
せ
る
。
火
に
近
づ
け
て
食
べ
物
を
あ
ぶ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　（
原
文
）冬
三
月
、天
地
閉
藏
、水
冰
、地
坼
。
無
擾
乎
陽
。
早
臥
晩
起
、以
待
日
光
。

去
寒
就
温
、
毋
泄
皮
膚
。
逆
之
腎
傷
。
春
爲
痿
厥
、
奉
生
者
少
。
斯
時
伏
陽
在
内
。

有
疾
宜
吐
。

　

心
膈
多
熱
、
所
忌
發
汗
。
恐
泄
陽
氣
故
也
。
宜
服
酒
浸
補
藥
、
或
山
藥
酒
一
、二

杯
、
以
迎
陽
氣
。
寝
臥
之
時
、
稍
宜
虛
歇
。
寒
極
、
方
加
緜
衣
、
以
漸
加
厚
。
不
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得
一
頓
便
多
。
惟
無
寒
、
卽
已
。
不
得
頻
用
大
火
烘
炙
。
尤
甚
損
人
。
手
足
應
心
、

不
可
以
火
炙
手
、
引
火
入
心
、
使
人
煩
燥
。
不
可
就
火
烘
炙
食
物
。

　（
訓
読
）
冬
の
三
か
月
、
天
地
は
閉へ

い

藏ぞ
う

し
、
水
は
冰こ

お

り
、
地
は
坼さ

く
。
陽
を
擾み

だ

す

な
か
れ
。
早
く
臥ふ

し
晩お

そ

く
起
き
、
以も

つ

て
日
光
を
待
つ
。
寒か

ん

を
去さ

り
て
温お

ん

に
就
き
て
、

皮
膚
を
泄せ

つ

す
な
か
れ
。
之こ

れ
に
逆さ

か

ら
え
ば
腎
傷や

ぶ

る
。
春
は
痿い

厥け
つ

を
爲な

し
、
生せ

い

を
奉ほ

う

ず
る
者
少
な
し
。斯こ

の
時　

陽
は
伏
し
て
内
に
在
り
。疾し

つ

有あ

ら
ば
宜よ

ろ

し
く
吐と

す
べ
し
。

　

心し
ん

膈か
く

に
熱
多
け
れ
ば
、忌い

む
所
は
發は

つ

汗か
ん

な
り
。陽
氣
を
泄せ

つ

す
を
恐
る
る
が
故ゆ

え

な
り
。

宜よ
ろ

し
く
酒
に
浸ひ

た

し
た
る
補
藥
、
或あ

る

い
は
山さ

ん

藥や
く

の
酒
一
、二
杯
を
服
し
、
以も

つ

て
陽
氣
を

迎む
か

う
べ
し
。
寝し

ん

臥が

の
時
、
稍や

や

宜
し
く
虚き

よ

歇け
つ

す
べ
し
。
寒
さ
極き

わ

ま
れ
ば
、
方ま

さ

に
緜め

ん

衣い

を
加
え
、
以
て
漸よ

う
や
く
厚
き
を
加
う
。
一い

ち

頓と
ん

に
便す

な
わ
ち
多
き
を
得
ざ
れ
。
惟た

だ
寒
き
こ

と
無
く
ん
ば
、
卽す

な
わ
ち
已や

む
。
頻し

き

り
に
大た

い

火か

を
用
い
て
烘こ

う

炙し
や

す
る
を
得
ざ
れ
。
尤も

つ
と
も

甚は
な
はだ

し
く
人
を
損
な
う
。
手
足
は
心
に
應
じ
、
火
を
以
て
手
を
炙あ

ぶ

り
、
火
を
引
き

て
心
に
入い

ら
し
め
ば
、
人
を
し
て
煩は

ん

燥そ
う

せ
し
む
。
火
に
就つ

き
て
食

し
よ
く

物も
つ

を
烘こ

う

炙し
や

す
べ

か
ら
ず
。

　（
注
記
）
冬
三
月
天
地
閉
藏
。
～

：『
素
問
』
四
季
調
神
大
論
篇
に
、「
冬
三
月

此
為
閉
藏
。
水
冰
地
坼
。
勿
擾
乎
陽
。
早
臥
晚
起
、
必
待
日
光
。
使
志
若
伏
、
若

匿
、
若
有
私
意
、
若
已
有
得
。
去
寒
就
溫
、
無
洩
皮
膚
、
使
氣
極
奪
。
此
冬
氣
之
應
、

養
藏
之
道
也
。
逆
之
則
傷
腎
、
春
為
痿
厥
、
奉
生
者
少
」
と
あ
る
。

痿
厥

：
下
肢
が
痿
弱
す
る
こ
と
、
痿
は
な
え
る
、
手
足
の
力
が
な
く
な
る
こ
と
。

虚
歇

：

虚
は
ゆ
っ
た
り
す
る
、
歇
は
休
息
す
る
こ
と
。

一
頓

：

一
気
に
。　
　

烘
炙

：
あ
ぶ
っ
て
暖
め
る
こ
と
。

　（
通
釈
）
涼
寒
性
の
薬
は
大
熱
を
ひ
き
お
こ
す
病
を
治
さ
な
い
。
温
熱
性
の
薬
は

ひ
ど
い
悪
寒
を
ひ
き
お
こ
す
病
を
治
さ
な
い
。
水
は
湿
潤
に
の
み
就
き
、
火
は
乾

燥
に
の
み
就
く
か
ら
で
あ
る
。（
冬
の
）
飲
食
の
味
は
（
五
味
の
木
の
）
酸
味
を
減

ら
し
て
（
五
味
の
火
の
）
苦
味
を
増
し
、（
五
臓
の
火
の
）
心
気
を
養
う
べ
き
で
あ

る
。
冬
の
月
は
（
五
臓
の
）
腎
水
の
味
は
（
五
味
の
水
の
）
鹹
味
（
し
お
か
ら
い
味
）

で
あ
り
、
水
が
火
を
剋
し
て
（
水
剋
火
）、（
五
臓
の
火
の
）
心
が
病
を
受
け
る
の

を
恐
れ
る
。
だ
か
ら（
五
臓
の
火
の
）心
を
養
う
の
が
よ
い
。
密
室
に
住
ま
い
し
て
、

衣
服
や
寝
具
を
温
暖
に
し
、
そ
の
飲
食
を
調
え
て
、
冬
の
寒
温
を
適
正
に
す
る
の

が
よ
い
。　

　

寒
風
に
（
身
を
）
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
老
人
は
こ
と
に
寒
邪
や
感
冒
で
咳

き
こ
ん
で
、
麻
痺
、
昏
惑
の
病
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
を
恐
れ
る
。
冬
の
月
は
、
陽

気
が
体
内
に
あ
り
、
陰
気
は
体
外
に
あ
る
。
老
人
の
多
く
は
（
身
体
の
）
上
部
に

熱
が
あ
り
、
下
部
が
冷
え
る
病
を
わ
ず
ら
う
。
沐
浴
は
よ
く
な
い
。
陽
気
が
身
体

の
内
部
に
蓄
積
し
て
い
る
と
き
、
も
し
熱
い
湯
や
火
を
（
体
に
）
近
づ
け
る
と
、

必
ず
大
汗
を
か
く
。
老
人
の
骨
は
も
ろ
く
、肉
は
薄
く
、（
外
界
に
）反
応
し
や
す
く
、

外
の
（
寒
風
な
ど
に
よ
る
）
病
を
生
じ
る
こ
と
が
多
い
。
朝
早
く
外
に
出
て
霜
の

寒
さ
を
お
か
し
て
は
な
ら
な
い
。
早
く
起
き
た
ら
芳
醇
な
酒
を
一
杯
飲
み
、
寒
さ
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を
ふ
せ
ぐ
。
晩
に
は
消
痰
（
痰
濁
の
留
滞
を
除
去
す
る
剤
）、
凉
膈
（
清
熱
解
毒
、

瀉
火
の
剤
）
の
薬
を
服
し
て
、
心
気
を
平
ら
か
に
調
和
さ
せ
る
。
熱
気
を
湧
き
あ

げ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
切
に
房
事
を
つ
つ
し
む
。
炙
り
肉
や
麺
、
ワ
ン
タ
ン
の

類
を
食
べ
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。

　（
原
文
）
冷
藥
不
治
熱
極
。
熱
藥
不
治
冷
極
。
水
就
湿
、火
就
燥
耳
。
飮
食
之
味
、

宜
減
酸
增
苦
、
以
養
心
氣
。
冬
月
腎
水
味
鹹
、
恐
水
剋
火
、
心
受
病
耳
。
故
宜
養
心
。

宜
居
处
處
密
室
、
温
暖
煖
衣
衾
、
調
其
飮
食
、
適
其
寒
温
。

　

不
可
冒
觸
寒
風
。
老
人
尤
甚
恐
寒
邪
、
感
冒
為
嗽
逆
、
麻
痺
昏
眩
等
疾
。
冬
月
、

陽
氣
在
内
、陰
氣
在
外
。
老
人
多
有
上
熱
下
冷
之
患
。
不
宜
沐
浴
。
陽
氣
内
蕴
之
時
、

若
加
湯
火
所
逼
、
必
出
大
汗
。
高
年
骨
肉
疏
薄
、
易
于
感
動
、
多
生
外
疾
。
不
可

早
出
以
犯
霜
威
。
早
起
服
醇
酒
一
杯
、
以
禦
寒
。
晩
服
消
痰
凉
膈
之
藥
、
以
平
和

心
氣
。
不
令
熱
氣
上
涌
。
切
忌
房
事
。
不
可
多
食
炙
煿
肉
、
麪
、
餛
飩
之
類
。

　（
訓
読
）
冷
藥
は
熱
の
極
み
を
治ち

せ
ず
。
熱
藥
は
冷
の
極
み
を
治
せ
ず
。
水
は
湿し

つ

に
就つ

き
、
火ひ

は
燥そ

う

に
就
く
の
み
。
飮
食
の
味
は
、
宜よ

ろ

し
く
酸さ

ん

を
減
ら
し
苦く

を
增
し

て
、以
て
心
氣
を
養
う
べ
し
。
冬
の
月
は
腎
水
の
味
は
鹹か

ん

に
し
て
、水
の
火
を
剋こ

く

し
、

心
は
病や

ま
い
を
受
く
る
を
恐
る
る
の
み
。
故ゆ

え

に
宜よ

ろ

し
く
心
を
養
う
べ
し
。
宜
し
く
密
室

に
居き

よ

処し
よ

し
、
衣い

衾き
ん

を
温お

ん

煖だ
ん

に
し
、
其そ

の
飮
食
を
調と

と
の
え
、
其
の
寒
温
を
適て

き

に
す
べ
し
。

　

寒
風
を
冒ぼ

う

觸し
よ
くす

べ
か
ら
ず
。
老
人
尤も

つ
とも

甚は
な
は

だ
寒か

ん

邪じ
や

、
感か

ん

冒ぼ
う　

漱そ
う

逆き
や
く、

麻ま

痺ひ

、
昏こ

ん

眩げ
ん

等
の
疾し

つ

を
為な

す
を
恐
る
。
冬
の
月
は
、陽
氣
は
内
に
在
り
て
、陰
氣
は
外
に
在
り
。

老
人
は
多
く
上

じ
よ
う

熱ね
つ

下か

冷れ
い

の
患わ

ず
ら

い
有
り
。
宜よ

ろ

し
く
沐も

く

浴よ
く

す
べ
か
ら
ず
。
陽
氣　

内
に

蕴つ
つ

む
の
時
、
若も

し
湯と

う

火か

の
逼せ

ま

る
所
を
加
う
れ
ば
、
必
ず
大だ

い

汗か
ん

を
出い

だ

す
。
高
年
は
骨こ

つ

肉に
く

疏そ

薄は
く

に
し
て
、
感
動
し
易や

す

く
、
多
く
外が

い

疾し
つ

生
ず
。
早
く
出い

で
霜そ

う

威い

を
犯
す
べ
か

ら
ず
。
早
く
起お

く
れ
ば
醇

じ
ゆ
ん

酒し
ゆ

一
杯
を
服
し
て
、
以も

つ

て
寒か

ん

を
禦ふ

せ

ぐ
。
晩ば

ん

に
消

し
よ
う

痰た
ん

凉り
よ
う

膈か
く

の
藥く

す
り
を
服
し
て
、
以
て
心
氣
を
平
和
に
す
。
熱
氣
を
し
て
上

じ
よ
う

涌よ
う

せ
し
め
ず
。
切せ

つ

に

房ぼ
う

事じ

を
忌
む
。
多
く
炙し

や

煿は
く

の
肉
、
麪め

ん

、
餛こ

ん

飩と
ん

の
類
を
食く

ら
う
べ
か
ら
ず
。

　（
注
記
）
衣
衾

：

衾
は
寝
る
と
き
に
体
に
か
け
る
夜
具
。　
　

内
蕴

：

内
蔵
す
る
。
内
に
蓄
積
す
る
。

消
痰

：

痰
濁
の
留
滞
を
除
去
す
る
。
た
と
え
ば
明
の
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
果
之

二
で
は
、
梨
に
つ
い
て
「
潤
肺
涼
心
、
消
痰
降
火
、
解
瘡
毒
、
酒
毒
」
と
あ
る
。

凉
膈

：

凉
膈
散
は
清
熱
解
毒
、
瀉
火
の
剤
で
あ
る
。
た
と
え
ば
清
の
『
医
方
集
解
』

瀉
火
之
劑
の
項
で
、凉
膈
散
は
「
此
上
中
二
焦
瀉
火
藥
也
。
熱
淫
於
內
、治
以
鹹
寒
、

佐
以
苦
甘
。
故
以
連
翹
、
黃
芩
、
竹
葉
、
薄
荷
升
散
於
上
而
以
大
黃
、
芒
硝
之
猛

利
推
蕩
其
中
、
使
上
升
下
行
、
而
膈
自
清
矣
。
用
甘
草
、
生
蜜
者
、
病
在
膈
甘
以

緩
之
也
」
と
あ
る
。

餛
飩

：

ワ
ン
タ
ン
の
こ
と
。

腎
臓
冬
旺
（
腎
臓
の
働
き
は
冬
に
旺
盛
）

　（
通
釈
）『
内
景
経
』
に
い
う
、
腎
は
北
方
に
属
す
。
水
を
黒
帝
と
な
す
。
腎
の

位
置
は
臍
（
へ
そ
）
に
対
峙
し
て
お
り
、
腰
部
の
脊
髄
に
附
着
し
て
い
る
。
重
さ
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は
一
斤
一
両
。
色
は
生
糸
を
紫
に
染
め
た
色
を
し
て
い
る
。（
そ
の
働
き
は
、）
水

気
を
分
配
し
て
、
全
身
に
注
ぎ
潤
す
こ
と
に
あ
る
。
あ
た
か
も
樹
木
の
根
の
よ
う

な
働
き
を
す
る
。
左
を
腎
と
い
い
、
右
を
命
門
（
穴
位
の
名
）
と
名
づ
け
る
。
生

気
の
（
源
と
な
る
）
府
で
あ
り
、
死
気
の
住
ま
う
蘆
舎
で
も
あ
る
。
こ
の
腎
臓
を

護
れ
ば
（
生
命
は
）
存
続
し
、
こ
れ
を
使
い
果
た
す
と
（
生
命
は
）
枯
渇
し
て
死

ぬ
。（
五
臓
の
腎
水
は
五
臓
の
木
の
）
肝
の
母
で
あ
り
（
水
生
木
）、（
五
臓
の
金
の
）

肺
の
子
で
あ
る
（
金
生
水
）。（
五
官
の
水
の
）
耳
は
腎
を
つ
か
さ
ど
る
官
で
あ
る
。

天
は
わ
れ
わ
れ
を
生
む
と
、
気
を
流
し
て
変
化
さ
せ
る
、
こ
れ
を
精
と
い
う
。
精

気
が
往
来
し
て
、
そ
の
神
を
形
づ
く
る
。

　

神
と
は
腎
臓
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
情
は
（
五
徳
の
水
の
）
智
で
あ
る
。
左
腎

は
（
十
干
の
陽
水
の
）
壬
、右
腎
は
（
十
干
の
陰
水
の
）
癸
に
属
す
。
十
二
辰
で
は
、

（
十
二
支
の
陽
水
の
）
子
（
午
後
十
一
～
午
前
一
時
頃
）、（
十
二
支
の
陰
水
の
）
丑

（
午
前
一
～
三
時
頃
）に
あ
た
る
。
気
に
あ
っ
て
は
吹
と
な
る
。
液
に
あ
っ
て
は（
五

液
の
水
の
）
唾
（
つ
ば
）
と
な
る
。
形
に
あ
っ
て
は
（
五
体
の
水
の
）
骨
と
な
る
。

長
い
間
立
っ
て
い
る
と（
五
体
の
水
の
）骨
を
傷
つ
け
、そ
の
た
め
に（
五
臓
の
水
の
）

腎
を
損
傷
す
る
。（
腎
水
は
）
歯
に
対
応
し
て
お
り
、
歯
の
痛
み
が
あ
る
者
は
腎
に

損
傷
が
あ
る
。
上
焦
を
経
由
し
、中
焦
で
栄
養
を
取
り
込
み
、下
焦
で
衛ま

も

り
に
つ
く
。

腎
邪
が
お
の
ず
か
ら
入
り
こ
む
と（
五
液
の
水
の
）唾
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。（
五

腑
の
水
の
）
膀
胱
は
津
液
の
府
で
あ
り
、（
五
華
の
水
の
）
髪
を
艶
や
か
に
す
る
。

　（
原
文
）
内
景
經
曰
、
腎
屬
北
方
。
水
爲
黑
帝
。
生
※
（
居
）
對
臍
附
腰
脊
。
重

一
觔
一
兩
。
色
如
縞
映
紫
。
主
分
水
氣
、
灌
注
一
身
。
如
樹
之
有
根
。
左
曰
腎
、

右
名
命
門
。
生
氣
之
府
、
死
氣
之
蘆
。
守
之
則
存
、
用
之
則
竭
。
爲
肝
母
、
爲
肺
子
。

耳
爲
之
官
。
天
之
生
我
、
流
氣
而
變
、
謂
之
精
。
精
氣
往
來
爲
之
神
。

　

神
者
腎
臓
。
其
情
智
。
左
屬
壬
、右
屬
癸
。
在
辰
爲
子
亥
、在
氣
爲
吹
、在
液
爲
唾
、

在
形
爲
骨
。
久
立
傷
骨
、
爲
損
腎
也
。
應
在
齒
。
齒
痛
者
、
腎
傷
也
。
經
於
上
焦
、

榮
于
中
焦
、
衛
于
下
焦
。
腎
邪
自
入
、
則
多
唾
。
膀
胱
爲
津
液
之
府
。
榮
其
髪
也
。

※
生
は
居
に
作
る
べ
し
。
春
と
秋
の
項
の
例
を
参
験
せ
よ
。

　（
訓
読
）
内
景
經
に
曰い

わ
く
、
腎
は
北
方
に
屬
す
。
水
を
黑
帝
と
爲な

す
。
居き

よ

は
臍せ

い

に
對む

か

い
て
腰よ

う

脊せ
き

に
附ふ

す
。
重
さ
一い

つ

觔き
ん

一い
ち

兩り
よ
う。
色
は
縞こ

う

の
紫

む
ら
さ
きに
映は

ゆ
る
が
如ご

と

し
。
水

氣
を
分わ

か
ち
て
、
一
身
に
灌か

ん

注ち
ゆ
うす
る
を
主

つ
か
さ
どる
。
樹き

の
根
有
る
が
如
し
。
左
を
腎
と

曰い

い
、
右
を
命
門
と
名な

づ
く
。
生
氣
の
府
、
死
氣
の
蘆ろ

な
り
。
之こ

れ
を
守
ら
ば
則

す
な
わ

ち
存そ

ん

し
、
之
れ
を
用
う
れ
ば
則
ち
竭つ

く
。
肝
の
母
爲た

り
、
肺
の
子
爲
り
。
耳
は
之

れ
が
官か

ん

為
り
。
天
の
我
を
生し

よ
う
ず
る
や
、
氣
を
流
し
て
變へ

ん

ず
、
之
れ
を
精せ

い

と
謂
う
。

精
氣
往お

う

來ら
い

し
て
之
れ
が
神し

ん

を
爲つ

く

る
。

　

神
と
は
腎
臓
な
り
。
其そ

の
情じ

よ
う
は
智
。
左
は
壬じ

ん

に
屬
し
、
右
は
癸き

に
屬
す
。
辰し

ん

に

在あ

る
を
子し

亥が
い

と
爲な

し
、
氣
に
在
る
を
吹す

い

と
爲
し
、
液
に
在
る
を
唾す

い

と
爲
し
、
形
に

在
る
を
骨ほ

ね

と
爲
す
。
久ひ

さ

し
く
立
て
ば
骨
を
傷や

ぶ

り
、
爲た

め

に
腎
を
損
す
。
應お

う

は
齒は

に
在

り
。
齒
痛い

た

む
者
は
、腎
傷
る
る
な
り
。
上

じ
よ
う

焦し
よ
うを

經け
い

し
て
中

ち
ゆ
う

焦し
よ
うを

榮え
い

し
、下か

焦し
よ
うを

衛
る
。

腎
邪
自お

の
ず
から
入い

れ
ば
、
則
ち
唾だ

多
し
。
膀ぼ

う

胱こ
う

を
津し

ん

液え
き

の
府
と
為
す
。
其
の
髪か

み

を
榮さ

か

ん

に
す
。
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　（
注
記
）
命
門

：

こ
こ
で
は
右
腎
を
い
う
。
命
門
を
右
腎
と
い
う
の
は
『
難
經
』

藏
府
配
像
篇
に
み
ら
れ
、「
腎
兩
者
、
非
皆
腎
也
。
其
左
者
為
腎
、
右
者
為
命
門
。

命
門
者
、
諸
神
精
之
所
舍
、
原
氣
之
所
繫
也
」
と
あ
る
。
命
門
の
解
釈
と
し
て
そ

の
他
に
は
、
一
．
腎
の
間
に
あ
る
腎
間
動
気
で
あ
る
、
二
．
左
右
の
腎
で
あ
る
（
明

の
虞ぐ

摶だ
ん

の
見
解
）、
三
．
左
右
の
腎
の
間
に
あ
る
（
明
の
趙
献
可
の
見
解
）
な
ど
が

あ
る
。
命
門
は
父
母
か
ら
受
け
た
先
天
の
気
が
宿
る
重
要
な
所
で
、
人
体
の
生
化

の
源
で
あ
り
、
生
命
の
根
本
で
も
あ
る
。
ま
た
、
腎
兪
穴
の
中
間
に
存
在
す
る
督

脈
に
属
す
る
経
穴
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。

右
左

：

自
分
か
ら
み
て
の
右
左
、
相
手
か
ら
み
る
と
逆
に
な
る
。

三
焦
（
上
焦
・
中
焦
・
下
焦
）：

六
腑
の
一
。
主
な
働
き
は
水
気
の
道
を
疎
通
し
、

水
気
の
変
化
を
管
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
働
き
は
、
上
焦
は
気
や
水
穀
を
広

く
い
き
わ
た
ら
せ
る
こ
と
、
中
焦
は
消
化
吸
収
と
気
血
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
、
下

焦
は
大
小
便
の
排
泄
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
に
あ
る
。
部
位
は
、
上
焦
は
横
隔
膜
よ

り
上
部
、
中
焦
は
横
隔
膜
と
へ
そ
の
間
、
下
焦
は
へ
そ
よ
り
下
部
を
い
う
。

　（
通
釈
）『
黄
庭
経
』
に
い
う
、
腎
部
の
宮
の
元
闕
圓
は
、
そ
の
な
か
に
童
子
が

い
る
、
そ
れ
を
上
元
と
名
づ
け
る
。
も
ろ
も
ろ
の
臓
腑
九
液
の
源
を
つ
か
さ
ど
る
。

外
は
（
五
官
の
水
の
）
両
耳
と
あ
ら
ゆ
る
津
液
に
呼
応
し
て
い
る
。
そ
の
声
は
（
五

声
の
水
の
）
羽
に
あ
た
り
、
そ
の
味
は
（
五
味
の
水
の
）
鹹
味
（
し
お
か
ら
い
味
）

に
あ
た
り
、
そ
の
臭
は
（
五
臭
の
水
の
）
腐
に
あ
た
る
。（
五
臓
の
火
の
）
心
の
邪

が
（
五
臓
の
水
の
）
腎
に
入
る
と
腐
っ
た
よ
う
な
悪
臭
が
あ
る
。
お
よ
そ
男
性
は

六
十
歳
に
な
る
と
腎
気
が
衰
え
、
髪
は
変
化
し
て
（
薄
く
な
り
）、
齒
は
グ
ラ
グ
ラ

す
る
。
七
十
歳
に
な
る
と
肉
体
は
す
べ
て
枯
渇
す
る
。
九
十
歳
に
な
る
と
腎
気
が

枯
渇
し
、
骨
が
委
縮
し
虚
弱
と
な
り
、
床
か
ら
た
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
は
、

腎
が
ま
ず
壊
死
す
る
か
ら
で
あ
る
。
腎
が
疲
弊
す
る
と
、
耳
が
聴
こ
え
な
く
な
り
、

骨
が
萎
縮
し
て
虚
弱
と
な
る
。
腎
は
骨
と
合
わ
さ
っ
て
お
り
、
健
康
で
あ
れ
ば
口

ひ
げ
は
つ
や
や
か
で
あ
る
。
腎
は
外
に
お
い
て
は
（
五
岳
の
水
の
）
北
岳
に
対
応

し
、
天
上
に
お
い
て
は
（
五
星
の
水
の
）
辰
星
の
精
に
通
じ
て
い
る
。
冬
の
三
か

月
は
、
辰
星
の
（
五
色
の
水
の
）
黒
気
が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
が
（
五
臓
の
水
の
）

腎
の
な
か
に
入
っ
て
存
し
て
い
る
。
人
の
骨
が
う
ず
く
の
は
、
腎
が
虚
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。人
の
歯
が
か
み
合
わ
な
く
な
る
の
は
、腎
が
衰
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

人
の
齒
が
抜
け
る
の
は
、
腎
に
風
邪
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
五
官
の
水
の
）
耳
が

痛
い
の
は
、
腎
の
気
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
の
あ
く
び
が
多
く
な

る
の
は
、
腎
が
邪
気
に
お
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

人
の
腰
が
伸
び
な
い
の
は
、腎
の
気
が
欠
乏
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
人
の
（
顔

や
身
体
の
）
の
色
が
黒
ず
ん
で
い
る
の
は
、
腎
気
が
衰
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

人
の
顔
色
が
紫
が
か
っ
て
光
沢
が
あ
る
の
は
、
腎
に
病
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人

の
骨
節
が
ぽ
き
ぽ
き
鳴
る
の
は
、腎
が
疲
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
五
臓
の
金
の
）

肺
の
邪
気
が
（
五
臓
の
水
の
）
腎
に
入
る
と
、
う
め
く
こ
と
が
多
く
な
る
。
腎
に

疾
病
が
あ
る
と
、
吹chuī

と
発
声
し
て
こ
れ
を
外
に
瀉
出
し
、
吸xī

と
発
声
し
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て
こ
れ
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
気
は
（
五
常
の
水
の
）
智
に
あ
た
る
。

腎
の
気
が
沈
滞
す
る
と
、
く
り
返
し
息
を
吹
い
て
、
徐
々
に
通
ず
る
よ
う
に
す
る

と
よ
い
。
腎
が
虚
で
あ
る
と
、
暗
い
処
に
入
り
、
婦
人
や
僧
尼
の
姿
、
亀
や
駱
駝
、

大
将
旗
や
槍
な
ど
を
み
た
り
、
み
ず
か
ら
兵
具
を
身
に
つ
け
、
あ
る
い
は
山
に
行
っ

た
り
、
あ
る
い
は
渓
谷
に
船
を
う
か
べ
た
り
す
る
夢
を
み
る
。
だ
か
ら
冬
の
三
か

月
は
、
天
地
が
氣
を
閉
ざ
し
、
万
物
が
伏
藏
す
る
の
で
、
君
子
は
身
を
戒
め
つ
つ

し
み
、
嗜
欲
を
節
制
し
、
音
曲
や
色
事
を
止
め
て
、
陰
陽
の
さ
だ
ま
る
の
を
待
つ
。

陰
陽
を
せ
め
ぎ
あ
わ
す
こ
と
な
く
、
そ
の
生
を
ま
っ
と
う
し
、
天
道
に
合
す
る
の

で
あ
る
。

　（
原
文
）黄
庭
經
曰
、腎
部
之
宮
元
闕
圓
、中
有
童
子
、名
上
元
。主
諸
臓
腑
九
液
源
。

外
應
兩
耳
百
液
津
。
其
聲
羽
、
其
味
鹹
、
其
臭
腐
。
心
邪
入
腎
則
惡
腐
。
凡
丈
夫

六
十
腎
氣
衰
、
髪
變
、
齒
動
。
七
十
形
體
皆
困
。
九
十
腎
氣
焦
枯
、
骨
痿
而
不
能

起
牀
者
、
腎
先
死
也
。
腎
病
則
耳
聾
、
骨
痿
。
腎
合
于
骨
、
其
榮
在
髭
。
腎
之
外

應
北
岳
、
上
通
辰
星
之
精
。
冬
三
月
、
存
辰
星
之
黑
氣
、
入
腎
中
存
之
。
人
之
骨

疼
者
腎
虚
也
。
人
之
齒
多
𪗱
者
、腎
衰
也
。
人
之
齒
堕
者
、腎
風
也
。
人
之
耳
痛
者
、

腎
氣
壅
也
。
人
之
多
欠
者
、
腎
邪
也
。

　

人
之
腰
不
伸
者
、
腎
乏
也
。
人
之
色
黑
者
、
腎
衰
也
。
人
之
容
色
、
紫
而
有
光
者
、

腎
無
病
也
。
人
之
骨
節
鳴
者
、
腎
羸
也
。
肺
邪
入
腎
、
則
多
呻
。
腎
有
疾
、
當
吹

以
瀉
之
、
吸
以
補
之
。
其
氣
智
。
腎
氣
沈
滞
、
宜
重
吹
、
則
漸
通
也
。
腎
虚
則
夢

入
暗
處
、
見
婦
人
、
僧
尼
、
龜
龞
、
駱
駝
、
旆
槍
、
自
身
兵
甲
、
或
山
行
、
或
溪
舟
。

故
冬
三
月
、
乾
坤
氣
閉
、
萬
物
伏
藏
、
君
子
戒
謹
、
節
嗜
欲
、
止
聲
色
、
以
待
陰

陽
之
定
、
無
兢
陰
陽
、
以
全
其
生
、
合
乎
太
淸
。

　（
訓
読
）
黄
庭
經
に
曰い

わ
く
、
腎
部
の
宮
の
元げ

ん

闕け
つ

圓え
ん

は
、
中
に
童ど

う

子し

有
り
、
上

じ
よ
う

元げ
ん

と
名な

づ
く
。
諸も

ろ

も
ろ
の
臓ぞ

う

腑ふ

九き
ゆ
う

液え
き

の
源
を
主

つ
か
さ
どる
。
外
は
兩

り
よ
う

耳じ

の
百ひ

や
く
の
液え

き

津し
ん

に
應お

う

ず
。

其そ

の
聲せ

い

は
羽う

、
其
の
味あ

じ

は
鹹か

ん

、
其
の
臭し

ゆ
う
は
腐ふ

な
り
。
心
邪じ

や　

腎じ
ん

に
入い

ら
ば
則す

な
わ
ち
惡あ

く

腐ふ

あ
り
。
凡お

よ

そ
丈

じ
よ
う

夫ぶ

は
六
十
に
し
て
腎
氣
衰
え
、
髪
は
變へ

ん

じ
、
齒は

は
動
く
。
七
十

に
し
て
形け

い

體た
い

皆み
な

困こ
ん

す
。
九
十
に
し
て
腎
氣
は
焦

し
よ
う

枯こ

し
、
骨ほ

ね

痿な

え
て
起き

牀し
よ
うす
る
こ
と

能あ
た

わ
ざ
る
者
は
、
腎
先ま

ず
死
す
る
な
り
。
腎
病や

ま
ば
則
ち
耳
は
聾ろ

う

し
、
骨
は
痿な

ゆ

る
な
り
。
腎
は
骨
に
合が

つ

し
、
其
の
榮え

い

は
髭ひ

げ

に
在
り
。
腎
の
外そ

と

は
北ほ

く

岳が
く

に
應お

う

じ
、
上

は
辰し

ん

星せ
い

の
精
に
通
ず
。
冬
の
三
か
月
は
、
辰
星
の
黑こ

く

氣き

を
存そ

ん

し
、
腎
中
に
入
り
て

之こ
こ

を
存
す
。
人
の
骨　

疼う
ず

く
者
は
、
腎じ

ん

虚き
よ

な
り
。
人
の
齒　

𪗱そ

多
き
者
は
、
腎
衰

お
と
ろ

う
る
な
り
。
人
の
齒　

堕お

つ
る
者
は
、
腎
に
風ふ

う

あ
り
。
人
の
耳　

痛
む
者
は
、
腎

氣
壅ふ

さ
がる
な
り
。
人
の
欠け

つ

多
き
者
は
、
腎
に
邪
あ
り
。

　

人
の
腰
伸の

び
ざ
る
者
は
、
腎
乏と

ぼ

し
き
な
り
。
人
の
色
黑
き
者
は
、
腎
衰
う
る
な

り
。
人
の
容
色
、
紫
に
し
て
光
有
る
者
は
、
腎や

ま
い
に
病
無
し
。
人
の
骨こ

つ

節せ
つ

鳴
る
者
は
、

腎
羸つ

か

る
る
な
り
。
肺
の
邪　

腎
に
入い

ら
ば
、
則
ち
呻う

め

く
こ
と
多
し
。
腎
に
疾

や
ま
い

有
ら

ば
、
當ま

さ

に
吹
き
て
以
て
之
れ
を
瀉し

や

し
、
吸す

い
て
以も

つ

て
之こ

れ
を
補
う
べ
し
。
其
の
氣

は
智ち

な
り
。
腎
氣
沈
滞
す
れ
ば
、
宜よ

ろ

し
く
重か

さ

ね
て
吹
か
ば
、
則
ち
漸よ

う
や

く
通つ

う

ず
べ
し
。

腎
虚
な
ら
ば
則
ち
暗あ

ん

處し
よ

に
入
り
、
婦
人
、
僧
尼
、
龜き

龞べ
つ

、
駱ら

く

駝だ

、
旆は

い

槍そ
う

、
自み

ず
か

ら
兵へ

い

甲こ
う

を
身
に
し
、
或あ

る

い
は
山さ

ん

行こ
う

し
、
或
い
は
溪け

い

に
舟さ

お

す
る
を
夢ゆ

め

む
。
故
に
冬
の
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三
か
月
は
、
乾け

ん

坤こ
ん　

氣
は
閉
ざ
し
、
萬ば

ん

物ぶ
つ

は
伏ふ

く

藏ぞ
う

す
。
君
子
は
戒か

い

謹き
ん

し
て
、
嗜し

欲よ
く

を
節せ

つ

し
、
聲せ

い

色し
よ
くを

止や

め
て
、
以も

つ

て
陰
陽
の
定さ

だ

ま
る
を
待
つ
。
陰
陽
を
兢き

そ

わ
す
こ
と

無
く
ん
ば
、
以
て
其
の
生せ

い

を
全ま

つ
と
し
、
太た

い

淸せ
い

に
合
す
。

　（
注
記
）
元
闕
圓

：

任
脈
の
経
穴
で
あ
る
臍
（
へ
そ
）
の
真
ん
中
に
あ
る
「
神
闕

穴
」
か
ら
臍
下
四
指
に
あ
る
「
関
元
穴
」
の
周
囲
を
指
す
か
。

灌
注

：

そ
そ
ぐ
こ
と
。

𪗱

：

か
み
あ
わ
な
い
こ
と
。

羸

：

つ
か
れ
る
こ
と
。
音
は
「
る
い
」。

吹

：chuī

と
発
声
す
る
。
六
字
訣
の
ひ
と
つ
。
冬
に
配
当
さ
れ
る
。

吸

：xī

と
発
声
す
る
。
六
字
訣
の
ひ
と
つ
。
季
節
の
配
当
は
な
い
。

相
腎
臓
病
法
（
腎
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）

　（
通
釈
）
腎
に
熱
の
あ
る
も
の
は
、
頤

お
と
が
いが
赤
い
。
腎
に
病
が
あ
る
と
、
顔
色
が
黒

ず
ん
で
歯
が
干
か
ら
び
て
く
る
。腹
が
出
て
体
は
重
く
感
じ
ら
れ
る
。喘
息
に
な
り
、

汗
が
よ
く
出
て
、
悪
風
が
あ
る
。
腎
が
虚
で
あ
る
と
、
腰
全
体
が
痛
む
。
腎
風
の

症
状
は
、
頸
に
汗
を
よ
く
か
き
、
悪
風
が
あ
る
。
も
の
を
食
べ
て
膈
に
く
だ
そ
う

と
し
て
も
、
塞
が
っ
て
通
じ
な
い
。
腹
が
膨
張
し
て
、
冷
た
い
物
を
食
べ
る
と
下

痢
を
す
る
。
外
形
的
に
は
色
黒
で
痩
せ
て
い
る
。
腎
が
乾
燥
す
る
と
、急
い
で
（
五

味
の
金
の
）
辛
い
も
の
を
食
べ
て
、
こ
れ
を
潤
す
よ
う
に
す
る
。
腎
が
病
ん
で
硬

い
と
き
は
、急
い
で
（
五
味
の
水
の
）
鹹
味
（
し
お
か
ら
い
味
）
の
も
の
を
食
べ
て
、

こ
れ
を
補
う
よ
う
に
す
る
。（
五
味
の
火
の
）
苦
味
（
に
が
味
）
の
も
の
を
食
べ
て
、

こ
れ
を
瀉
す
と
よ
い
。
熱
す
ぎ
る
も
の
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
暖
か
す
ぎ
る
着

物
を
着
て
は
い
け
な
い
。
腎
の
病
は
臍
の
下
に
動
気
が
あ
る
。
そ
こ
を
押
さ
え
て

み
て
、
硬
く
て
し
こ
り
が
あ
る
、
痛
み
が
あ
っ
て
食
べ
て
も
消
化
に
苦
し
む
、
体

が
ど
ん
と
重
た
く
て
骨
が
う
ず
く
、
腰
や
股
、
膀
胱
が
冷
え
て
痛
む
、
脚
が
痛
ん

だ
り
し
び
れ
た
り
す
る
、小
便
の
切
れ
が
わ
る
く
な
っ
た
り
す
る
、疝
気
（
冷
え
性
）

や
瘕
（
し
こ
り
）
に
悩
ま
さ
れ
る
、（
こ
の
よ
う
な
場
合
は
）
腎
気
丸
を
服
用
す
る

と
よ
い
。

　

以
上
は
、
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
に
、
体
を
調
節
し
、
養
生
し
て
病
を
治

す
方
法
の
大
旨
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
一
文
に
説
き
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
他
の
（『
黄
帝
内
経
』
中
の
）『
霊
枢
』『
素
問
』
の
両
編
は
、
す
べ
て
緒
論
（
序

論
）
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
屠
本
畯
が
こ
れ
を
識
し
た
。

　（
原
文
）
腎
熱
者
、
颐
赤
。
腎
有
病
、
色
黑
而
齒
槁
、
腹
大
体
重
。
喘
咳
、
汗
出
、

惡
風
。
腎
虚
則
腰
中
痛
。
腎
風
之
状
、
頸
多
汗
、
惡
風
。
食
欲
下
膈
、
塞
不
通
。

腹
滿
脹
、
食
寒
則
泄
。
在
形
黑
瘦
。
腎
燥
、
急
食
辛
、
以
潤
之
。
腎
病
堅
、
急
食
鹹
、

以
補
之
。
用
苦
以
瀉
之
。
無
犯
熱
食
。
無
著
煖
衣
。
腎
病
臍
下
有
動
氣
。
按
之
牢

若
痛
、
苦
食
不
消
化
、
體
重
骨
疼
、
腰
胯
、
膀
胱
冷
痛
、
脚
痛
、
或
痺
、
小
便
餘
瀝
、

疝
瘕
所
纏
、
宜
服
腎
氣
丸
。

　

右
四
時
調
攝
、
養
生
、
治
病
大
旨
、
盡
乎
此
矣
。
他
如
靈
素
諸
編
、
皆
緒
論
耳
。



55 元の丘処機『攝生消息論』全訳注

屠
本
畯
識
。

　（
訓
読
）
腎
に
熱
あ
る
者
は
、
頤

お
と
が
い

赤
し
。
腎
に
病

や
ま
い

有
ら
ば
、
色
は
黑
く
し
て
齒

は
槁か

れ
、
腹
は
大
き
く
体
は
重
し
。
喘ぜ

ん

咳が
い

し
、
汗あ

せ

出で

て
、
悪
風
あ
り
。
腎
虚
な
ら

ば
則す

な
わ
ち
腰よ

う

中ち
ゆ
う

痛
し
。
腎
風
の
状じ

よ
う
は
、
頸く

び

に
汗あ

せ

多
く
、
悪
風
あ
り
。
食く

ら
い
て
膈か

く

に

下く
だ

さ
ん
と
欲
す
る
も
、塞ふ

さ
が
り
て
通
ぜ
ず
。
腹
満み

ち
脹ふ

く

れ
、寒か

ん

を
食
ら
わ
ば
則
ち
泄せ

つ

す
。

形
に
在
り
て
は
黑
く
瘦や

せ

た
り
。
腎
の
燥そ

う

な
れ
ば
、
急
ぎ
辛し

ん

を
食
ら
い
て
、
以も

つ

て
之こ

れ
を
潤う

る
お
す
。
腎
の
病や

み
て
堅か

た

け
れ
ば
、
急
ぎ
鹹か

ん

を
食
ら
い
て
、
以
て
之
れ
を
補
う
。

苦く

を
用も

ち

い
て
以
て
之
れ
を
瀉し

や

す
。
熱
食
を
犯
す
無な

か
れ
。
煖だ

ん

衣い

を
著き

る
無
か
れ
。

腎
の
病
は
臍せ

い

下か

に
動
氣
有
り
。
之
れ
を
按
ず
る
も
牢
く
し
て
若
し
痛
み
、
食
ら
い

て
消
化
せ
ず
し
て
苦
し
み
、
體か

ら
だ
は
重
く
骨
は
疼う

ず

き
、
腰よ

う

胯こ

、
膀ぼ

う

胱こ
う

は
冷
え
て
痛
み
、

脚あ
し

は
痛
み
、
或
い
は
痺し

び

れ
、
小
便
は
餘よ

瀝れ
き

あ
り
て
、
疝せ

ん

瘕か

の
纏ま

と

う
所
な
ら
ば
、
宜よ

ろ

し
く
腎じ

ん

氣き

丸が
ん

を
服
す
べ
し
。

　

右
は
四し

い

時じ

調ち
よ
う

攝せ
つ

し
、
生
を
養
い
、
病
を
治な

お

す
こ
と
の
大た

い

旨し

は
、
此こ

こ

に
盡つ

く
せ
り
。

他
の
靈れ

い

素そ

の
諸
編
の
如
き
は
、
皆
緒
論
な
る
の
み
。
屠と

本ほ
ん

畯し
ゆ
ん

識し
る

す
。

　（
注
記
）
著

：

着
る
こ
と
。　
　

牢

：

か
た
い
こ
と
。　
　
　
　

疝

：

寒
冷
に
よ
り
腹
な
ど
が
痛
む
こ
と
。

瘕

：
血
が
凝
滞
し
て
お
こ
る
病
。
腹
中
に
生
じ
る
積
塊
で
生
じ
た
り
散
じ
た
り
し

て
、
一
ヶ
所
に
な
い
も
の
を
い
う
。
隋
の
巣
元
方
の
『
諸
病
源
候
論
』
巻
之
十
八

で
は
「
瘕
病
者
、
由
寒
溫
不
適
、
飲
食
不
消
、
與
髒
氣
相
搏
、
積
在
腹
內
、
結
塊

瘕
痛
、
隨
氣
移
動
。
是
也
」
と
あ
る
。

腎
氣
丸

：
腎
気
の
温
補
、
不
足
の
証
に
用
い
る
。『
金
匱
要
略
』
婦
人
雜
病
脈
證

并
治
に
は
、「
問
曰
、
婦
人
病
、
飲
食
如
故
、
煩
熱
不
得
臥
、
而
反
倚
息
者
、
何
也
。

師
曰
、
此
名
轉
胞
、
不
得
溺
也
。
以
胞
絲
了
戾
、
故
致
此
病
、
但
利
小
便
則
愈
、

宜
腎
氣
丸
主
之
」
と
あ
る
。

屠
本
畯

：

明
の
嘉
靖
二
十
一
年
（
一
五
四
二
）
～
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
の
人
。

字
田
叔
、
又
は
豳
叟
。
自
然
科
学
に
関
連
し
た
、
動
物
学
、
植
物
学
な
ど
の
先
駆

的
研
究
を
な
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
著
作
と
し
て
『
閩
中
海
錯
疏
』
三
巻
、

『
山
林
經
濟
籍
』
二
十
四
巻
な
ど
が
あ
る
。

二
．
丘
処
機
『
攝
生
消
息
論
』
解
説

（
一
）
四
季
の
変
化
に
あ
わ
せ
た
養
生

　

本
書
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
は
「
季
節
の
変
化
に
あ
わ
せ
た
養
生
」
の
視
点
。
季
節
は
変
化
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
外
的
環
境
は
変
化
す
る
。
そ
れ
ら
は
身
体
に
影
響
も
与
え
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
、
季
節
の
変
化
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
養
生
法
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
全
体
は
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
追
っ
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
中

国
伝
統
医
学
の
古
典
、『
素
問
』
な
ど
を
引
用
し
、
季
節
ご
と
の
寒
暑
や
風
雨
、
湿
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燥
な
ど
の
特
徴
を
挙
げ
る
。
つ
い
で
季
節
に
対
応
し
た
飲
食
を
含
む
生
活
全
般
の

養
生
法
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ま
た
伝
統
医
学
の
鍼
灸
の
経
絡
や
本
草
の
知
見

を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
例
と
し
て
春
の
項
を
挙
げ
る
。
春
は
陽
気
が
上
昇
す
る
が
、
最
初
の
頃
は
寒

か
っ
た
り
暑
か
っ
た
り
と
気
が
定
ま
ら
ず
、
そ
の
た
め
高
齢
者
は
持
病
が
ぶ
り
か

え
す
こ
と
が
多
い
。
そ
の
多
く
は
冬
の
暮
ら
し
方
に
起
因
す
る
と
し
、
春
に
か
か

る
病
の
病
根
は
冬
に
す
で
に
兆
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
起
因
し
た
病

が
発
症
し
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
湯
薬
を
用
い
た
ら
い
い
か
な
ど
の
対
処
法
も

記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
春
の
食
生
活
、
生
活
環
境
で
留
意
す
べ
き
点
、
春
の
病
に

お
い
て
は
ど
の
経
絡
の
穴
位
（
ツ
ボ
）
を
重
視
す
べ
き
か
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
夏
、
秋
、
冬
に
関
し
て
も
同
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
季
節
と
五
臓
の
関
係
性
の
展
開

　

本
書
の
特
徴
の
第
二
は
、「
五
行
学
説
に
も
と
づ
く
養
生
法
」
の
視
点
。

　

中
国
伝
統
医
学
は
陰
陽
学
説
、
五
行
学
説
が
根
幹
に
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
、

身
体
内
外
の
相
互
の
関
係
性
を
考
察
し
て
い
る
。
本
書
で
重
視
す
る
の
は
四
季
の

変
化
で
あ
る
。
四
季
に
よ
っ
て
外
的
環
境
は
変
化
し
、
身
体
の
内
部
も
そ
の
影
響

を
受
け
る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
季
節
ご
と
の
養
生
法
を
説
く
。
そ

れ
は
本
書
の
見
出
し
の
な
か
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
春
の
項
は

「
春
季
攝
生
消
息
（
春
季
の
養
生
の
指
針
）」、「
肝
臓
春
旺
（
肝
臓
の
働
き
は
春
に

旺
盛
）」、「
相
肝
臓
病
法
（
肝
臓
の
病
を
診
断
す
る
方
法
）」
と
あ
る
。
他
の
季
節

も
同
様
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

　

内
容
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
春
の
場
合
は
五
季
の
木
は
春
、
五
臓
の
木
は
肝
、

そ
し
て
春
は
肝
が
盛
ん
と
な
る
。
そ
れ
と
関
連
し
た
春
の
病
と
の
関
連
を
挙
げ
る
。

同
様
に
五
季
の
火
は
夏
、五
臓
の
火
は
心
。
ま
た
五
季
の
金
は
秋
、五
臓
の
金
は
肺
。

さ
ら
に
五
季
の
水
は
冬
、五
臓
の
水
は
腎
と
関
連
す
る
。他
に
も
五
味（
木
酸
、火
苦
、

土
甘
、
金
辛
、
水
鹹
）、
五
官
（
木
目
、
火
舌
、
土
口
、
金
鼻
、
水
耳
）、
五
華
（
木

爪
、
火
面
色
、
土
唇
、
金
毛
、
水
髪
）、
五
志
（
木
怒
、
火
喜
、
土
思
、
金
憂
、
水

恐
）
な
ど
の
分
類
に
も
と
づ
い
て
、
季
節
ご
と
の
養
生
法
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は

ま
た
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
ら
れ
た
経
験
に
も
と
づ
く
も
の
で
も
あ
る
。

（
三
）
五
行
学
説
に
も
と
づ
く
食
養
生

　
『
攝
生
消
息
論
』
で
は
、
さ
ら
に
五
行
学
説
に
も
と
づ
く
季
節
の
食
養
生
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
現
代
の
中
国
や
台
湾
、
香
港
な
ど
で
も
生
活
の
中
に
根
づ

い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
養
生
法
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
「
春
季
の
食
養
生
の
指
針
」
に
は
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

春
は
五
行
で
は
木
と
し
、「（
五
臓
の
）
木
に
属
し
、
味
は
（
五
味
の
）
酸
味
に

あ
た
る
。
木
は
よ
く
土
に
勝
つ
。
土
は
（
五
臓
の
）
脾
に
属
し
、
味
は
（
五
味
の
）
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甘
味
を
つ
か
さ
ど
る
。
春
の
時
期
は
、
飲
食
の
味
は
酸
味
（
木
）
を
控
え
め
に
し
、

甘
味
（
土
）
を
増
や
し
、
そ
れ
で
脾
気
（
土
）
を
養
う
の
が
よ
ろ
し
い
」
と
。

　

春
は
木
気
が
旺
盛
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
木
に
剋
さ
れ
る
土
（
木

剋
土
）
に
留
意
し
て
、
五
味
の
木
で
あ
る
酸
味
（
木
）
を
減
ら
し
、
五
味
の
土
で

あ
る
甘
味
を
増
や
し
て
、
木
剋
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

ま
た
五
臓
の
土
、
脾
気
を
養
う
と
す
る
も
の
で
、
五
行
学
説
に
も
と
づ
く
季
節
の

食
養
生
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
夏
季
の
養
生
の
指
針
」
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
夏
至
の
後
、
そ
の
夜
半
よ
り
一
陰
が
生
じ
る
。（
こ
の
頃
に
は
）
熱
い
も
の
を

服
用
し
て
、
あ
わ
せ
て
（
五
臓
の
水
の
）
腎
を
補
う
湯
薬
を
服
用
す
る
の
が
よ
い
。

夏
季
は
（
五
臓
の
火
の
）
心
が
旺
盛
に
な
り
、（
五
臓
の
水
の
）
腎
が
衰
退
す
る
。

は
な
は
だ
熱
い
頃
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
冷
た
い
麺
の
類
、
か
き
氷
、
甘
蜜
の
か

き
氷
、緑
豆
な
ど
の
冷
た
い
食
べ
も
の
、冷
た
い
粥
な
ど
を
食
べ
る
の
は
よ
く
な
い
。

（
暑
気
の
な
か
）
満
腹
に
冷
寒
の
気
を
受
け
る
と
、
必
ず
急
な
下
痢
な
ど
を
ひ
き
お

こ
す
。
う
り
や
茄
子
の
た
ぐ
い
を
生
の
ま
ま
で
食
べ
て
は
い
け
な
い
。（
冷
た
い
も

の
を
食
べ
る
と
）
も
と
も
と
腹
の
な
か
に
陰
気
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
（
消
化

の
悪
い
）固
い
も
の
を
食
べ
る
と
、多
く
は
腹
部
の
し
こ
り
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
」

と
。

　

夏
は
火
気
が
旺
盛
と
な
る
。
火
気
が
旺
盛
に
な
る
と
、
そ
の
一
方
で
水
気
が
衰

退
す
る
。
五
臓
を
五
行
で
み
る
と
、
火
は
心
、
水
は
腎
で
あ
る
。
火
と
水
は
相
剋

図　陰陽五行の配当図（方位、季節、寒暑などの自然、天体、人体の臓腑・各器官、喜怒哀楽の感情、感覚、
　　味覚、嗅覚などを五行に配当し、その関係性から全体のバランスを考察する）
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関
係
に
あ
る
。
だ
か
ら
夏
に
衰
え
る
水
、
腎
の
気
を
補
う
食
治
、
湯
薬
が
必
要
だ

と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
み
な
現
代
中
国
の
夏
の
食
養
生
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
中
国
人
は
夏
で
も
、
冷
た
い
飲
み
物
を
飲
む
こ
と
を
控
え
る
傾
向

が
強
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
身
体
が
疲
弊
し
て
お
り
、
冷
寒
の
気
を
受
け
る
こ
と
で
、

そ
れ
を
増
長
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
五
官
、
五
液
、
五
体
、
五
華
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
季
節
ご
と

に
身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か
を
説
く
。
ま
た
老
年
の
養
生
法
を
具
体

的
に
述
べ
て
い
る
の
も
本
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
お
わ
り
に

　

丘
処
機
は
道
教
の
道
士
で
あ
る
が
、
伝
統
医
学
の
文
献
知
識
と
実
践
的
な
活
用

法
の
両
方
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
道
士
の
こ
う
し
た
系
譜
は
、

古
く
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
茅
山
派
道
教
の
大
成
者
で
あ
り
、『
真
誥
』
や
『
養
生
延
命
録
』
な
ど

の
書
物
を
著
わ
し
た
南
北
朝
・
斉
・
梁
に
活
躍
し
た
陶
弘
景
（
四
五
六
～
五
三
六
年
）

は
、当
時
伝
わ
っ
て
い
た『
神
農
本
草
経
』を
も
と
に『
本
草
経
集
注
』を
編
纂
し
た
。

そ
れ
ら
は
山
々
を
遍
歴
し
、
草
木
な
ど
の
効
能
を
実
践
的
に
研
究
し
た
成
果
で
も

あ
る
。
道
士
に
と
っ
て
こ
う
し
た
事
柄
は
修
得
す
べ
き
実
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

１
、「
水
野
杏
紀
『
易
、風
水
、暦
、養
生
、処
世　

東
ア
ジ
ア
の
宇
宙
観
（
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
）』、

講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
講
談
社
、
二
〇
一
六
年
、「
四
章　

養
生—

未
病
に
処
す
る
身
体
と

楽
天
的
人
生
」
に
お
い
て
、
丘
処
機
の
人
物
像
と
そ
の
著
述
『
攝
生
消
息
論
』
を
挙
げ
、

四
季
の
養
生
法
の
う
ち
夏
の
養
生
法
を
解
説
し
て
い
る
。
さ
ら
に
五
行
学
説
に
も
と
づ
く

食
養
生
法
を
紹
介
す
る
。
一
八
三
～
一
九
二
頁
参
照
。

２
、『
元
史
』
列
傳
、
第
八
十
九
「
登
州
棲
霞
人
、
自
號
長
春
子
、
兒
時
、
有
相
者
謂
其
異

日
當
為
神
仙
宗
伯
。
年
十
九
、
為
全
真
學
於
寧
海
之
昆
侖
山
、
與
馬
鈺
、
譚
處
端
、
劉
處
玄
、

王
處
一
、
大
通
、
孫
不
二
同
師
重
陽
王
真
人
」。

「
参
考
文
献
」

謝
觀
主
編
『
中
醫
大
辭
典
』
上
巻
下
巻
、
商
務
印
書
館
國
際
有
限
公
司
、
二
〇
〇
四
年

南
京
中
医
薬
大
学
編
著
『
中
薬
大
辞
典
』
縮
刷
版
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
第
二
版
、 

二
〇
一
四
年

創
医
学
術
部
編
『
漢
方
用
語
大
辞
典
』、
燎
原
、
一
九
八
四
年

教
科
書
検
討
小
委
員
会
著
、
東
洋
療
法
学
校
協
会
編
『
新
版　

東
洋
医
学
概
論
』、
医
道
の

日
本
社
、
二
〇
一
五
年

教
科
書
執
筆
小
委
員
会
著
、
日
本
理
療
科
教
員
連
盟
・
東
洋
療
法
学
校
協
会
編
『
新
版　

経
絡
経
穴
概
論
』、
医
道
の
日
本
社
、
二
〇
〇
九
年

小
金
井
信
宏
『
中
医
学
っ
て
な
ん
だ
ろ
う　

人
間
の
し
く
み
』、
東
洋
学
術
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年

※
鍼
灸
関
連
の
用
語
に
関
し
て
、
関
西
医
療
大
学
講
師
、
中
吉
隆
之
氏
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご

教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
し
た
い
。


